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事審 議:トドマツ幼総造林地の窃虫トドマツオオアプラについて "__AjJ ではmf外における自然お(.f;

ln c:つ密 j主義3d] ， f伶[虫~;方右その卒紡主主災毛約 7な苫 iJりA汀，~h月作事椋繰:t.丈Jプ式4 色を，均か':.7たピちづくる 3多与yザ裂d臼)0'の)r臥U'E混為機格ない Lし( ~は立?煩ílìU休jd瀞l呼千亥変:重動JJìにとおけ

る多2変型2忍Jçの):却E紫r

本稔のf倒L羽昨1吟4体ド数 lは立 2i山jおi奴製1 の苓季>;Î節;江J'ð変芝よ以勤j均j 有亨!:'ヰ桜手 7なdぷ:が Eら〉も， iHt材、地においては年々Jやj心 中古ピ1&後 G~7 年前後

与をピークに10年F! IJti ，とは低下する n ホ;槌l:L林水号f2 :gf 主としながら尖際?t寄生授食しうるのは綴!ム後10

q ぐらい在で、の幼約木iこ l授られ， しかもその nlJ ， *の生反にともない街丹部が限定;されてくるなど食

物条件の制約が大きいの ζの乙とが似体数の変動lζ最も ~ITi 裂な影響を1ョ，えどおり，またある林地にお

ける寄庄の 1i'J滅のfJ.:!.主的な Wi/'lにもな勺ている。本績にみられる多恕のうち，移島ù守!の機能をもった

有;\:)lIJ台f主主:8 !.lü;け'j 2ltt代目 lと集印ζ発生する。そのUi:mはほ主主や内的!窓辺によって大きく規定され

ているほか， ζみあいp 栄漆条件ミーの影主主主もうける。にれら自怨霊;uc~.J，谷支」ニの~Æ.f:えのfI ê，却制，そ

の林Jtiliとおける!協会主携のそ官皮羽Jf:Y， ，;5伎のffi']約 iこもとづく個体m~の総誠[(J];墜という 3 つの家安な役者d

が諜せられている。秋lと出現する右往虫〈箆卵機長Æt 雄氏) ~立予約らかに総冬のためのもので， )U司

反応すなわち 11 えの滋絡によって生ずる。 ζ 巨):lt:1{'::二次的 lζ iHAocによって反応を変化させながら，そ

の LH :sffiIHf)訴だげでなく箆9'[J符j羽をも å~~ütf している。対Hij~ 本務が食物条件の制約与をあまりうけずに鴻

泌していけるのは~ m#践においては総裁後 6~7 年前後までである。したがってとのような〆おい法

林地が桁接続して次々に造成されていけば唱ヱt:::%itt~立有土lJ .rt'\の分散なと、税V1 1.見[不にもとづいたgEfえwi~mj

1乙より，潟いレベjレの安定した .ffH体若手与を紙犯していける。;本穫がトドマツ幼織法林地の大害虫になる

iζ1~ っ t: J\flLtJ も，と ζ にある。
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トドマツオオアプラ (CinaYa todocola l!.WUYE) は， オオアブラムシ科 (Lachnidae) に属するアブラ

ムジの 1 滋で， 1936+F-, Jl二L (1 93611))によって穣として二i民主され，それと止も!とトドマツ幼総主主林:ïlく

の筏虫として~ tiþ.:.g状況， fk態~ iお|徐itてすについても ~~ltl:ft検討が1mえられている〈弁じヲ 19381Z) ; 194PS); 

1944W) 。

以後しばりく本訟にi刻する研究はなんら行われていないが，戦後， ~出シト巴~~3主が活発となり 3 その被容が

問題化しはじめた ζ ともあっ‘て， 195ぷi二 iご?生態， :Lii除法の rl~検討というかたちで含ふたたび取りあげる



トドマ吋オ ;l アプ::'1' と多裂の i;\;~(\i機構 (11111) 一一 :3 -^ 

れるにう{--;た(ji]-，会 1J ， 195517); ,Lj C1, 1956"''') ハ しか L アの11:1 のíJi'j'è: tL :乏に!ど測される f会の前

う巳の端?ととは 12 ったがヲ 子必rL もしくは~X()，ilUJ，\111 f(!ft Jjj:カ_{ 2~ 3 Yj- われただけでや断しているー

その IY ， 1号54 if'. (i)ペ対~~iot;jf3J、の ;!ti t:1" わるし可 ~;t 1958 fVよりど;まる以/店主税<iL~Z JrZ ì.( も づくトドマツ

1{2の急激な駒大，それに止もなう Ir， !fI!);れのほ九三十域{乙及ぶ ~9)zゾt(.:i)なんえん壬いう 'F1?:~受精 J~(l.ご〉 乙の4i子小、

の林系'的防治ないし総合のf{ri\'z:をち:t>訟の LI擦とした，簿のお\-f~U~fNV]lí喜子山 fふとする る

初うが 1962 q'-iUI百始さオ(]l 1 :1 , 19G7�); 19(862))，々なお続i7 られている。

こ 0) ょう ;ζ トド ツオオアプラ;土トドマツの巡杯 比な[潟よEをもコで沼rH'ぃ;山手Ë-tt げ， j滋休:設を lÎ'i

)(レてきた'，'Y ~ilであり， 本{去の被~;~:t) ~ ~菜料、 O)iS:j~~， 法 1;仁というし、わば森林ノ之'己保とした会?と}(;の交法

生物よ士会の変化iこともな

発生をjrpj!;U もしくは'-~減しうる泊料~}i?L t.;. と背泳jら N~f~::\.ごよ いわば'心外、実リあるいはとのλiU~

をト 1 1心として天般のTiJ ìねなどそ るた Jゐ i 三 i立〉 このようなお

然立〕変化fと札、じたアプラムソのうど ~J , ?なわちその f:Q Y1;ì;~の変動と変動援国を in らか;ζ寺町る必ftさがお

P〆1

'j , そ才Lによってはじ治て絞殺院Hこ lとだ:HE された泌的なノり;ょがもiがしうるものとJ:yfz

れる。 /rlülの総研究u予にはこつした1~i_~~)l~î，、からなされたものであるじ

ところでplkl 以の惚(ぷ放のZ2it~ と変動蕊;弘寸なわら知体J.1-Ym)J :Þ;~0そ解明言ろための研究のアプローチーと

して9 近年， 11ニ命 i\ (l�e tab1e)による政令\解析法がき，わめて符効な手段ユョれ， /台;円五 11:ノ、 、/
?タ'\ Vノ Vf.'hJドとソ

いれられるよつになってきてい心(IvlûRR1S and l\lrLLER~ 195，仰勺伊藤， 1(7119 ) 駁， 1(7121)) 。 )、 j
k ノ〆J 、ノ

ながら， トローマツオオアゾラのように年に数hl:代くりかえマ→ Hdにの援なり去、いがいちじるしし

も土日夕JnU~ζ似体数がはげしく変動するぷうなん[\"tuこ対レピ l九 !id: lI!j!(j (と発育段がほぼそろっといること

者ケ前去~~fi:: としてし 1 る乙の方法 l立法PJ!ノがたい。したがって木おど関しては3 ó<:の J二うな jv ifJlrt よって日

{ふがま)jlm の泊予防〈む試みーf..':υ

ァH者i![Jltl ヘの 7 ブラムシの佼入T 守j ょにの jよがり万7Ì:-(~.:b} まずいろし、ろな条fl の緑!川ζおける澗体欽の変

い変動に関与すふくいがj夜間会主:ft .1~Jj ((J ~と J1[I[ijとしてい〈 54f lji。 とのアブラムシノン溺 H~:j ;伶化とい

う手もとしての iミい庁主31A27終て， j廷にどのような特'1/[，恐怖 ているかす特;と;十~:Fh における系グ!の I:B1J~機織

iと i渇する災被Ü'Jjjiíル?なj;"è\ して父 I)j して c 、く。そして野外における似体数の22 勤も〉 こうした持校をもっ内

ドマツオオアブフのHlとしどの~l:;lÍの l つの反店長とHM!Wすれば， ζ~T ;)日ゼ(?)íí)f兜そ絞の :-1 千九 渓 CI/)i

1本対主jfち手，]l:)3長流í;ttt) のための条件とそのìW [E] という j芯でおだすつににらえ， それらから ifíl体数 (.J) ァ(~重力と変動

:リ]らか 1<: するく〉

とのようなぬi，/、Lからトドマツオオアブラの仰い勺のliJl コむそすすめてきたブ)i， ~ÿR符なお検討すべき!iJj

題がy~~ されており p きだ完成するまでには3~ ゥナいないつしかし，少なくとも第 1 没j誌の研究i立終了した

と考えられるので， その松丸よそむ:指し， 7' 7" /:7"オ』ス
、-以~-.-.1 ;:; '.ジィコ

tJl0f {(J ~とは i おじっ\!Jlツ己辺にしたがい3 野外!こむ;，"j る ~l然の減反~~:.fÛJ撚交と，多~íWói去に 1i>t:J 't る

いし生J:üJγ i'lj研究.-~-之さく 2 つ!と :iÌífl含没後 f口T'] 訴のがi を給!苫'す役立l派で歩 'ß~i.�f>:;[.r2f t;Z: 'nt� 

iとおトゴる ついてみj安定してある。ただしとれらを:命ずる上ムで，0ノ、裂なノドJ符の/:] i6史 (ζ 乙で

;、チ'^
、.{ .i ,_ ' はやや広い窓!去に f交っていと入川秀\U二心つ特?山、二っしf 、ては ， l�!t fiiJiごとりまと:みてJじし

こに lと述ぜミ?ご研究 lふ^ ^゚i! 1958 年より !M~t4長谷れているが， p.川'~JÓ:の変動iご|潟しては i962 長fip ら 1973

年の nijìζ，また多lli.羽訟については i967 年から日均年の日iに行われている。試験澗双方法などについて
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特iと明記する必婆がないものは省いてある。はそれぞれの l頁でふれてあるが，

また多大の有益など数n犠iE俊教授には終始ど指導をあおぎ，との研究与を行うにあた勺では，

どß1n三をいただいた。特に木研究にみられる森林良虫としての対象のとらえプ九研究の方法論につい一日戸

/j"t 

ては， I司教授のど教示によるところきわめて大きい。乙 ζlと心から!叡設!の意を去する n

との研究のいとぐちを2ヨ:えられただけでなく，試林業試験場北海道交場元保護gßl三井上元WJ博士には，

験治資について筒抜ど指導をいただき，同 13 く余話国資元支場長lとは長期にわたるほほ会研究期間在巡し

さらに個体数のサンプリング1去については，研究と多くのご援助とど助言をいただいた。-C, 

Maritimes Forest R日se旦rch C開ter， Dr. R. F. MORRJS，アブラムシ類の〉も河反応については弘前大学

正木滋三博士のど教示を得ている。とれら諮1\)とも尽くお礼申しとげる。教授

このほか多くの1T 々のご援助を得ているが，最後に折にふれて討議を主主ねながら，多大の労力安委する

とりまとめにi剖丸間接協力していただいた，林業試験場北lti}.ì:益支滋昆野外謝査をはじめ，資料の慾恕，

'f1 
ノ.J，2石井正利，小泉故王手佐忠雄， �i 111公人〈現I刃 Q1J文滋l'l，.c:k研究室)，現研究員虫研究室の元研究員

秋田米治のi口j僚ui氏 lこ tN く !iZ謝の訟を表する。

史平
均生ヱ

世代，童書媛経過1. 

トドマツ針案 iこで

卵慾で越冬，札機付近では 4 月末から 5 沼上

トドマツオオアブラ i丸

〆~~~勾千\
合]にかけてふ化ずる。第 1 tjJ:代!:k lま特lζ幹王寺

とよばれ，すべて雌で越がなく， -ltitd:生殖に

より ~f虫を飴IJミする。第 2t世代11.1ま 6 月下旬

h長成虫となるが，同じく飴Eとの的[のみで有麹

怒と織趨~とに分れる。この有趨飴生裂のも

のは第 3 ttt代以降 iこも出現するが2 数が少な

野外

ではほとんど発見されない。このようなt肢の

みの胎1:で 8 月末まで 5"~6 ttt代経i践するが，

9 f] からは ii!(i性/上京[I会常む有住I:ttttt となり，

Im生の峻(然主自〉と雄(ヰ守主El)ぞ生じ~ :交尾

早いものは 10 月中旬より jl~f.卵そ開始，

11 53 20 日頃までïtg卵が行われる (Fig. 1 )。

殊 iと第4t世代以降の 8， 9 Jl I認は，<, 
患:/kj 

本~ cn 
事Eww±uv。

苦~ (11;:; ゐ()
仲町叩

長主君 20
-、ハ t

':1:長 ι 口

200C 

，， 1 日(川
i園事

H.;三 160口

数 21ム 00
V 町、

1421200 

10 蚕
本^' 8001 
~ 

¥l{ 0 
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<.vυ 

後，

すべて斡校おに寄生する卵期をのぞい''C，

CPlat忠 1， 2) 。
Fig. 1 トドマツオオアブラの t世代経過と{関体数， -本

数寄生率の季節的変旬j (聖子院1 1963"，1964年〕
Th巴 lif邑 cycle of Cinara todocola and seasonal 
changes of the population density and p巴rcent­
ag記 of trees 乱ttacked i混乱 y0l111g plantation. 



トドマツオオアフラの↑rmtt詳FdJ怒と多j去の!lJJ湾総務 (ILI 仁1) - 5ω 

2幡 多ZE!渓象と各製の発育，繁磁

2-,"1. 多君2~気象

!こtll:~のどとく，本滋 i土1. &r与をJ53 じてのは代{"i緊;~i\ï~選滋1' 1，1，形態的にあるいは!tJ'll，ミ態的 lと災なるいろ

いろの!:n!を生ずる。すなわち， JtjUè\にはl:p-t佐 l二河口ζ より子止、を ßtì1とする 'itl (virgínopara) と，主íé!tJIIl

iさより産卵するお (ovîpara) とがあり，主力者l主主ら lと千Tlぷ IA:I (alata) と然組1f\l (aptera) とに分れるつ

また問じ係協始!t_j;Jでも，今 FJ: (fuudatrix) はやや大裂で滋 F-欽も多いなど， その後の llJ代のものにく

らべかなりはっきりした相Jilll~1 がある。

1StJ ，日fl't~U目t~!;のうち P:l~卯 ili:1Í' !t日r: }?:Y~~む

もの~従来月i2'l!t点 (sexupara) と街、し

てき℃いるが， ζ オ M らの iおにはタト /11\]8，

議上のちがいはみ、られず，ただ光， Jli

度など環境条f:i'の影響によって，ふ!じ

総~Uï!k長蛇!なもの，泣U)!J雌ょj~ と総!k

の rctìH守二在， もしくはjJf:卵!l\1Í' :t~だけ必む

もの，あるしl 、 l主治会午 '1~ と Rf'!.ßIHtií虫の

ñ-r-ãノう、ないしはこ Tニ 3 話

司会 ïiliなもの， さらに産卵機!たと郊とそ

(ご!こgfîè.fS JJWíc:)，そして実験的にはIJfì l:t

IIUÉ~t，と縫!id-=fJ争政むものまで生ずる

ことが，ノ子 lロ1 Hili1J'められてし、() (，らU ，

早..__.~蕊的に:どとめてみると， Fíg， 2 の

とおりであるつ

〈子〉
Olfsprin也
、〆一、

{ーづ u
。 総 'LE主弘 Viザnop;品加

。 段 :j(1~主ヨミ Ovipa炉問

普通殺虫ト，ja!田

曜静

r-, 
\ノ

③
念
品
噺

" 
ムーータ

--内ラ

く静{:::exupara)

C(G許可qXlra)

~ l'議問 fむ)

曜静

F'ig二 2 ト \-"7 ツオオアプヲにおけるこ繁到にみら

れる淑子関係
Morphs and reproductive capacities observed 匤 
C. t odocola , 

こ :ì 1，ら [";4').(乃 l:B ~:g ，fそ員十iVi， その't践宇治会主義;については後で iVr泌、T るがp 絞);ù ， j�" l)[l i'íf 虫や!úfEll t.よ

虫は第一義的 iぐìÏ~O)怒号cÇ，すなわちEl災時閣の短縮によって午 {λ 治会雌~t\のィY地投切ヲ j11 引はよii: n を1ii(JfJI

条件として，そのほかこみあい (crowding)，食物〔栄建〉条件などの影響そうけ，たとえば食物条件が

怠 fじしたような場台その I:Hg~g{f.(が高まる ο

2 ,2. 総生i殺虫の発資，繁殖

胎生前在_rþ，のうち斡ru も含めて僚主袈 'Ylのものは 3 liilJl子 J;z して，ノ{T}l1 J示、のものは 4 liJl脱皮しでは~~lz となるっ

た rc し前すf では r" くまれに 4， nnJJ:~Hえするも(/)もみられる。

幼虫JyjiWji立、視皮 15"C の条件下、で， ，iitf!&l rí:j のもので約 14 tl (名齢期の k; ミ;幻ま lま 1，;]じ)，さらに花子

を開始するまで 6 '~J 7 11 かかり》 た μ， ft，ないし{:!:i ~t後必 Flli1!t{ì cまどのíVTWH 数は 21 目前後である。 有

溜]X~!. {ま幼虫加が 1 約[乏いだり切とれらの)1)]11日が;:1[; び， '>f+(じするまで約 20 円、 S必f 子 i問t記自』始f沿7 詰ま:戸ヤ戸 2泌6 1日1\ぼまど]弐史安、サする

(仁T丘abえle 1)λO 命吋越絞k引iピとアブラムシ汀矧1 の干ヂ有ヲT叫Z沼込滋L泣渋JA!lば士 3 ザおj イ化ヒ 飛J湖討 〉定ヒi李おι号J- 泌f筋Fお〉の i泌jほまイ化ヒ 一絞子という行動

号をを2を，毛も、ち(げJo叩HN附s叩O叩N ， 1969剖〉勺;怠i資?工， ]玲97沢o凶4叫叫8恥7つ)， とのため然組~iJ， t(ごくらべて!点、!lUCicよってから産 T- r;H~f:ìまでの

前袈 il 数が長いといわれる (hò， 196018); 伊総， 19'13附 )0 しかし， トドマツオオブブラでは飛烈しなく

ても同じように践←!こしはじめる {il，l{本があり?また絞湖沼のものも波("前期間は ff沼i~ と Ijtl じ EI 数;を要して

いる c
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'1'ab1e 1. す字母J 1;品!組B台生rti:ffi虫予 EE子数 Cìllil!支 lS0 C)

Devεlopmental periods and fecund咜y of the parthenogenet兤 virginoparae at lS0C 

H lili r 虫数S)
No. of larvae produced 

per day 約_1R:
Ii;'J {団体数

Form No. 
r記ared

F右手undatrictejs， | | 7 14.1 
A.Ltf.-J;;FrrUみ，1-1，，-，- ;;~Æt~ 

B 14 , ~) 6.4 Jつ-:，\.)ペ. , マ

り 19.9 6. ~) 26.4 

0.9 

l
 

1
 

l
 

l
 
1.1 

1) 幹i注， ím主君灼.~l 雌 iま 3 守 s 平J抱月刊 ft.il1f: 1ま 4 酷~， u寺院m伎のi郡三をそn っていないので平均{白ーのみ7]"\ず。

1‘here are 4 larva! instars in alatae and 3 instars in others忌

2) C ) ~立絞殴。

( ) indica tes a range 

3) 度予iM始 H より 1 必11司ごとに区切って算定。 Æ子líimlJがそれぞれ異なるので> fvないし V~.~f! 11 , Æ 子終了 n まで

の日数とその!ijjω皮0;:数iとより巨1 i![てf':h数与を諒i乏し，該当する1lí体について、子均捻を求めである。

旗手数iふ r，ヨじ然史tl.!I1でも幹践では他の 2111EU:とひじように多七平工務犯ではf少ない('1'乱t必 1)0 l'幸

子販制にはそれほど;たきなちがいがみられないので，これは三五として 1 日当りの成子数の相違によるもの

、である。 日戸さ子 し その後やや五自らラ終l号j，特 i亡米j切に来ると店主子が Ft.l'l，長.lJとなって

最も低下する o jlli子が1t:i: El ~まは連続的に行われるのは 150 C ではいすなれも 20 日 であ

り，その後{-j悩(本によってFかなり不連続となるため，戸長一円司!日1のばらつきは大きい。なお，五:1+数は llt代

間では設がみりれていないが， はらがいがみられ， lAYt. チ;l;FJ ITiJの最後

によ]11:1ニ Lてきたものは， 10 n!ii体の平均 39.4土5.1 とやや少なくなる。

ζ のほか，産了a数は飼育条約二次戸 filr となる食物条件。J影響を大きくうけると二号えられ，託子1: 1ニ符~1主を5支えた

j実験，あるいは条ドi の惑いとみられるおr (Ù3木〕を用いたおj資制査も {i\みた。しかし寄生密度をおめたり

館の条件を怒くすると，途中で死亡もしくはどif::Lから移動してしまう俗i-'l\が多し結局依頼しうる資料は

fふられなかった。/こだ鉢消えの泊長 12 C111 iJ íj後の #i水で A応集団 (2ひ、 30 ïifì内外〉で飼育していたもの

から3 ほほ成:包 iと迭したとみられるものを 1 説ずつ見1Iの鉢で的資した給摂では， m~子数はやはり劣ってく

る (Tabl忠 2) 。また条件のさ:い的ぷで~ ~~:r主から移動する

二子数は多くて 30 jjjj程度芯それ以下で死亡 F る{;7jが多かった。

し江がら綿子干し》ごみると~ Jiﾌ:% 

Table 2. jl~凶飼育の1!f日同従三段虫O) i!主子第( (滋波 lS"C)

Fecundity of the apterous v叝ginoparae r巴ared in crowds (20" , -30 per 
2今'ears old scedling) from birth at 15 つC

子 主主:
()f larvae produced 
孔1ean ::1:: S. D 。

法子 i男総
Larv�os�ion p臼ríod (days) 

Mεaτ1. (Min.'-.Max.) 

36. ヲ土 3.2 26.0 (24，，~32) 

。 J点~t;後，産子u即日中~-j:lj1 j!J~Hi'~ 得。
From the teneral adults they were reared in �olation. 



トドマツオオアブラリ践と三ユザJの然 U! ) -7 -

'1 、uble 3 、 JEt?甘主計えよいの 戸、!守【炉~
乙司とんに μヘJ i~ 、

Rclat�n of temperatur巳 to th日 d日vc(opmcntal por�d and 

fecund�.ty 01"礼l)ietöüs virg"i nöp日]^ac

1( 】 υ
、，

♂ q 

ふ、J

200 

内げれ
、

口

S 

g 

i-; 

ら

l4 ,,J 

U I 
", 

9.4 

く子L> Table 1. 0))'主務よい

16. (1 

�.1 

'.-' , 

♂ o 

f と 〔ご: 今 [iiリi の だ:;}~Ý~γ日澗附 3在t ~にと !昨I日iい3人， 、 ;ら;己Jパ2寸れ'(， 1

7 

i. 1 1‘ l 

(� 0 
、

吋 fヘ

:.¥.' 

:治:古守?寸水千、令グむ管Aσ:1げプン:ににCて γ刀:、t〈 LさR しし fたこもの 3と:" !的日討J 応 u 司ぺ、寸1 :ハ'1:11 1白前t予狗後会 fωιí) 2:{年1ドユ匂!竺山ηfβf /ì不パ毛鈴ネ 1布1忘又 [レノたもの当&と伎/士吋j 令 五前可 J潟?;はJ:_í)J

3~の飼育にあて予成虫になってからは該1'2で した。これらの材料をfjれ、 62 ， /k:::"L では 4 ハ. 5 :~Iえ

主で賞品交でき Q それ iJ じになると;会 !jJ でを 0tf~'こ:3に速し f-::lfL 守ーから移動して死亡寸る悩体がだてく

Z:，，， 立た主主紡 iYでは， )ょ立 1];1'..2 〆ど生(~+~，亡さ r j九 εYト去しごいけば i;Jγj 会ン;srずるヌて

~fr:~， !/j~ζ ß8Tfしうるが， 子~tャむそのまま lこしてむえと， 診し、ぜい 30 H[ ぐらいまで，ぞれ以! iとな

ると?をか子~I:t.の移動江いしょf にカ f;S~. :;れ，L うになる o 工お，終Ji/ftこ足詳したあj (J'x:殺で:ふ i 必

のごとき あるので〉 すべておけ叶::(D1!ül体七三い‘ とれら J山 Lノい j汚水

で 1 \}J];=つ分前lLíi司 ri して にでいるひ

とのような飼~:ソ、ふ会ょの E 次に

産子と主しの関係品、制J夜し

ずと， Tabìe :3のとおりで tちる。 15り C ぞを蕊殺

にそれより低ぬリじでは?

くなり， dtt してから "rn~]lth '& .~C 2 fi.1 の

40 [1郎会裂し，メミ j~'数は約、J三五?におらでいるつ

乙 ;j'c fζ)<j L 20" C 'C (ふ三j正8'.JJj ii'，j(之江i紡するが

Hi!..':.F数交らす 25'''C になると芳子fはそれ以

lJ~~2U'Ø l ノ?なし γ心紅白 J滋点、減少する。さらに í: 【

ζ なると宅の現百状~，i~~~去、ご')<、ておこし，

--/J. ら総れて動き|し!i ること予くなってみ

となるふむ し 2 WiJ 戎 g] したがiをみる/).よな

くと七後 lよl'おはそれ以j 絞臼しないよっで .:b

る ν

ざ5湾出rml，こJついては， Il抑制3伎で主してい

lC! 

に宵 20島

-恥

"' 、
ョ，..

10繕

>

。 、。 勺ハ ハ U
， υιJ 

fO ,lü 

CQ 

党 3

�:5 '+-
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、コ
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U: 

Fig ， 3 ドマ./ ;-1"" ::トアアラ級魚!除去，位iLiIG') 幼虫

たffよと友との際\{fí\
Relat綷nship b日t'ween tεmperatm 日 and the 
larvaI development ()f apt日rous virgíuo[J乱rae
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ないのでやや不正被といえるが，幼!ll J諮問の逆数をとって発斉逮皮をみてみると， 200 C 以下ではほぼ践

線的となる (Fig. 3) 。 ζ の隠ならびに有効積算Z&U!芝の関係から計3草してみて， 発育零点は 30 C 付近と捻

iさされる。

以上の総3誌を主要約レごみると，胎会:ili進sのうち斡母の産子数はいちじるしく多く，有麹型l立無趨裂にく

らべ発育期間も長くíffi.子数も少ない。しかしíffi.~了前期間は両者ほほ同じである。 i章子数は同じ条件下で i主

役代nmと差がみられないが，主Eの日齢の影響をうけ，核j切に出生した倒体は初Jt;'ìIfE主の個体 lとくらべてや

や少な〈なる。また寄生密度が商く艇の条件の怒いようなときは) ÈE了、数は減少するが，繁殖にあまり不

利にならないうちに， fむの容主を求めて移動する傾向がみられる。発lÝj，繁殖からみた適視は 200C イ、J:ilr

で， 25 0 C 以[でほ政子数の減少， ，ぬE寝室蓄による奥常行動在ひきま?とし， 150 C 以下では発育心大幅な滋

延，伝子数の減少をまねく。発予言零点は約 3" じである。

2-3. 脊性虫(産卵l維虫，雄虫〉の発事苦，紫殖

産卵t世虫， tílt r:Þ，ともに 4 間脱皮して成虫となる。 j;とだし産卵雌虫を 20"C の百五社誌やさ飼育すると， しば

しば 5 問脱皮する倒休がみられる。幼虫期間は無麹胎生雌.9:1.より 1 齢多いだけ長心 150 C でば峰雄で濯

がみられないが， 200 じではf&がわずかに災い (Table 心。

産卵雌虫が足立 I主になってから gf~ßßを開始するまでの [1 数，すなわち忍卵前期間はお長時間と密接な関係

があり， 日長崎Fh\lが短縮するとともに短くなる。乙れは体内における ß~の形成，成熟経過が 3長の;影響を

うけるためであり， ζ の点については有性虫の 11\現機構とともに後ゼ詳しく述べる。いずれにレても自然

Table 4. i!E ØI'l Jl堆 Elぉ雄虫の幼Ell主IJ [lりと温度との関係

Relation between temperature and th巴 larval period of sexuales 

iffit 1:1. COC) t日J 説f 言語至宝個体数 信五 ;1j' 
Temperature Sex No. reared 

幼 虫l 期 d間(d(a日可 ) 
Larval period (days) Remarks 

100 ♀ 日 2ヲ . 6 (28.~~JO) 

15υ 0 5ペ〈2コ¥ 
8 i ヲ， O 〈(19~21)>
色 l ヲ‘ 1; (l 8.~20 

叫亡十〉日 呂
14.4 <<(13~1065>>> b5 鈴laのrv湯a1合inst乱rs200 ぞ十� 、 B 19.3 (1 9へ.2

8 15.6 (15~1 
一一一一一 ー」ーー

Tab!e 5. íffi.卵前期 f弘蔵卵数とißJ文との関係(自然日長〉

Relat卲D of temperature to the preov�os�ion p記riod and the number 
of 巴ggs produc己d by oviparae (Under natur乱1 �lumination) 

}哉卵数2)

T温c 度 COC) Nhpfroeo，adoIu1f土ceeSd ggs 
vffi 

mperature .Remarks 
D. 

10。 ヲ~.'↓ l 39....41 6 助 O ごとし 2

唱ム 、50 5'..10 25.~30 10.5 土 1.4

200 9".18 23...31 8.0 :iこし 4

1) 防長時間の匙l織とともに短くなる。
It becomes shorter with decreasing of day..length. 

2) 立ÈØ]J開始時のl議卵数。 100 ， 15"は20似体， 20.IJ16個体の平均。

%; 
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Tabl邑 6 ， j!f!卵経過とì\!'t度との関係

Effect of ternperatur記 on the oviposition activitie日

滋度 CC)
1‘巴mperature

機考
Remarks 

150 。〆 ιτ、ιJ<々=.、に
1 ，日二上:0. 日 0.93よ O.lJ 0.83 ゴ 0.11(12戸，， 18)

5i20eO 5 ， 0 士 l 晶己 0.32 土 0.1 。 0.25+0.04 (12--. ，つ5)

0 ， 10 ご1:0.06

10" 

。υ 7 。

3
 

ム
ーυ

O. :33+0.13 

υ.18土 0.04

υ. '73 士 o. り守

くìì> x… 20 jJ!jÍ) rふ野外磁場‘で自iij-ßfrþの叙体を供1よ。

u 長， t立ィI止条件ド句で七七回ffJí'ß雌!:tztß Ll :1現しはじめる 9 Jj J.füiこ 1I '， !'I し も主主く 9 月末から 10jJ

iは土 iじ_:. è.めδ と占最A も主必?そく t出L\ ì生i主:した筒体でいち;ばまλん)J惚X1.しい、 (Ta註lb[c 5め) ,j そのy設ムベ;ば土イ九N視王V羽~U皮受支}，がf

オわJ ず fカか)'ず山でとある α また 20"C ではこの期nilがいちじるしく災いたの，成 ~Rになるまでの発育が写山、にもかか

わらず，生じてから i選邦開始までのiï@}~ EI 数は 15" C (こ変らなくなる〈政卵数は 15'_)C で最も多い。な

お 20Q C では，卵の形成がみられない京紅、個体，なしいJ卵の成熟がきわめておそい翼})i;j[;';] {:\;もl:U0.λ寸るの

次lこ産3~lgrJtl)と滋皮との関係/をみるに 15つ C で 1土 1 Iヨあたりほぼ 11出 ïiE卵数も 12 f邸内外と多く多

10" じ になると 3 8 ないし-1 H fと l1rm となり， jÌCPP主たも半;議する。産卵しうる最低j尽皮は 5" C 付j[[ とみら

れ，それ以下寸さは設郊できない。しかし 50 C ないし 00C のような低ìJl!t でふ 1 111と 4~'6 時fiTI 10cC ;と

滋J主:そあげとと，その fiJJlζ議ppを行うことができ~ f)ヘー20時r: u ， W.  -1 iI+rfiUの場合は， IヰミU)ìl~など10"C

継続と全く変らない総巣が得られている (Table 6) 。

野外の自然条件では， Il lit昨年間によってまず41 位以の!1m込7)iJ.íI;ぶされ，さらに法~Yrl 可能な状態 lと述ずる

までの発育が臼混と よって約il甘される関係で， .il1i卵を(守J !tfJ しうるのは士九ても 10n 10 日

以降であり，多くのものは初日前後となる。したがってそれ以降，かなりきびしし

われるわけγミ，礼緑地方においても lH11となると産卵数は減少し， 11 月初日目守後で搾卵は終了している。

2-4. 卵のふイヒ経過

越冬卵 iま， if;、Li接地方ではふつう 4;:]下旬の後半からふ化しはじめ， ti JJI0 日 l~jíJ iこ終了すと!()ふ化ßjjil司ば

108iìíj後で，比絞的緩い i羽 Imlといっせいにふ化する。

秋lζ援l~された卵 l土休日氏しており，これぞそのまま 150 C の憶説L'f においてもふ化しないの野外から定

期的に卵ぞ採集し~ illii皮 15 0 C の条約三下でふ化試;設を行った結果;で iふ 12Jヲ f もJのものはまだほとんど休

日良から離脱しておらずs ほほ正常にふ化ずるのは 1 月 k旬以降となってお灯， しかも 2 }i， 3 月と聖子外放

i鼠 (1忌潟処1廷)期務がfiiいほど，ふ{l:;IC援する El 数が短くなる傾向がみられている (Table 7)。ただその
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Table 7. 1J~t布i処1翠(野外放緩) 1゙l ,j!] と Pri のふ{むとの関係

The result of h旦tching test aga�st the 0'1記rwint記ring 巴ggs collected 
at var�us t匇es of the h兊ernatiol1 peri.od 

性年i)t 乱 i;�; 
試

h' 3き
lJ H Remarks 

te tested 

196i3 沼町一2? 己0 む 供試条件

1969 1 -� パ。ハU 17 21 24 8 7:3.8 ム C

11-6 60 1.6 1一ー丸, 22 7 も勺ーも
7ら%

阪.- 7 もで3 10 14 11 日 60.0 
lncubated at ISoC and 
76 ラ'5 relative humid咜y 

lVーム 7 60 7 9 14 日 8:5‘。

1969 )江戸勺ヲ 80 r、ノ

沼-8 もG (2 つ) 1.7 

1970 1-6 60 つり 24 ム〆'~ハ3 守 26. 7 

ll... 6 60 1 も 19 26 63.3 

ill 司 6 60 11 1.5 20 10 65.0 

lV--6 60 宅 l 13 16 6 7~;. 0 

Table 8曽 irE混処理~~mI望:ならびに処理期間と卵のふ化との関係

Effect of the duration of cold storage 0[1 th巴 inculヲ乱tion

per.iod of overvvinter.ing eggs 

処滋Ì'f主j支
Temp也r乱ω

ture 
exposed 

()" C ! 1 ヲ69 耳目一日! 19 

1970 1 .-6 48 60 17 20 

立 -6 79 60 l'、:5 16 

ill-6 liぺJ? 60 iU 12 

1ヨーも 138 60 8 10 

V …4 1 もも 30 8 9 

y~20 i 182 30 自 9 

...-5'-;C 1969 X立 8 ! る()

1970 ll...6 dフQノ 60 

lY-6 138 60 14 17 1 20 7 

1) 供試5刊は野外から採集しているので) !Ql周到にある校変í\ì:訟にさらされてし 3 る。

1芯考
Remarks 

所主5 日数{i~f.V， tとより少し異なっており，この場企 lヲ70 年の方が 1969 年よりいずれの H もわずかながら長

しまた ìlな者の年ば 1 }~とイ却においてもふ化ヰiがあまりよくはし10

このAt丸低~ltii処理ilill.!fとを交えて行った試験結j裂からみて (T呂b1記 8) ， ßlij者の野外放す::ilÿ]問中の温度の

ちがし、によるものとみられる。すなわら低氾処斑泌}えを O"C と -5U C とした滋ともに処理期imが

長いほどやはりふ化までの所姿日数は短絡ヲるが合 -5"C の方が休[1誌が深心 F司じ時点でみる2:: O"C Iこ

くらべ 5096 のふ化行が 7".8 H おくれており 5 ふ ii:ネも tEいυ このように処潔店主によっても立ぉ佑終泌は

異なってくるが， Ooc の条件子では， 'J'べての卵が弘、TI[i';7')'ら級紙するのには 2 か月前後以上の処よ早期間が



11 マツオオアブフの綴i;f; B'1勤務 L多型の出問機鴻( lli 仁1)

Table な 混Iltと gP C!Jふ化庁1'~沙町!数にの i立H糸

交官!ation between tεmper札ture and the incubatiorl period of 
over旬、lYinteríηg eggs 

ト

(i!i! '.7,. 
Remarks 

-

3

3

 

t

t

 

1
j
 

21 

G 

10 

ぺ
U

つ
ム

O
J

勺
ι
A
1
i

7

0

8

 

50 

10の

15" 

200 

250 

供試年月Ecl

D乳te tested 

1970 1豆島ら

Q
J
y
b
A

令
フ
，

つ
ノμ
d
A
Q
Q
Q
U

J
J
j

ハ
ν
7
M
f

l

l

 

A
J

コ

υ

戸
、
フ

4

リ

0
0

、

U
O

O
/
O
A
V
A
h
A
U
 

E/' 

10C 

1 f:;v 

20ハ

25" 

1 守 70 lV....~6 

758 自に15Ç C 'C 移したがふ化i;t 0 0 
50 日践 に 160 C 多{ぜたところき 2 江間からふイUJfJ Wl ， 3 [1 [i (ζ50%， 6 

1) 

2) 自にふイヒ総(， ふイヒ卒iJま 65どぢ。

必要のようぜあり，またふ化までの}邦銀[:J誌が勾給されるのは，処J1Jiュ:羽市]が 5 か乃ぐらいまでで，それ以

!では変らなくなる c

JJll混潟107 )と 4 汚(従HJl.lJJii1j 1:38 H) fこ，:3月ぷてに Ooc の{氏fhg 処j可!をした卵を fìl いも

皮:とふイヒ:ザJ王寺!数この関係長調子ました紡~Uま， Table 9 じっとおりである。 20"C ， 25 0 C!士急激なJj!]~;~tのた

/グ
シ/

また 50 C cD:三r.rれまら 11 でし、なし 1 カめかふイlネが怒くヲ
口15

、4. ìj のかかふ化HT~~ltI-し，ずれの温度で

五3
、フ、-

ft' 
1レ
ι、ユ歩行 1 口
慌
〆ス

ヘ-q 

R 
M 

rr 
理人

ハハr

3 H):Ut,1 _l と;ft らよ、 ftJ9i 立を t31文の~安立をとって日数が 2

4 だの結ともそれぞれ 10'" 泊。 c rmiCii!t ^ r::l 

j みると，

'5畯 lf~:)零点ぱ約 30むと推定されfた (Fig.t:車関係fJ1iJi}ら才L ，

4) これからシ C のふ化成繋日数告求めるこ，約 6，J H と

てよる4.乃はともかく， 3 n 供試のものが 5つじ で 75 f3 ji子 ia~
ヤO
ω

一m
J
r

あるいは!日:TJI台生しでもふ化セ干ず， てf" 、て死亡:したωfl~

まiíとんでもこの{!i~.J!tではふ化?きないためかもしれないc

野外 0) [へ然条件ドでは，絞冬EIJがどのよう

にさらされてきたかタその~1dV;t と初日jJ，および休日民からさ

D 
C めずと後のふ化までの発育に禁ずる品皮(有効総務 il げりさj， 20 

Fig、 4 卵のブと'(j (}、{ヒ) J宅j交エ /Udム之との
関係以 (:':j? ~'JIU:t;LX: )J H) 

Relat卲nsh� betwee抗 temperatur忠

al1d the rat巴 of egg dev日lop釘lent.
Numerals indkate d呂te tested. 

によっャどp その t虫における」、 iL 治)t~、:iÍ::.さ才Lてくるといえ

ょう。

もうけp ヰ4Hζ{忌 iiUl llr:ではふ寸2・ム，

'<..1..十〉き

.12(j二の試験はすべて NaCl c) 飽和溶液

をmいて，滋oc与を 70% ~ζ翻織して行っている u

化〉寺Zが;怒いので，
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;3, 生活様式，生態上の特徴

;3-1. 寄生条件，寄生昔日位

林業試験場研究報告第 283 号

トドマツオオアブラは北海道におけるト Vマツ (Abies sachalinesiのをはじめとして，そのほか本州の

をミ (."1" firma) ， ウラジロモミ(ム homoleρis) ， 外関樹種のパラサムモミ (A‘ balsa削ea) など，モミ

j箆 (Abîes) の林木には!ぷく寄生しうるようである。 しかし，乙わらのtH滋でも， 寄生が認められるのは

天然~Eュの稔ÝJ掛かp もしくは街木や造林初期の幼給水寺子、!と限られ，大径の1士鈴木に寄生している {fûはみら

れていない。したがって，本種はトドマツ造林地の大答虫?とあげられているが，力日答するのは植裁後10年

ぐらいまでの樹高 2 mïîfJ後以下の若い木で，それ以後の大きな木にはほとんど寄生しなくなる。

では，なぜ木が大きいと寄生しないのかp あるいは寄生できないのか，その答J二選好ないし摂食選択の

機構については深く究明されていない。しかし本縫の食物の摂取のしかた，あるし It立寄主への寄生状態な

どから， 2, 3 の Jli( 12Slが捻築?できる。

トドマツオオアブラは(iÌlのアブラムシ類と何様，寄ご}二;fuな物の組織内 lこ lゴ主i をそう入，汁液を吸収する。

その際，表皮からそう入された IJ針は皮]警の総l胞内そ通り，その先端は常に形成路 lと隣合せた， %Jrたに分

化した{飾部lと透している(怯:I[奇， 197286 )) 。 この部分から栄養摂奴を行っているとみられるが，木が大き

くなると表皮ないし茂騒がJi;r しかっ便化して，物I型的;ζ1コ主 l のそう入が凶難!こなるものと思われる。事

実，綴裁後 5， 6 年頃までは， 寄託部は幹，伎を問わず木全体にわたるがs それ以後になると，次第に樹

幹のよ方部および校部となり，桜!高が 2m前後にi久すると技部の， しかも下校に;;設定されてくるつ

しかしながら，乙のような物理的な陣容によってのみ寄生が阻止されているとは考えられない問題があ

る。というのは木がどのように大きくなっても，業ij-関部など樹]頁や枝先の部分の樹皮の状態はp 稚幼樹の

幹;伐と主主らないとみられるからである。それにもかかわらず3 これらの部分lζ容!しがみられず， また強制

的 lと筏穣レても定義，増積しないo

;fu;'(物体の組成は，その発湾住民とともにき引じし，また農作物に寄生するアブラムシ類では，悲し、薬，成

熟した葉など禁齢iとより， る f日lが少なえないο これは葉iめがちがうと，アプラ

ムシが吸収する締郊のH 液の栄主主{iUî tßE~ll.なる fこめといわれ，ている (DIXON， 19704勺平野， 197110)) 。 トド

マツオオアブラに認しては，乙の点については全く検討されていないが Lßdの132象からみて，寄主の縦

断〈実際の年齢より桓3î認などの生長経;訟によって表示される !l::.玉虫{均年齢〉による樹!不の 5党議成分の変化

が，本湿の吉野生の-iiJ子?をrえだしているように思われる。

以とのごとき寄主の生育lこともなう寄生条件の変化とともに， :1;"1遣の行動や外関環境0)影響lともとづく

11El:,liß {jrの手ff目的変化もみられる o ﾘ1J i土針葉lと政下されているが，ふ化した斡母幼虫 ì.j:新5f~と近い部分に

寄生し，ほとんどのものはそとで吸汁，発符ずる。寄生木が若く，斡校生:体がど子生PJ桜江場合lむ!ぷEll 1と

なると校の付け根ないし幹 iと移るものがg;く，寄生郊の主体は幹部となる c との鋭から，共生レているア

ワの種類i (後述〕によってはアブラムシJ の 'i~)-!t郊に土爽(一殺の巣状の覆い)をつくる関係で，格j幹の下

部や根元部分への空写生が多くなるが，とのような二と爽がなくても夏季には，樹幹の地際部危いしそれ以下

の少し土中に入った部分に寄生している例がしばしばみられ，持;こi郎自多照tß主主くときはこの現象が顕著

である。有性佐代カ'1 1.l I見する秋にはふたたび校郊に移りはじめ， iWJìlJ雌虫の成虫はほとんどすべて，校先

部分iC寄生しながら葉に室長$11ずる c
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3 2. 移動分散と努伎の拡大

務動，分l-xSzの;キ;皮潟fWV来す役割，あるいは 11i1体群変動との関連については後で論ずる ζ とにし，乙〈こ

では現象について:のみ述べておく ο

弘J十三種にみられる y~~のう i勺有泌~[，!UtiUUこ zι る移動分散が設も ;;';'558T: , tし_，1.たこがつてと 1れしらが多く!出i日lJ!滋

する 6 月!ドマ旬、， 7 月 l-.匂煩~~: 1、

「中h付砂マσ乙， もともと移動という i機幾能号手":分t記日し 7たペピ:か!;:ち3 で泣出i琴貌~ tしレて亡くるとみら ;1れ1れLζる〉だだ、 lけづ lに乙予 ζ れはお然の現象と

いえるが， とのp子!の出現が光R~JJtJJ tと反応して -1['(i]体数tfj}J!Jの肢もいむじるしい第 2 tli:f¥:; U (-;:(:"第 3 L!J 代

目〉:こ祭 rt"-1し， しかも食物条件の怒イヒ;こともないそのぬE見事が高まるのは，さわ3うで特徴的である ο トト‘

マツ 4Jí主11 地への役人等~J:j2i領域の}l:-~(iittlにわたる拡大 fj 予 l心らこれら売魁仰ごよって行、おれていゐ。

とれに対し)ItttTI_!誌のものは，主務悦が~;:主く移動力も Jいきいが》 そのなか?も特に幹f手はその仰向カ1~!t

い。 したがって， この時期にはほとんど寄生の蛇大がみられな t '¥ ()その後:こ出現ずる然組)治全紙虫では，

これにくらべて移動ははるかに活発に行われる。 うたt! ;，を ri.1 ，らによ t.l ~4~ ""ð~、!っ，いわゆる

コ r'Jニーを形成しでほとんど移動しない。しかしp え主総ýj]:t~;ちるいは /J先生、 lζi生ずると，多くの子，)]t年:はその

コロニー Jを隊れで別のコロヱーを形成するようになる。 この[努の移ま r}.;J倒的な行動によるものとみら

れ， したがって寄生街皮や寄主の条件にも関係なくおとるが) 1~f?皮が高く，寄去の鈎ふしての条件がj慈し 3

ときはひじように活発となる。守HIごしている本が大きい場合は3 その移動ば ri~l じ樹体内にとどまさ!ことが

多いが，方こが小さいと， しばしば他の木への分散というかだら本F とる。さらに日立山、(反射日光をうけたり ~î[tj

2誌の場合は， とすt<E.WJ避するような他動的奴移動もみられ，その際?:f主ーから逃避してしまうものも少なく

tJ~ 、z、

以上， íl会E色紙去で，~殖をくりかえじている聞は二?τt ニーそっくり， 名ti，il体力f 集合する注吹がみられる

均七 よる苛::2pßtroJ努 lとは} ;Ì!É i.とたがし ì'と露lUノ乙ずる傾 r(ヨカミ st支くなり， このため打点、litt住_S~1 は{川市{外;そさ

け，それぞれノj 、校iと分散してil[~fずる。そしてとのような!!ÏUJlj行動!ともとヨく移長:J]Ll~ 日新引むの不;への分

散となっておらわれ，幸子{i:の掠大につながるとともある。

このほか3 共生しているアリによってftlJ， t乙滋ばれるがj もみられるが，ごれは機械的に大きくコロニーが

かく乱されたようなきわめて特殊な J;íJð久、に i絞られ，三:1 1::包蜂や 1ffl食とh などの攻3誌によってひきお ζ されてい

る例 f.J:観察されていない。

;)-3. 産卵習性

深卵ltrj~ 虫lま交ID後コロニーそ隊れ，校7じに分散して活iY[Jずる o Ht'JJßにあたってのこのような枝先へのう〉

f払あるいは!tLの木への移動 l士会!な接的には産卵場所不求めるアブラムシ自体の内倒的な行動 iともとづく

ものと尽われる。しかしながらその行動は，寄生どを皮iこ関連した個伴聞の相lî.fr:Jはないし1'-，告の影饗安強

くうけているl:うであるの

ず匂わちy 枝先への}セ213状怒をみると，密度が低いときは} Vl(ま 90% の邦えr:;)いお i犯の ~-~j 主 i河 1]1長伎の主1・

2主 l~.Hこf@ 下されているが， 常j交がj設大するとともにその i\Ú合が減少し， 前年伸長校への産卵も多くなる

(Fi必 5)。池 これそ樹ilJ; 1 c"  2 mo)+~，木について樹沼殿iJ日にみてみると， i間交の犠大によおじて，社LL

50cm 以下の下校犯かふ次いで 50'~100cm 問の中技能人そレて 100cm 以上の上枝ないし樹頂'11])へと

IiWl次段卵数の割合が高まり，結尚í'~.九守口交ではどのt~~分もほぼ同じ割合になっている口、able 10)つなお，

との滋合，筏度のおjし叶こでは， その){!;] Jι衿、木?とも主rmが拡大されていることが3-いの と記の JJA殺におい
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Tぺable 10, 説冠R詰(校主主義生部の i也 LJWí) J.j IJ にみた産卵数と緩iJßf<frI'変1)

Number of eggs d巴posited and the egg density by tre巴 crown story 

守合r
rr=tl 上地

調査氷
Sample 

No. 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

厚真。 1947務総 iえJì~ ， 1954午:12月 WHB託。
量i;祭主雪生協分の校の長さ。
* Number of eggs peτ10 cm of branch length. 

2) 

で，rrfi.卵場BT としての溺，不適という

ïiïfからいって，自立者のケースがどのよ

うな窓!米をもつのかははっきりしな

い。ただ翌春，卵からふイじした幹母幼

虫;ま，新1[-の2意的イ、j@ 

ととから判断すると，先端部分はふ化@ 

@ 

後(刀幼虫がほとんど移動するととなく

e 
e 

@ 
@ 

e 
@ 

栄養摂取を行いうるという利点がある

のかもしれない。これに尖j し後者の場

合，特iこ高密度:で Ltえ{{ßの産卵割合が

出

戸
的

5: 
qジ
」

5 山 80
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多くなるととは，冬郊の!lT3の死亡率夜、10 

切らかに産卵場所i認める際的にな 11970 

length 

80 60 20 ハ
υ1

 
としての;制1:1は怒くなる。これは卵が

長期目立にわたって務雪 fーにおかれl る

と， 1民混乾燥とみられる !tJ'l\約陣容を

fiゥ

Fig. 5 校先〈当年および前年伸長校)の卵i相変と当年
校への産卵割合

Relationship betw忠巴n egg density on terrninal 
tw竑s and the proport�n of eggs deposited on 
iww shoots. 

うけp 大部分死亡してしまうからであ

る〈後述)。

たいてい窓なりあった針葉の彰の部分の~J:.~と産ド 3しかし，際卵;立葉の表袋いずれにも行われるが9

れ，卵が[内1ふ外隠lこ ITií している廿~はきわめーて少ない。筏皮があまり向くない湧tE9 主として松{)訟の中p

このととが結果的下j弱郊の校'tmが主主t1ìpJ会見!i ごして選択されるのも， fiìJ 様の産卵行1ll!JOコ叉決とみられるが》

itlま卵に対する冬JOliHJのきびしい気象条行の影響を緩和しているように}ilJわれるの



停
泊トト?ツオオアブラの似体ltr~RU;N2~ と多 r:<J OJ ([1 寸 1)

個体数の季節約消長3~~4. 

トドマツ寸え“アメラの 1 1，[ーを;均しでのUJ:代経過をみだし完合， 多くじっ It司法目のごとし卵一決幼虫~>成~k

と，それ j:J f丸三平から秋までのイ二五日により jlrJのみが f!íγヒ〆(t'くりかえ i ， MCいる il守('1宇 Jナ〉とたどる

?犯と，大きく 2 つにう子けられる。)ことろで，本認の立の不:沼(.'(] h~j J乏やみでみると， Fig. 1 OiiitEj) iζ 

が、されている j、うに宮古 ~j 〆tiのlI ií1liJ はもらろん，役者のIiljJOj iとおいても~ :jI}，よ r ，}成~i~7;~:ぷ

へとヂ;(/')1爪!大，がoとは減少するという， 1"1 t ;[j tti ())変 Ii))をするひ (--::，1)γ 実際;とは数日tf\~ くりかえ芯

れているのにもかかわらず， λきくみてちょうど 1 世代的にみられるごあろっとかj心、り似体数の治良をた

tきわめて持活立けすな :t~;Jf#:ーであるコ t， "1 いか去るん{自体散の災担!という丸からみればp 詐二磁の ntどる ζ とは，

， γJ又がぶぷ秋がえJJ虫党主見!Jにあた十!l:0二五t;i. ik\: -f"l~{まれgofl: !hi以の 1 !:l!巳て不良 ~~j しているわ

るとみる乙ともできる c

トドマ、γ オオアブ ι子 iι おける多芝川'\~J~， o)!l}Å~èt !'ifj広義，作 iと干し本 Bl'ð.2!l!んと関連しでそれぞにのととはき

:.+; .). }..タ4と 'nc ，:。l つのたI::lずべき ~Jt幸之 è いえようのれがどのような役割そ泉(ノているのかなみていえ上‘Jむ

日H訟のみづらλたが寸J きるという jTLに，本総υコ 11011* 2: 7のりj幾がそのち干にあたって， いわば ì+^ 2 'Ü:r/r.\ の J;\ι

lじかし「ごち s ヨ (\?0t:ょ窓r;;Kをもってし、/;) ,.) 

アリとめ共生際{系，、 _....t.;
Jυの

長営んでいるのこれまで本磁と共生!J'liゑの認められたアリの棟続をおげると多 Tab1e 11 のとおりである u

ζ れらのっち

トドマ Y ヌ ;1" Y ブラも若手くの磁文\Qコアリアブラム γ とアりとの関係iまよくお1 られているが》

アと t;~ てし、るの;土トヒイロケアワであり 3く分布し， ::1七百二アりの後

そして røjB~'にぶつとはクロクサア 1) などもよと fさられる。そののほかムホアカオオア ij ，クシケアリ類〉

ill\の終予訴はごく少ないか， あるいはザ年少主な場7i]ftこ EZいだされる;こすぎない。

アブァ i シ心l〉長nllt ずる波<.(/)ト 1-" イて 1 ノアずりは月iJ放さ;了した採J1jJAえの{大 i引に:t; < !I'J;!、 L./> 行主jJMS売で9

:t たふつ「守、 F"< ツオフi アブラの'Wt郊に集まるイ仲H十\紋もさ:ぃ反応、もきわめて敏感心〈ι うであお c

の，ti~ζ7 ブラムシ

しながら汚している。アブラムンカからふ化三「 J32:!;i1 もなくアりが共しはしみうるが，

つ〈るのは、 1ftf;J )JJ�: rj 、が2f: 子を開始 l..てコロニ…かつくる qj， ずはわち点Ijít Í'J ヴ(.-3: 5 月末、. 6)j (j、じめ !:lj

士 ;:L~_;;:

二J~ß， Oìl~犬 0) 仁の恋し\ Platぐl2 参!\引をjねえし，イ幹lとそ J てかなわ 1.:おま

さはγ ブラムシの波:皮とも[おその大からで必る;粋だけですC く校，作:ζ にt;.iともゴ二災がつくられ9

Tab\(λ11. トドマツオオアプヰとたとi'. L/ているアりの持経i

3pεcìes ()f ants assoc�ted wifh C�ara todowla 

LasiifS n刕er (L1NNﾉ) 

Lasius jlavus (Iイ ABRTC H1S)

Lasius fuligi向。sus

Cam�ol1o!uS obscuríf>es ルfAYR

}�'or'nlﾏca yessen5﨎 F ORE1 

Formica ja片側im :tvloTscHULSKY 

Prísto附yrrncÂ‘ þungens MAYR 

Paratrechhw flavi戸es (F. S~n-fH) 

j~fvnnìc(l lobicon!ﾍs FOREL 

Jもみγmiw spp. 

l、 '.~X イロ与アリ

エ、/' .t.. イロケ -r

クログサアリ

ムネアカオオア 1)

エゾア }J ヤマア 1j

/' L'iヤマアワ

ァ:メアリ

アメイロ γ リ

ユニゾクジケアリ

クシケアリ獄

-
a
A

吋
。

η
べU
4
A
Q
f
O
7
4

ハ
び

Q
J

円
U
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浅い Hがとは 1m前後の木の斡全体が土爽でおおわれるとともある。

ムネアカオオアリも襟J船主のアりであるがp アブラムシの寄生;認に集まる{間体数が少なし土爽もほと

んど形成しない。まれにつくるものがあっても，根元からせいぜい 5'~10cm ぐらいまでである (Plat日 2

参照〉。 ζれに対し，クシケアリ主J'i，クロクサアリはどちらかというと一仁木のうっ関下など波蔭地に多く，

したがって天然林内の稚樹ではクシケアワ類が共生穏の主体をなしている。これらのアリも時折，校の

つけ根あたりに小さな土焚をつくる校皮である。なお，向一林*上で 2種以上のアリが共生していること

はきわめてまれであり，またこれらのアりの簿類問lζ^f重のすみわけ的E見象もみられでいる(弁φL. 山

ロ， 195517)) 。

トドマツオオアブラとアリとの共生関係のÆ意義をアブラムシの面からいえば，天敵からの保護，主主怠:際

墳の好適イ七， これらを ;111 という点であろう。こうした tfiîからみて京 i二爽という特殊な

シヱノレターをアブラムシの寄生命郊に形成し， しかも活動も活発なトピイロケアすとの共生 l立会 他のアリ

類との場合lごくらべ， ト1''<''ツオオアブラの生活にはるかに大きな影響を与えているということができ

る。

4. "}と敵

トト、?ツオオアブラの天敵昆J女として， これまでに記録された滋類与を示すと， TabJe 12 のとおり?あ

る (111口・平佐・筒井倉 1966船; LIHJ , 1972砧))。寄生蜂は 3ì窪知られており， とのうちカラマツオオア

プラパチは東京における採築記録のみで(チド~L ・ìV)~}j:， 196211;)) , 北海道ではトドマツオオアブラピ寄生

している炉U1;l:，いまだに見いだされていない。

モミオオアブラパチも~伝子N地方においては各地(長野， I.Lj梨，東京t 'g減，京都，奈良〉で採集され，ど

くふつうにみられる稜のようであるが〈井上 'r\'i6 Jj' ， 196115); 196216); 'NATANABE and TAKADA, 196562)) , 

北海道では 1961 年にはじめて発見されている。それまで長年の調宏観察， あるいは広範囲にわたるサー

ベイなども実施されながら，キノfラオオアプラパチ以外はみつかっていなかった。 商務は寄主への苦手生?と

よって生ずるマミイが，昔日おもは茶褐色で，越冬却をのぞくと車十薬 i二につくられるのに対し， 1:没者は黒色で

着生部も樹幹ないしJ技上とされだった相違点があり，議1JI] も容易である。これらの点からみて，モミオオ

アブラパチはあるいは近年ーになって本州から北海道に佼入もしくは移入された種であるかもしれない。本

務はトドマツオオアブラの!J)代経過にほぼ同調しながら努~tをくりかえし， ぬ61 年myl視で発見されて以

来，同地で:急激にふえただけでなく p その後会道各地iζ広がっている ζ とが縫かめられている。

キパラオオアブラパチは，!ï くから知られている寄生蜂で (WATANABE， 194151))，とれまでのととろ北海

道以外の地では採集されていない。 i道内の広い地域からみつかつてはいるが，アブラムジの被5主fJ;-tI!におい

ては，どく一部の窓生水から発見されるだけである。しかも?ミイが比較的多くつくられるのは 6~7 月

i調会でぜ，以後きわめて少なくなる。したがって，本経の天敵としての活動は，空間的にも時間的にもか

なり制限されているようである。

次i乙掠食.'Ìl、としてここに示された種類ば，いずれもアブラムシの寄生木から採集されたもので，すべて

アブラムシを捕食するととが，野外観察および;室内飼育によって確認されている。とれらのうちテントウ

ムシヲ ヒラタアブ，カゲ u ウ幾は，ほとんどアブラムシのみを麟としている少食性 Coligophagouめのjι有

食E主であり，ハサ ζ ムシ，ハネカク九サシガメ 食性 (polyph且gous) の捕食虫である。

アフラムシの摂食設のiliIからみると，多いのはナミテントウg ナナホシテントウヲヘリヒラタアブ，ヤ



自 tors

トごマツヰオアプラの{民体1mJí)]怒と多:tt1の!I:!，~売機構(!i r ) 

Table 12‘ト F マツオオアブラの yL，紋.E'ß ~!~ 

Parasites and predators 0.[ C�ara todocola 

ヂi 名

クサカゲロウ科
Chrysopidae 

ヒメカゲロウ手i
H日merobiida日

ク止fヌヰノ、サミ

ムシ科
Foríìculida日

- 17-

s..' コクガパニL科
Syrphidae 

マトヒラタアブ，ホソヒラタアブ》ケヒラタアプ，クザカゲロウ類p ハサミムミノJli{て、あり，次いでt ヒメ刀

￡ノコァントウ，ジコウサンホシ7 ントウ p ヒメカゲロウ釘らエゾアリガタハネカクシ?少ないのはとメ

ヒラタアプとサシガメ綴となっている。第 1 のグルヅ'0)者熟幼虫もしくは成虫は，条ítjc :ò ' J ければアブ
ラムシの成虫会 1 H lOr -,20 磁以上， 1 r~， 2 -1，論:!]，のものならその約 10 倍イピ Tベ食しうる(，Lj[] .平位。

;):j', 196669)) 。

クモ iおも多食tU ふ とれまでに 16 ;f+ 42 Ji尋問続くという多数の

綴が採集されている(秋 111 ， 19732)) 。これらクモ均ür丸アブラムシ安fjJ+として与えた限りでは~ .k誌の多タ

は別として大部分のものが摂主主レており， まに野外でもE誌に捕食 1:+.1のもの2 あるいはクぞの巣にかかった

千HE↓~hなど されている 。エF位~ (，'6井君 196669) ;秋 l}] ， 1972勺〉これら捕食おの儲きや役

都をみる場合9 少食?止のものにおいては，設や容J..t知支との関係，すなわちそのi十iN依;{f.肢が問Rijiと

なろうが， 27食住iーのものにおいてはp アプラムシの侵入定着あるいは移動分散に際しての捕食活動が;にき

なi仏政そもつっそのi、u 私LL

ずよいように思える。

J)J l:。のほか，飼育協滋でよミによる熔食がお~æ突されたととがある。しかしその他の観察伊jがないので， ζ 
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れは特殊なケースかもしれない。また病原微生物として，糸状磁の Entomoþhtho叩 aphidis HOFM。が報

令されているが(小rll ， 195930)) ，飼予言中のものにも， 里子外調主主においても， }，王宮留によって緩病したとみ

られる倒体は発見されなかった。

宜 野外{国体群の密度変動と変動要国

1. 1蕗体数の推定，サンプリング法

トドマツオオアブラは王手段代数が多く p 世代の主主なりあいもみられるほか，比較約短期間に倒体数が大

きく変動ずる。 しかも寄生部ù'rが季節A的 lこ変 lJ ，また春から秋にかけての大半の期間，共生しているアリ

の作る土淀内に生息しているものも少なくない。このような条件のもとで，短かい潟県~にできるだけ多く

の地点の誠i在を同時に実施する必要があり，そのためここではョ寄主主k~t&;の泊測による区分(寄生皮〉を

もとにしたダブルサンプリング法 (MORR!S， 196039りを溺泊予イ自体数のJ住定:を試みた。

すなわち ， Table J3 のどとさき翠診にしたがい， 寄生疫を 0 を含めて 5 段階に分け， 寄生l主;別の個体数

について，昔、ずt注代経i強や寄生部位の変化iこ応じて年 8 回，時期別iと昔話芸王， ζれを分散分析により統計官守

。 i 君子生なし。

Table 13< トドマツオオアブラの寄生疫の区分まま準

Classificat卲n of the aphid infestation on a tre思

観察による寄生 j交の区分五主務
Ocular classification 

No 乱phids soen. 

ょうやく寄生を認める。〈コロニーの形成を認めず，あるいは 1~2 俗の小さなコロニー)
A few aphids or 1",-2 small aphid coloni忠告。

2 一見して寄生がわかるが個体数が少ない。(数似の小さなコロニー，あるいは 1~2 備の
大きなコ τ1 ニー)

Severa! small or 1~2 large colonies . 

. 3 f間体数が多い。(多くのふさなコロニー，あるいは数個の大きなコロニー〉
Many small or 日記veral larg記 colonies曹

4 似体数がきわめて多い。〈多くの大きなコロニ-， あるいは数は少ないが， コロニーが
羽衣z綴したきわめて大きなコロニーを形成〉

Many 1羽 rg阜 colonies or a few hug配 aggreg註tes which m且ny colonies 証re linked 
each oth日r.

1、able 14凶 トドマツオオアブラの寄生l受:別平均{匹l体数とイ間体数の比

ぐfhe mean number of aphIds per class of infested treε 

寄生皮! 1察本数 平均値体数 擦苦手保護 標準誤差 ii く精$:f�j 
(%) 

NO.of Mean 
(5) (5x) X 100 Class i ;~~~í~ (x) mean no. 'I'f'J r;ミー ε 出 0.2

E口 O. 1 

l 40 31 25 A 13 67 17 

2 4円V 188 88 14 7 も 22 6 

3 40 5ヲ日 22岳 36 6 20 15 4 

4 15 1 ， 25る 523 ! 135 11 40 17 、只同

。 必要サンプJレ数 n主主 S2j(ôx)2

Re司uired sample size. 
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'1三lble 1:3, トドマツオオγ ブラの寄ノヰ皮llij平均Jßl設と F戸数01乞

The m巴an l1umber of eggs p記r class 01' inJEうsted trees 

r

o

d

b

E

J

 

t, 

(96) 
X lOO 

60 

.340 

1 ~ 15a 

Q
U
P
U
A

心

i

i

]

 

i 1 

45 

�52 

Aフ

1 ;~勺
，、2 、J

481 

平均 #[1 紋
M朗n
(エ〉

くりか乏し(-;有意な ;!~H立認められなかった。したがゥiζ枚読した給J誌では，

ピとAえ矛 ti'f i羽子、)]iJ、iι之込Ji4:主X， 1'RIT体'0:.のよL，長:、主主サンプノレ数そ求めたのが Table 14 である。 Jß数につい

られ千年4:~羽IjのイのJttま潟者会く r;:'Jたが (Tablε15) ，ても

ているくμu ・平依丹、 1ヲ6467)， 19り669)) 。

といえ，本法;ま粉伎はやや '$.5 ちるノ(パ安保体J1-l ~~むiを，そのき芝WIのか土ち手みる j二で

今Jlij の間宝まにおいても戸必嬰サンプ、}Lノ数者三参考 iζ最低 100 本以上の:U]j笠木を渓定，それぞれについて窃生

これらの関係を思いてアブラムシ側体数の;M{~;仏街皮推定を行った。ただし密度:がいちじ疫のみを1JIiI笈，

っ?こるしく {l\iい場合，および{手本調i'i:により

;:1::している c

された ::れの調査におなお， この t;)l1本音えの ft主主ピ主1てが?第二台;されたのは I官52 勺.~，~であるが9

いても，記)-/j: ll'!~i-:' ;J ば線終3 記録されていたので，必裂なものは本法令j[i!tJ して叡j交そ算定した。

里子外における磁E定変動の議終" ,_, 

ら秋まで給L!ム在紋続[ノている吟;f~:1と，トドマツオオアブラ J) ['jtt:数は，年閣のiUイヒ経JlIiをi遣し、じ

との 2 rl: Fig , 1) 。と，それぞれ0!訟の!路線弔~，'Uìれぺ?変動ずる秋から潔;存立

とれが気象，天敵あるいはt;j:分条件でどう:去りラそE型の :~j]t~~が季節Ù~変動の蕊J絞めな 'Tlで (js .::sとしでも F

その主?Fタトにおける，[~[ {i;;.::rl+.}~宇n之のき芝!\ìJJlC IJiiI してs いくつれがまた年次変喜~j としてどうあらわれてくるのか，

i沼f:4，数の変動~ 2)材分条か異なった観点から必jヨ授がブl;It起された。以 f， 1) トドマツ

てれぞれの件ヨコ築なる林地におけるか1体紋の変動， 3)密度の地域変効と地域約発生妥i，の 3 JJimと分 l九

とと~(!は{尚々の;~'!0Wi~交結果について注べていくりとれらはたがいに関連しあう郊臨も1!;-玄れずいるので3

あとで-'fi5して詳細に象?とヌ'1 9 る検討会行うによどめ， 1l<"1{'半数の変動WiiliJなど全体7J:.jl1l 1ノた考察ば，

るとと iごし t.: い。

トドマツ綴栽授の:察当三の捻務，イ鶴{本数の変動2,-,,1. 

総貸Jj!J，( 1 ) 

トドマツ総裁後のアブラムシの{受入，寄生のひろがり方， fíliì体数の変動宗主巡〆:;:rVJ らかにするぷ言語みえは，

こと老子 UftJIとずj われたものでるる c

調奈コヰニしでは， ir:皮会災 lこして 2 か所設定された。 l\ijî;話相談ともにもソj\牧常林ß 99 主主五「内にあり，

70m 阪にヨ)~li~と帯

しでつくられた平沼なトドマツ逃林憾である。

試験tîlr，'Y'{!J 、枚 99(し、〉はp わずかにエゾマツどをま
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1955年秋にトドマツをtili栽しだ造林地で，周辺にはエゾマツ，カラマツ造林地はあるがトドマツはなく，

--~ J;~，トドマツオオアプラの波容からは隔離されたような地となっている。 ζ の 1 つおきに残ちれた広葉樹

天然体l才、 7 年後に伐採され， 1962年秋l乙同じくトドマツが植栽された。このうちJ: 記に lîilí'援する帯状総裁

iメjこ設けられたのが，試験地苫小牧99(ろ〕である。

試験地 99(い) (盈l後*0 1. 1 ha) においてはp lOmXI0m のiE方1~の認蕊阪を一定lお隔で会frrÎ! C均等に

f 守田:il'. If，'L~ ζ のようにして設定された 29 の調査区内の 830 本の全体木についてP 毎年秋〈号月下旬、 10 月上

f偰) tζ ， 99(ろ) (面積約1. 5 ha) においては? 1 列 10 本の 6 TI副長列， 計 60 本の調査区を4[玄(1966 ~j三

に 2 [尤迫力日〉設け， J長良IJ として 6 ， 8, 10 月の年 31m， アブラムシの寄生状態(寄生E記入 ~flt水の{立子三，

枯j長木の発生状lm~ 樹高生長宅}を，防省ーは 1970 ijèまで，後者は 1972 年まで継続的Jと総資した。

(2) 結Jj長と考察

本数寄生率， i匹H半数の年次変動

間試験地における澗3支給J哀を比較するため， 1%者共通的に行われた秋の時点のトドマツオオアブラのj~\]

体数p 本数寄生率〈寄生フドのヱド数割合)をとって， その直三次変動を図示すると， Flg. 6 のとおりである。

試験地99(い)では，アブラムシの佼入定着をみたのはトドマツ j総裁後 3 i'{'. 目だあり，その後九~()æiとらず止j二

を拡大? ~4;民:も増大するが3 植裁後 10 年同にはともに減少，以後i~rr減しながら 15 年践にはアブラムシの

努生はほとんど消滅してしまっている。一方的(ろ〉ではき植裁の10.年すでにアブラムジの侵入をうけ，そ

れだけ記f'=l二のtrt;:kも密度の上昇も早まるが，やはり 10!平自にはともに低下 している。すなわち， 主llUl'y.池

の条件， との場合周辺地のアブラムシの主主怠状態のいかんにより，新;fi立地へのアブラムシの俊入，定着lと

iltimはみられるものの， い言おれにしても総説後 10 年ぐらいの ri:TI， 寄生率も{悶ji$:.数も大きな IJj犯の曲線を

部1いで変動する。

個体数の季節変動と年変動との関係

試験地99(ろ)においては，春p 友3 秋と少なくともよi二 3 @� (1963年は 1 @, 1970今は年 2 医1)調査が行

われている。卵郊の調交を欠くかき これら季節約な捻移も含めて， 10勾ゴ問にわたる個体数の変動を示した

ものがれg.7 である。このJ]ZJからもおおよそ絞察できるように， 了ブラムシ侵入後のわJおjの段階では，

35::• I \ 八
村 3o~ .__..--O/へトI V ¥ 

: 20~ /"、ノ\
r10i/Jι民

500 
ノペ

J ¥ I  

L 
、ヘ

¥ 

Fiι6 トドマツ総裁後のトドマツオオ

アブラのf自体数，本数寄益率の"'r:
i火変動(苫小牧:99(い)， 99(ろ〉。
主k. 9 '~1O月〕

Annuul changes of the uphid popuｭ
lution and percentage of trees atｭ
t註ckedin young Todo凶fir plantations 
仁romakomai 99(a) , 99(b) , in au凶

tumn). 
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Changes in aph冝 popula�n and 
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くすomakomai 99(b)). 
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F刕. 8 6 n のそ否反安 1 とした j釘干の 8， 10 ，Ejのいf度比一i飢えの
季節変動パターン(苫小牧99( ろ))
数字はf~i?ð:í1王寺ヤ次

Ratios of the 品。hid popnlations in August and in Octoher 
to thos日 in June."..Patt巴rn ()f se呂sonal popu!乱tion changes 
fr0111 Ju抗日 to October CI'omakomai 99(b)). 
N umerals indicate years ín、restig乱ted.

1邸主数の ~íli'îØ芝!l!jJがiギ江主;をめる方向にうごいでいるのに対し，やがてこれが逆転して次第に?特急:が低 F

いその結5K，会fふとして年変効が二たきな 111 ')1-2ぞ Tilllいどいるように ~itlわれる u

いま各年)支どとに王手 (6 JD の~&?1交そ 1 としたtlB合のJ2. (8 )1)，秋 (10)]) の節度比司令求めてみると，

Fig.8 が得られ名。 これらはそれぞれの 'j‘における浴疫の季節的 (4子から t~くまでの)変動のパターンヰユ

示したものとみることができょう。との i!'aiv~タ，ン iふノえさく 3 つのグル プiC 分けられる。すなわ

ち，アブフムシ役入のち!年から 3 irほどの1m (1964八 '1966) 1ふ )CdJλ ~).tLへの訪日交がきわめて大きし i ノ

かも更から放さで，その立 ~t ほとんど減少しないか，もしくはややt討にする。そ く

らべいちじる L くおまる。次にその後 3 明日] (1 967~-1969) は，足。コ涜tょ 1 Y1が鈍イヒずる iJ 秋の減少が

;えきくなるが， なお秋はる=ょっ山、後三交やx<tt;!j戸ずる。そして没後の 2 今ニ ii'ri (I9n'~19"7 2) は ， .Flの:tiE変J:

JffJL〉鋭化ないしはなST(こ }]nえて予 {ko)減少がひじよう lご:ベきくなり， そのも);'Kf火の i止n5E.(ま容より低くな

る。なお， 1972'尽における変の密度の急減lふ "7",. 8 n の災'!ijt' i匂filllともとづくもので噌 jE常ではおとり得

ない &1象とみてよい(後誌)。
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TabJe 16. トドマツオオアブラ個体数2 本数寄益率の 6 ."~ 8 Jl ft i1, 
8 ~~10月間の増減ltの作曲変動(苫小牧的〈ろ))

Ratios of aphid populations and percentages of tr巴巴s attacked 匤 August to those 

in June, or in Octob忠r to those 匤 August r巴spectively (Tomakomaiω(b)) 

識変是正次
Year 

1963 

1964 2 7.78 72. 1 54.2 ヲ .3 。ω75 ! 2.5 10.5: .゚9 4.2 

1 ヲ65 3 6.95 121 17.4 O. 守8 2, 1 13 島 9 i 15.5 6.6 

1966 4 18.5 236 12.8 1. 44 3 ‘ 7 24.0 30~3 6.5 

1967 5 715 2.7 0.50 25.6 52.5 41. 8 2.1 

1968 6 ヲ 17 2.8 0.38 28, 2 55, 2 59.0 2.0 

1969 7 1100 A7 0, 44 39 ‘ 3 56.2 41.2 1.4 

1970 8 757 0.30 58.9 30.2 

1971 q �5 2 ‘ 8 0.25 28, 4 51 ‘ 3 42.2 1.3 

1972 10 .309 51. 0 0.8 0.17 25.9 .3.3..3 10..3 1,.3 

。咽 85

1.12 

1, 26 

0.80 

L 07 

0.73 

0.51 

0.81 

0.31 

以上いいかえると， アブラムシの侵入i丸密度の季節変動のパターンが，初紛では秋〉務，中期では秋

後期jでは秋く答というかたちをとり， これが結局 10 年間の年変動を Ilj型 iとする大きな主~~誌になっ

ているとみられる。

iii) 務~秋悶の努箆;の変動婆j悶

次~L，それではなぜアブラムシの侵入後，若手から秋までの密度変動がこのようなパターンを示すのであ

ろうか。これら一巡の変イむをみる限り気象婆Eìの影響とは考えられず，幸手~主主予そして夏~秋の密度変動

には，ぬの妥国が大きく0ê1与しているように思われる。

いま各季節A間の密度と寄生率。」増減H江を求めてみると，次のようなかなりはっきりした傾向が認められ

る cl、ab1e 16) 。

まず 6~8 月間の密度の増加率 (6 jl から 8 月への憾体群のi曽強不〉は， 日月の綴度の低い1966年まで

はひじように大きく， 6}j のぞき皮が急激にí~:; まる 1967 年以降では小さくなり， 尚守町、の筒 iとは逆比例約隣

係，すなわち密L'itのJ:J'I..;とともなう増殖率の低下という現象がみられる (Fig. 9) 。 さらに 6 ~~ 8 nlíJlの

寄生の拡大卒についても同様の潟係が認められ 6 月の寄ヰ将1がおまるとともに，

る (Fig. 10)。しかしながら 8 0寸0月閣ではこのような'&n:i[依存性ないしは逆比例的関係はみられず3

むしろトドマツ総裁後の経す;午、数との関係が明りょうで，はじめは街皮i弘治:!::!二本土Lともにやや増加の傾

向を示し， しかも f寺10凡の精度.， ，等生率が 8 }jより潟くなるが， ti\lLt&ヰこが大きくなる 5 去五回以降はi:t~:' と

ともにF制改~L 8~1O月関心浴皮，寄生之容の減少がし s ちじるしくなる (Fíg. 11) 。

このととから，若手から友会では密度!と依存した制御機構が， また玄から秋までは等主kt*の生育l乙関連

して，ある時点から次第に個体数の増加各抑圧し死亡を増大させるような作煎が〉それぞれのjJJjrmfC ，{'j'荘、

していることが恕定される。

第 1 の問題，すなれち~~~から夏、までの増減率カ:QiS皮依iTtr]~と低下する涼悶としては，天i殺の作用と種内

の調節機構の 2 つが考えられる。
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1&宇i立証~:ft年次。 1972占!ごについては本文参照

Relationship b 日tween the percentage of t1'巴es
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number of trees attacked from .lune to August 
(Tomakoma� 99(b)). 
Numerals indicate years investigated. 

日 i' 1 ゎ
~ 

F王?rcentage 0+ 

あとでやしかしpζ のうち夫f伎について;ふ 'Mfl:tJ奈のマミイ数の議読がめるだけで，

iちトドマツオオアプラではクモ努iをのぞくと，ゃくわしく論ずるように，

はあまり?:%~くなし特に容から又までのjリJ悶ばアリのfr:る L3ltによって保護;ぶれているものが多いという

とれら天敵績の活動はかなり制限されている。したがって，天敵のみによって-4"m山本の穏関係もあコて，

とうてい考えられない。!支依存的変動がひきお乙されているとは，

とみあいすぎによる死亡率のとしては，街rtl_0持 iとともなう成虫の度予数の低下，

ζの林i也の生怠絞;没ζζで fiG #:niとなる ~j村俊は，る。 しかもしながら，i許 )JII，あるい

はトドマツ 10太巡りの個体数で t~ノT) ではなく， '!Ht，;をうけている林ヰ:における

乙れiま

1??主i与~;;j'ごが大きくなっていくためであり， しだ l)~ ~')てお公~*の大告さを巧えれば， ~~主主密度Ll:3ê息怒疫の

ある。と ζ ろがすable 17 iC示してあるように， ~tr~t /Íに 1 木当りの ii!il(;本数はややj教大していくが，
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ぐfable 17. 苦手生水 1 木当りのf肉体数と寄生密度(苫小校99(ろ))

5.86 

1 ヲ65 3.51 

1966 2.31 

1 ヲ67 0.54 

1968 。‘ 57
1969 0, 65 

1970 0.26 

1971 0.12 

l ヲ 72 152 0.09 

低い初期の年代のブJが高い。ただし木が大きくなると寄生部位が告11約されてくるので，寄生 fiJ能な生怠空

間という点からみれば，あるいは次第に鰐度が高まっているのかもしれず，そのため好適な寄生部伎を:求

めての{間体間の子渉の存在は考えられる。

しかし， ここで一つ改良しなければならない現象は， ζ の林地の個体者千精度，すなわち生怠そぎ!交が低い

ときは寄生の拡大卒が大きく，ある程度託子生がひろがり密度も上昇すると 9 寄生の拡大率が小さくなると

いうことである。 しかも本穫ではF 寄生木での寄生密度が高まらないうちに，移動分散によって筏皮が抑

制されているとみられg したがってアプラムシ侵入後の個体群殺度の潟大ふ努主への寄生密j交を大きく

高めるというかたちでなく念式f店主の拡/氏、によってもたらされており，このヨ?とJ の誌、フえが布u約されるとも=泣

の増加率も低下していっている。

寄生の拡大は，無組虫の移動による場合もみられるが，主体をなすのは有趨ょl~の分数によってである。

これら有文芸恕 ~if4~ 2 ttt代~l:nこ段、私多く出現し， 6 月下旬~_/ 7 月 L気!にかけて築tわ約 lと発!:j:'ij' る。その th~

2事も，また無泌E柱、による移動も木支jj(]1こは浴皮lと í!íf関係といえるがp ともに餌の条f+の恐化 iとよりそのおj

会がj吉jまるととから， うけるといえよう〈し 3--2 の:qi参照〉。 しかしこの

場合， iÌÎ]述のように， 6 Jjの ';.11 ~t， ~tf日むとは大きな設がみられていないので，絡動分散する偶体の密度依存

的増加というととも否定される。

そこで考えられるのは，移動分散する個体数の割合にはそれほど大きな授がなくても，死亡する割合が

変イじするととである。いま守主主主木の分布と君子主主主幹との関係をみてみると， さt~~手が約 30% 以下では小策

聞の集中分布 (103ぬil後をiノ誌に築[ill内は機会分布から 十主分布に変る)であるが， 30%をこすと築関内は

となり~ 5096前後ELLF::速すると A}草分布となる (rli にr. 荷主þ， 1967711; 

山口， 1ヲ7366)) 0 こうした寄生水分布のf!:jí'tイヒは， アブラムシむ移動分散が寄生木符JJ工作jlで行われる確2辞

令渇くし，寄生の拡大につながらないだけでなく，好巡な容と;部位会求めた偲{相自の干渉などにより死亡

率の潟大をまねく。さらにトドマツオオアブラの寄生おはF 本試験地でも最高が 60路線皮であるように，

どのような被答地でもせいぜい 70箔前後どまりでp 会林木が寄生をうけることがない。 これは野生経過

の調査王や接種実験などからみて，移動分激しでもそこに定着，繁殖できない林木があるためとみられる。
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トドマツ;fオア:/うの{出{2r1f+動態と多1~;fo) l:l:\続検締約Ìí!ご1)

ζ のようなffS~)t性のある衿;木がMd;tJから\れする f とも ， ~8s1交がおまり 1七九がひろがった jj!j:l?すごは?移動分

Rlれと I燥しての波L:2予言ぞJ.\fi火活せる。

'{;1l1m主;;mM移動も合私特:仁子']i']j il;'J の ;ut，分散とj孔 iぷj約 P れ (1，森から又までのfWlタtáJ冶 :Pis では，

いうかたちで寄生択におけるγi1交の[l己規制が行われるひとれはその時点での街Eむとは .lìG;:')J~f;関係で，む

しろそれ以降lこ予j認されるt\VH舟疫のいちじるしいかi大ヰ総和するためのお!支払f~fiU l みぶことができる。

ζのため個体耳:{;t守口!互のと芥ずなわちj器郊〉料ま， Jゆとしてこの移動分散によ;?，持自由の拡大卒にZE;討され，

る。一万，寄生0:の i営大~;t干Ji::ト杓ゴミr'H:lrコ，およぴ抵抗性のおる林水への移民分散替はほ

ひいてはJWlj'[_E{I号、I(})低下そ玄ねくじつまり:だネミ:="1苛め，死亡率を橋大させる関係で) ~g:f符の拡大左手tの低下，

/という現象:をひき生の拡大~sが寄生設誌に依イぶして低ドしているととが3 結果的

おこしているものと考えられる。

策 2 J)問題であるàLから秋までの谷茂筏滋姿i人iで J怠るが予 ι のWJ' li.llとはl!iì生点Q)t古代とら

ITIl G 月fi丘.:J-;々が {:UI~ò\rる。 l行者OJ!jtì役立による政子は 10 PJ Ll:じ必主で続くが，f '\, 

9 n rll( まるのは 9/JJ:.勾 (5 E1[ìí]後〉までで，それ以降 1:1'，生のものはすべてイf性~Vとなるつしたがヮて，

日 J:t ff双子!とともなう個体数の増加という媛黙はあっても ， 11t;!!:!格点 f成長l〉数が次J..t~;;こ減っていく L

会ら iと {:H/~t l.ノ lこぬq;.~~託子 W!d:r減少傾|切をたどり，!日!の ítill約受うけて践了没立も少なく，，~る日現係で(後述)，

-tt!:EZの犯とも 1mわるので， {[ìJi*数，，;t減少するのがふつうである c 10n!こはいると間伎がするものはほとんど

なくなり?死亡ヅiの綴治不ぺた3 どる α

んど減(ていない L. ，8 月 '"10月の?ドてf交がほアブァムジ侵入の?1~l々ーから~:l &)よほどの nれま，しかる;乙

l: 寒冷紗ケー;;E f亡 Jl雪 jJ!] している年さえみられるのとれと似た3'}\象ば人!散布:~8、ヨミ

これら?うれた予告続{ブる 10 )1 まじめまでこの#j}合 jJ，l税した B台 It'.kの 'd::iき!)きがぶく，いて在日察 'Z5 )，'Lており，

のことから平1]附して，沖、ラ主2ょ)ο個体1設の il~~J]Gがみられ，以後ゆるやかκ減少していっャている (i"; rll , 

V2dt.S 

日仏 12 :/，千 !t~干のマミイ 3訟の変動 ('~:'f{ /j 、

牧官官(ろ)， ぷ;王ド 10)J � ¥[;';H"O 
Changes in num b色r of aphid murn峨

mies parasltized by Paues� spp. 
(Tomakomai 99(b) , in October 巴ach

3ア日乱r)

没入初消の 3 床開 lま死亡婆国，キ、?に天敵のイ官J{'てがノトぐ5

U そのため総生rrlj!' !Jの死 C:lri少なくて総J1H:'数が3ml

くてp 注ij交の以大，またr'i出した有[4!:lょの'Ëfr 0\、も

少を玄 tlかなかったものと考えられる。

/人\

/ '" /¥  

/ 
崩叫ヰ

「モム lヨ巳勺

死にの:i:.i!f[!~ とみられる天|放のうち， jlÌì食虫に関し

てはなんらまが行われていない。どY.![jt撃ち 4 か'fk

これそのる 1汲り，密しかな 1， ¥//5 (Fig ‘ 12) , 

皮がおまるのはアブラムシの侵入後かなり年数が絞っ

てからであり p 侵入初Wj はきわめずイr~.;デiEきで， tllJ 食ヨ:

も I"J総iであったと liíjþさできるの
19n 
〆当 l

'()71 

(2 その1\S動しかしこのような又紋鋭の街皮とともに，

に;たさな影響そ与えるものとして，共生アザによる γ

ア、ラムシの保護OJr~J騒がある。一般にアリ郊の活動は

「ブラムジの寄生井、から!!Ifl次主主

しかもjニ災

Fig. 13 にみられるように，初期の

3 d?開設は 10 月になっても共生主主iがYS <, 

秋になると鈍くなり P

を n~ していくが，



j!゚ 283 4}~ 林業試験場研究報告ハh
V

9
ん

を f午るトピイロケアりの割合が高い。 i誼が

iJ\ざい院は，アブラムシの寄生部がほとんどこと

lOC 

たんにフ'J波だけでな災lとおおわれる関係で，

降雨やJili\などの気象;~因。j 影轡も緩和さく p

アブラムシの:t:í含〉黙をおめる原因となるο11, 

これらのifには，寄生木からアブラムシが消滅

してしまう例もほとんどなく， また無麹ニuの移

ζ 動による番手止:r-の拡大さえみられているのは，

のためといえよっ。

ち，;t;がとれに対しF

トピイロケア 1) の共生率大きくなるとともに，

この傾向は秋 10 月において鎖は務ちていく。

努であり，かつ 8 月 iとくらべ平くあらわれるの

トピイロケアりはもともと探地伎のアリで，被

陰地帯三好まない。したがって2 林水の生廷によ

り持分がうっ閉してくると歩本穣の生息地とし

ては不適になってくるものとみられ，特iて秋lま

くあ院長[が斜めになる関係、で，

らわれるように思われる。いずれにしても水

トピイロケアりとの共生率がが大きくなると，

低下するよ，アブラムシ，特:とその有性虫の寄

益三部が校iこ移ってくるので，土災による保護も

1964 155 JSG 15B '69 '70 171 '72 
4-欠 Ye品γ

Fig. 13 共生しているアリの務類別にみたアブラ
ムシ若手J主木の本数割合〈苫小牧99(ろ))
その他のアリばムネアカオオアリ，クシケ
アリ煩

Changes in proportions of attendant ant 
sp邑des on trees at主acked by th邑 aphids

(Tomal王omal 99 (h)). 
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フこま皮の攻撃もうけやすくな応部 J己限定され，

る。また寄生自筆の調=tt結集グ1]1こもみられるように，アブラムシの寄生の進展とともに天放の務皮，殊iと寄

三三iζ対ずる相対夜皮(ピィ.=t密度との比)も~(~j まっていくことが考えられる。

8 ，，， 10月のt密度の減少率が，総裁後の経過年数，林水の生廷にともなって大きくなっていく過程は，お

そらくこうしたアリとの共生関係，寄生m.sの変化とも関連して，天放の作用 JJ~強まっていくととを中心、に

E主閣されているよ弓 lと思われる。それとともに林水がある程!支大きくなると，アブラムシの寄生lこ対する

抵b

ヤゲ t ， � わ L 、
、、~ V • IφV 。

秋~相官]の容I1二の消失ネと』Jぢl皇:変動

幹母の1: 1二資期と秋10月から翌春 8 月の調査日までは台件:Jz (産卵j域:討による夜卵期，

どのよう;こ変動ずるかについては全く調査されていない3 つの i時拐を経泌する。これら

きわめて特契約な現象iふ 1%1" ，65 年， 1965""66年のそ奈良:の減が，秋へ":011手聞の続皮:を比較してみた場合p

秋の;\ELフ!ての 8096 jli この i;rjlお閣は寄生率の l)i\少も大きし少カ1し、らじるしいことである (Table 18) 。

そしてこれら寄生消火の主体をなしくのものが翌春寄生がみちれなくなっており〈i夜中の寄lii消失~()，

よるものとなっている。てのいるのカち



ト 1"γ ツオオアブラの溺{>j:iキØi1J慾と$;:11さの仕l! ~ti~機柊 (\[111)

γable 郎、 秋 v容院の'8'f1Íi:lU3 ，):: :Y、従fむのの情炎ネと治 jtUとよるだゴ'~ 0)消火41(jt小牧

~h~主主年次
Year 

1963へ，64

64へ，65

65~，己ら

己ら~己7

6?~.♂ 68 

らil. 、 .69

r、、/)..~、，マ70下

7む，，-，-，" 71

:n~~72 

Ratio of the aphid ]Jopulation in spring (June) to those 1n th~， prec:日çdin，g

autumn (October) al1d perceutag己 ()f trees which the aphid attacks c1i.sHp~ 

peared between the two se品SGIlS cr0l11ak0111a� 99(b)) 

1,...,-,2 。旬 87 2, 9 2, 5 O. -1 O. .j H.3 
ヰ戸、ー、、Jφ，、 0, 13 8.9 tヲ 6.8 2 、). /6. 

~~r.....，/.! 0 ， 1 己 13 角 5 :3.7 11 8 6. 1 内ど7 υ4立.5 

4ハペ 。、?ヲ ~)O; 3 6 4. 7 I 4-7 16 , 3 

5~u6 0, 91 治1. 8 28 , 2 13ι 7 32。日

ι，、司 1 。‘ 63 、59. ハv 39. Ci 19. :'i 2.8 33.3 

7へ，(3 41 

8. ,,9 ー、. ，ハ4 ,30.2 しむ 1. e ;").9 

号~1O 2, 0 42.2 16.3 。， 6 33.6 

l) 寄生ifJ失ヰヲ口(三';J!:tli-自;1.:本数/秋の雰 tと本数) >くよ00

2) 松f誌による惣丘消失ホ= (NiJf1 :4:.数/毛i(())等生三本数) /10臼

許)'マ. , 
M 

句ふ 也 、う>

4 1.之

16時 3

:工 6

1.6 

「、'.ハ、J

1.4 

本磁の寄生によって;，*木が狩í9E9~ る場合3 ノピ.'1まのものが冬から蒋の存立に起死レごいるや?な})，Lj Fig.7) 。

寄生木OYfお死が洛~秋初であれば，周辺林/仁への分散というかたちで3 その林水lと者E:lミしている γ ブラム

シ{悶体訴の死滅はまぬかれぞが， ~li7Eが冬へ{Jfímlとおとると， ぷ手光~ ，~~冬l)[3からふイじしたばかりのýJEkl土

移動力も小さいため~ j'九七 RJð食物が主湾攻マヤF手引悲してしまうのしたがって 7

にもとづくまÙ1}{立 A般に:おいのであるがp 守子/t+.:の ti;9[する ~;!;:ûイ" すなわち干川::1による寄生の{tgうよ三容は雪

機よ:~{iミ 3 ;y: 2ll:jえまでのノドが小会し、 rell ひじようにi日く，その f&;ì<が/にきくなると紋l、討議少していく CI、able

18)υ なおこの茨v乙アブラムシの侵入をうけ'jこ必初の年 OJ iI!Cùi/j、きいのは， :;1Ft;;j;;:;とお i十るデ子会をうけ

た照的カ):J~ょく、 記子必ずιだもイ尽く絞j必したためとみられる〉 このような花鍛の発生;とともなう寄生の消滅

U, f ブラムシ侵入.{Ji: 2~' 3 Jqi日にわ，たり， ノfj:{lJ 1~否 J!{~之 J ま J ま ùí; 主iリ主と :;8 じレベソレにひき fげる給与;とな

り，討IQ~.l:界をおくらぜるJ}j~邸にもなっているつ

く 3) ~~ 寸(，/.，

1) トドマツ .[íld除後アア、ラム、/の俊，人予沈着ペを みるのは，抱えこみ}tiJ， i亡保t践し七校i絞りυii:f)X) されたとこ

ろではそのも:{i:t\ 周辺が他殺J殺の森本でとりかとまれているところで i立足後 3 ，;ドロと心ムており多?以 ;1&

え)lCD条件によって波法がみられる。

2) も p その後f;t0主が拡大されWf政;も LY;.寸るが， tnUぷ後 10 司 Uiこり、ともに抵 F L..-)

の :m話'f!Uおも f~体数ら大きな，!j裂のf:ÍfI紋そ捌いて $:rrÞr~ る c

3) イ志{本数の容からそ:えま、~(~-;;の季節変動は，侵入初]j91では容から去への守'iß'i:J二弁がきわめて大詰く，えぐか

ら l~)たまでほとんど減少しはい() c!J+VJではj認の街I5tJ:J'i' が刻化して主1( (1)減少が:人主主く 11J、り，後初会て、;土 12 の H.~~

渓:上昇ι)Æ'u{tì乙加えて秋の減少が〈さらにいちじるしくなる，という~

-~~;fkf習の密皮がp 主iJ郊では秋〉容， illNJ 、で 後期、では秋く之、となり， これがlOctp. li誌のif変動を 1 i.J

訟にする大き t;_~>1~~とな「でいる ψ
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4) 若手から夏への密度の増加率去すなわち増殖本は窃度依存的に低下するが， これは{fJ~皮の上昇，寄生

芸名の増大;とともなって，得生の拡大が制約され，移動分散に際しての死亡事が増加するためとみられる。

5) 友~秋開の復i交の減少率が， 液議後の経過年数， 林水のnê脊?とともなって大きく伝っていく i極秘

は，ゴ:友を作るトピイロケアリとの共生率の低下，寄生部1ftが伎に移るといった問題と関連して，天放の

ff.JtJが強まっていくことと号 r.b心 lとJiU司されているように忍われる。

6) 総裁Y十二がある程度:大きくなるとアブラムシが寄生しにくくなるp ないしは寄~Lできなくなるという

ととが，春~夏聞の寄生の拡大のil;U iÎ\':J， XI~秋聞のml削減少率の増大にも関係し p これがまた槌;制定 10年

以上になると，持~T次寄生が消滅していく j原因になっているものとお与えられる。

7) 侵入初期のイくが小ざい耳目は，等生ネ:の枯死する割合がi合j く， しかも

る関係でp 若手の努度後いちじるしく低下させ，草寺j交と界をおくらせるj京悶となる。

2-') 林分条件の異なる林地における俗体数の変動

(1) 調交地と

同一地域内にあるが， :1直毅年度p 京本床続投了，構裁のしかたなど材、分条件を)~~.t，ζ甘る造林地?ならびに天

然生稚樹の~~~身地等において，アブラムシの何1体激変動にどのような相違がみられるのかを比較検討する

ために，野幌国有林内の次の地ピ試験地を設定，ぷr窓会行った。

i) 里子 i挽 38(2) : 1956 年春総裁地。調査地1fJ， j設も樹高が大きく，初安開始時(l963!q':，以下問じ〕す

でに 2~2_5 m fと透していた。 2 条横殺の放i刈松本本地で，林床ばササが筏生し，一部iζ ストロ ブマツが

築問状 fC1辺植されているが， 枯損のため残(y;:tは少ない。河辺はトドマツ， 広葉樹の天然林となってお

り，…部トドマツ二次林に接している。

i�) 聖子悦38 (1) :向上，の集問状の滞納ー地〈おそらくストローブマツ枯鍛i皆、の補 1"1[00 1957'昨秋の総裁でp

樹高は1. 5Tl1肉外。

iii) :Jlf採39(1) : 1958年秋総裁泊。樹齢がjえもおく，封筒は 1."' 1. 5m o U己闘交池よりトドマツ次林

安へだてた近接地にあり， 4 条市1ft裁の筋メリ造林地で，林床楼[生 l立京本怒iが;主体ミむなし、ている。筋)(IJ問 1と広

心一郊の機栽木はそのうっI:b'j下にある。

iv) 野l焼却(2) :問 iニ:と州安した天然生稲 j誌の更新主ill。トド?、ん広葉樹のややïf;R rjl~ した t;f;分下にある。

樹高は 1111 rJ9外。

なお，天然性雅樹lと対するアブラム γ の宮~~Uむ J1i林7ド;とかなりらがった点が認められたので，その後

地域は兵なるが苫小牧の 463 林班にもう l か所試験刻、忍‘設定して ，VÎi]査を行った。との地は1954年の風祭跡

地lζ ， トドマツ 3 アカエゾマツの首iJ/!::滋樹がいっせいに更新したととろで2 皆伐人工法林地と類似しだ材、

?兄となっている。総l/，ij" ~J:向じく 1m 内外 D

各議うま地 100-"'200 ;十三の純資子にも送料坊においてはできるだけ多くの植栽ylJ iどまたがるように， また

天然~tfM，樹の更新lきではいく vっかグjレ P プにう〉けて群状に選定しノ》アブラムシの寄生皮，天l激突震の部1:[1::

行った。しかし，天敵類のうち寄生産華の rr~l体数;ふマミイ数を対象としたため簿一定も容易であったがp 捕

クモ類はこのような直接観察法では見務しも多いので， 説主主木Hâl立のそ主木 10へノ25 本のたたき務

lA:t~)を {JfJlj した

調査は， 1962年に聖子悦 :)8(1) において恒[体数のサンプ 1) ング法の検討与をかねた予備間交の後， 1963-~67 

年の 5 年fm，可能な限f) 6 "'lO Jl!i lj，毎泣 1 I日[実hit1し fこ c tこだしp たたき溶し法による JL般の;羽交，およ
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f可の悶衿つ日寺 iご， 斡mト成び11月の\lP数ふ，J:å l士一向;f了っただけ、である。なお幹f:lj成主ミが以 f一本占 U:f1ÞbL 行 C J]

との縞 Jとよ 'C， -C 5 Jj T J1i] (1)詩交九 jftj'\: l 、ている。

~t;泉と考察(2) 

i> iちが般におけるお1体数の変動，点数jiT !t i本の 11('移

3 J.よ験J[!J における季節Xt1w)._)~ 主 fê !ilJtiJをムJ"ð して刀とすと Fig. 14 のとおりである。アブラムシの街1%，アド

数得!Iô本ともに野，g~138(1) で高くフ 38(2)で設も低い。またいずれも奴i交がたつにつれ，次第に減少してい

ちら tど iま

っきりしよう (Fig. 15 の tiJ 。 しかし， とれ李総iえ J室、の絞~3!f.1tメ!と対比してみると (Fìg. 1;ï のお)， 38(1) 

と 38(2)のちがいは機波平皮p すなわち本の;たさちのね滋にもとづく坂三三とみられ， 38 (1)と 39(1) とのち

(; r~10月 rwy.i Q)~)F 巴r;幸:'nl~) :qz i:~ ;~j(.{:t. sf{安 ::Jえめでl~絞してみればFく 1tr1 r{'ij がみられる。乙のこと lま，
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F�. 11 トドマツオオアブラの{間体数の変動3 本紋寄生漆の長日夕
(野幌 38(1) ， 38(2) テ 39 (1))っ①阿]ば郊芯ggs
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申将鍛日誌~8(1) ， 38(2) , 39(1)) 
A生III口1U潟刈a必1 cha羽ar時1WEg5邑郎80ぱf tぬh巴
rag日 {む)f: aphid pミ初opulatìor口え der口I呂iti巴5

and p巴rc阜nt乱g巴s ()f tn古号忠自 al仁d土tac.k在d at 

th巴 three 色xpミ詑巴ri11ロlcnt plots in Nすop­
poro. 

Fig. 15 
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がいも，材、齢の若い間だけでs 総裁後の緩遜年数がたつとそのきは絡まり， ，ま iま向山首となる。

トドマツ rオアブラの{副本数，寄生率

i立大きな rll裂の磁線を画払 1O~ト図版lCは低下するという前演の結巣を裟づける現象が認められる。 ζ

のおふ三らみれば， 38(1) と 38(めの聞には水質的な差はなく，

ここでもトドマツ植;t\t後，すなわち，鴻;t\t初坊のおうまはないが‘

その 111 に38(りと 39(1) との間の相違払

あたる部分の窃皮， ~E!~専のちがいということができょう。

38(1)，悶(1)両試験~iJ1，ともに，周辺の林況は似たような条子のと ζ ろにおる。しかし前者は 38(2) の檎

lζ アブラムシの佼入寄ととをうけ，それだけ密皮の上昇もトドマツ1蓮池となっている関係ん

記1f:tのw.;大ち王手かったものと捻測される。とれlckJ し 39(1) はアブラムシの侵入定者がおくすいその結果

あまり密度が高まらないまま終怠したとみられるが，以下，両者の密度変動の内容について検討してみる

こと lこしずこい。

1図体数の季節変動と年変動との~係匀) 

Fig. 16 f丸野焼 38(1) ， 39(1)itl{j試験地における容 (5 月〉から秋 (10月〉までの密度の季節変動パタ

{ンを示したものである u ともに年数がf、つにつれp 王手から夏への綾子店:与が低下する一方，夏から秋まで

の減少率が)çきくなる憐i匂がみられる。{~自体数の主r次変動が下降、をたどる原図の一つもここにあるといえ

ょう。

2 月および 7 尽にピーク8 J:lをピークとサるもののほかに，なおp 密l交の季節的推移のかたちとして，

となるタイプがみられている。 2 月ピークのものは， 10月の千if'l生i訟の湯浅:をともかなり高いレベノレに保った

S 月における密度の増大がない ζ とる。これに対して 7 月ピ{クのものは，め?春iとく

もあ勺て，秋の密度を大きく減少させる結果そニまねいている o fJíJ項でも述べたようにp7雪小牧99(ろ) 1とお

とのととからも里子11lîいては，前替のタイプと類似した季節変動はアブラムシの侵入初期にみ~)れており，

39(1) はアブラムシの侵戸、定義がかなり ib1:(していたことが挽察できる。

*;~~秋関心コ携皮の変動要民i
、
1
J

町
、

λ

・

1
・

1

はじめにつ斧~夏閣の増殖過程lと!怒し，幹E手足立5是認 (5 月)から 8 月までと，それ以降 3 月までの 2 つの

日M羽 lと分けF それぞれについて密度依存伎の有無を検討した給条i7 fむ前者の時期ば無関係，後者の時期

F刕. 16 若手~秋1f5の滋Iltの季節変動ノf タ
-/'(里子機38 (1)， 39(1)) 
数字は調査年;うく

Ratios of th邑 aphíd popul品tions in 
日ach l110nth to those in May (Nopｭ
poro 38(1) , 39(1))岨

i;(( 九\

0.5 

9 10 6 ョーo ~; 
tl Mor,th 

8 
口 1
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5 ・

Ob勺

‘ G'ï 

。

61. 

�6J 

句
作
ヤ I 令

j 惨害予申理
l" 

吋:a_ie)

Fig. 1'1 (; n の窃Ht è. (; n から 8 月への泌総本主
の関{系(j引毘 39(1))
数手は羽涜句二次

Re1atio!1ship betwcel1 th巴 popul品tíOll densi ty 
in June and the rat由。f population i 口 crea_se

from Jun記 \:0 Augnst(Nopporo ;38(1) ,39 (1)). 
Numera!s indic乱te y忠ars 匤vestigated. Year 
1967 was characteriz記d by uUllsual h1:日11

temper品tures frorn J uly 1:0 Augllst. 

。 。門町

官1V J 

( . 
l" 

一四備問品町田町一四四一---"-句同情-

10 ?O 50 
ら日の務主主

H::;可申けaqf' of sc.a!e) 

Fí必 18 6}:jの '&flt!ポと(; '" 8 Jj 1mの t'Jl:l::の
j)lJ:Aヰとじったが係(野腕38(1) ， 39(1)) 

数'r':ば fJrÜ五年次
Re1ationship between t11e percentage 

()f trees attacked �.n .1une and tﾌle rate 

{}f incrεase ﾌu l1umber of trees a1:ｭ

tacked from ]one 1:0 August (Nopporo 

38 (1), 39(1)). 
Numerals �dicatc years invcstigated. 

は吉小牧99(ろ〉の混合と [1計五書偽iD色心増大とともに増員~Q[ネは低下ずる傾向が認められる (Fig. 17) 。

ただしこの場合9 7 月十三ークのタイプを治す 19間保と 196'1'!'-，汚;ご 196'1平民その仰の年ーのrmでみられ

ら iま -k: さくずれ，判長l}i1i*の fL'[ごがいちじるしい。とれら lflí平ふ 2セ ~t中i と'df

のおのミ比 そし仁〉ぶ1~1t':ijffJJ，よJ止に il:i~資0)会t~l}~が捻ぇ関与

していることが怒沼されるハ

とのうち 1965 )ü{î;t{I~食比~J~.îù2 というより野線39(1) した絞!乏で， その fi~1.'.... 

関ははっきりしない。 しかしながら 1967!，Ti;):lifi]試験;犯ともに[I .il!町、知事からのずれが大子;し tうそく別の，

しかもí\lûJがと共主的iζ作用した袈凶のf泌総によるものと j~lttぽできる。 r. C:)lf f立'7 Jl から 3rl にかけて::-b:~'JJS 

高温がお\:'2;， Table 19 (ζ ;l~ しであるように?詞調交日の i か汚(，.:) i1n ，~こ> 250 C しとの が 22 ni丸 25"C

以との積算ý'\LRt も fi2. 30 C と伎のネlごくら~.<.ひじ主う(-c. /J::~いじ ζ のにうな jミヂ~0) -1)\1[, '~~~ !Q，~ �A ~立 1972 却にも

みられ， どの年は:むの苫小企 :99( ピおいて。やはり ltfi)l!:ïネの災常fJ'\'Y， 8 月 <D!r'Í'i' I立の主主主主を'七たらしγ

Table 19, 7 Jj, 8 )jの(i1.â;1H却を日 i刊の気;ι2fj"(; 以一!このノゲ訂正日 GJlj' li\V

Number 01戸 days with da精y maximuIll í 記mperatur記 above 25 c
,C 

and their acc11l111l1 乳t記d tcmp偲ratures th巴 3札口lp1i ng

inl一日rval from July to Augllst (Nopporo) 

Year 

、ム1:..

ff-.. 
.1966 1966 1 ヲ67

5 25 0 C 以との日数
No , of days abovc ;�5"C 

250C 以 i二の務委字詰
Accum1l1ated temp. 乳bov母 25 0(;

ア‘ 3

1) 

2) 

7 J1, 8 月ともに10日切手交に調査，したがっていずれのよrも約 1 か月間の銭。

本線の気混α

n 

6‘ ι ;-:;2 組 S

19722) 

23 

己 2. 7 
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年次 Ve訂

F刕. 19 8 ~1O月間における叡
度，苦手生誕立の減少率の年次変化
(lliy協38(1) ， 39(1)) 
AnUll呂1 changes of r託tios of 
aph冝 population and number 
of trees 乳ttacked in October 
to those in August. respεc­
tively (Nopporo 38 (1), 39(1)) , 

生活史の吸で述べてあるように， トド7ツオオアヅラの発予J，繁勉の適iBll~立 200 C 付近で， 250C ~ζ 

すと鹿子数がいちじるしく減少ヂる L 行動が異常となり， 27主上告!líj} きまわったり，努二tから離れて移

動してしまう。とのj易会，絞殺後の作品数が若く?くが小さいflmまp 地際の根;rc苦ß分あるいは共生しているト

ピイロケアワの1'r った土;災A内に移動して3 高もなの影響を緩和しうるのであるが， 告)!i;(&後 10 年前後たって

;十;が大きくなると 3 寄生部位が樹幹の}二部や技;己限定'ð Zlてくる関係で， ζ うしたあ混をiロi避する行動が

とれない。結局， 1967 年におけ らの大きなずれは， こうした異常高温という気象

要因の影響によってもたらされた羽訟でおり， これが 8 月の密度を低下させる原因にもなっている。

次lご，夏からる!くまでの街渓:の減少本iふ総裁f支の tj二数がたつにつれて大きくなる傾向が認められ (Fig.

19)，それとともにトピイロケアリとの共生率が低下， 天敵類の密度が潟大していくなど， いずれも総攻

で述べたと問機の現象がみられる c

500 

ω? 4{氾

者三 3∞『 久
占干幸司 I ヘ

2αj ノ\, .，、
100V ¥ 

\.;t柄引向

‘ O 

~lぷ

Fig ‘ 20 トドマツオオアブラの天敵獄のつlIT体数変動

Olyl機38 (1)， 39(1)) 

Changes in numbers of parasites and predators 
(Nopporo 38 (1), 39(1)). 

3足数類の個体数は Fig. 20 rこ

みられるように，季節自主!な変動

もJえきし特lと問題になる秋の

日寺点の密皮がp クモ類をのぞく

と一般に低いので， このlZlだけ

からははっきりしない J足もあ

る。そ ζでアブラムシ 100 ;誤当

りの{図体数をとって月日IJの年次

変化をみてみると，託子(1二鋒，捕

食虫ともに相対密疫が認可次高ま

っていく傾!勾がみられ， しかも

10月のf庄がかなり高いことがわ

かる (Fig. 21)。さら lと ， 10n 

と 8 r~~".. 

lOmf]のアブラムシの密度vの減

少率との潤;とは， Fi窓. 22 のご
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Fig. 22 10)ヲにおける汗γjA総l:;Kt~との司自体紋

iとと 25烹の10 汚! 8 JJ の絞りJむの +f日欠
変動(好俊38(1)~ 39(1)) 

Comparison ()f an IlU品 1 ch旦nges for the 
r旦tio of October!Au又l.ist aphid popula凶
tiODS and th日 ratio of parasit色 i !lost popnｭ
lat�ns 1n October (Nopporo 38 (1), 
:39( 1))、

数字!土月
Rel乱tíγ告 a1.わJはI口Kianc尽むf parasìtof日;a抗ιd pr忠叙{1丸t自1.tors

t初(1 tけ出h申 aphi(白1主勾:s4 L 下N
狗 urn忠rals号 i均口 di叫ca紅te mor口11幻hお呂 i加DV刊f問通沼自計tíば芯a以ted.

Fig. 21 

とし ùíj替の胞が

玄 i::_liヰiJ!t も低いのでヲ千百!lj きの f[ëJHのみで得七の:キj'I支の ff\~ノジ 5容の tt2JrJJ 1_)1点、配されているとはがいもおり，

).~えられないとしても，かなりぷ婆，な役Wi-Úを jえじて、ることはfü~~{ できょう。

この7((1，丸 /~i%fてしの lIiH主主主Jtは， r(l\î設の相対的な;令ZZf関係ゃな、言もので~ 7~f孜 (DVむきをみる i 入勺)) 1 つの

jは終 liii\;てさある〆frU:'l'，の !tfJ三 m自体放t長擦となる。 誌に 10 月 CF勾〉の時点におけるノtj波/誌[:=:1:の jt.&ふ

(成虫数〉 とその:lを/?..，での )Z紋数量 之計扮己ιJ メ引生IJ終華;にとおいて iは土そのお寄:金生ミトに?よ，つ〉て夜於死"亡し jたご寄i主との 1十ρ仏似Fちp~刊も滋.}~バ，1(，体L

どゥてきた干生!t! の JV!終段慌で !ill!Jく:S;ECζ の i会合の)C訟の作!t]i立，との[ll!l係を示[ノ?

.'~~はでも;y:，るつしたがコてそのfTI'ìがたとえ小さくても，的 tの{川本数の変動ト二与える H';務は F.. きい。

くなっている。 :i;)!L'~l の i宇;~_J!r t゚ id竫 なお 1964 '4".[丸山i試験Jt!J，ともにそえにおける

まったからとしても，それだけとは考えられない。 同年は 9 尽下旬にすでにかなりの低i'Jil ~とJi;J，?$われ手 1U

;]1]平均気で 11.9'" C ，最低気泌は.-O.8"C の cl も dJ，現してし '<J (Fig、 23 参照)ぐこのめ、は有ítt虫もまだ

とともに，支タt亡する似体も;~~か;; t，こ 1;7)'(' (主3~ くは若!め幼虫で 53 ることてを:考えると.，

ないかと店、われる。

以上， ;{，γ一枚11\1の個体j設の変動のしかたと変動主主l'\;)(ζ関するドH り ， :!f悦 38(1) と 39(1)との切に蕊木的

な廷はみられないο ただ 39(1) に:おいてはアブラムシの{プj\.X\ミ笥がおくれ， まだ密度もあまりと持しない
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Fig. 23 里子践における旬日[1平均気温
(1官邸-~1967年〉

Mean temperatures for each 10 days 
of month in Nopporo. 

うちに.}寄生の拡大の#J~約による春~主主憾の増漣E容

の滋下，主として天敵の作用とみられる秋の密皮減

少率の増大という現象をひきお ζ し，結局 38(1) ほ

どの高密度i己主義しないまま，次第に密度が低下して

いったものとみられる。

iv) 秋~春[討の交の変動婆悶

1M (下旬)の有性虫の成虫;1J)1から ~1春 5 jJ Cf 

匂〕の斡母成虫裁に玉三る間， f肉体数はやはり山主訟の

変動をする (Fíg. 24) 。

i液NlJによる密度のi自力日キiすなわち増強記別立，年度

ととも lζ大きくなる傾向がみられるが，有性虫の密

度l立逆iζ減少していることから (Table 20) , 両者

の関係を凶示してみると，切らかに滋皮依存性が認

められ，ギj 性.'11 (わずかに雄~tlがまじるがほとんど

産卵雌虫とみてよい〉の密度が高まると， :!:誇'iìilf率 iま

低下する (Fig. 25) 。符性.'hの密度: (Ij二J段、密度〉の

高い 1962， 1963 年は木も小さいので当然単木的に

みた寄生ft:;皮も?;U)く，以後密度も減少，木も大きく

なる関係で寄生窮度もノトさくなる。産卵慢性の項酬で

も述べたようにく 1 ， 3 勾 3) ， iili卵機虫の密度がr&J

いと， I司…樹体内でもと絞や樹1良部などへ，さらに

は伶の木へと移動分散する鈎俸が多くなる。 しか

い-*本*二nr，Jが lr~2mと離れている、 L この特PJJは気温も低下しているなど，その際の死亡P卒、〈はかなり i認

し rm卵 iとともすよう寄生の拡大がほとんどみられていない。したがってとの場合は，密度増大lこともなう

緩卵総点の移動分散による死亡率の土問加が，密度依;(:{i'J守な檎Jílii事の低下をもたらしているとみてJ いであ

ろう。

ただその中で， 196MFだけは産卵による密j交の増加若手が小さく， j-持目立立与一叡j支の直線関係からのずれが大

ざい。何年はI主卵が開始された 10月下旬9 平均気詰iiが 5. 7"じとひじように低く，そのた10)1 24 El iご 24cm

の降習があり， 以後最高でも 50 C 以下で$後低気iili\ が OÜC 以下の臼が 4 日(最低は-3.70 C) 続いてい

る o 1\'11 じく 11 月 k匂の平均気;1/& も 4.2"C と， いずれも的の年!とくらべかなり低い (Fig. 23 参師、)。議

卵雌虫は 50 C 以下で l土産卵しなくなるので，産卵条件としてはきわめてJ8~ 心 またi1tiJßできずに死亡す

る儲体も多かったのではなかろうか。 j百年は秋の密l笠低下も大きく，さらに妓yp郊の怒条件と設なって9

翌 1965 i手の密!交を;止さく低下させる原因にもなっている〈前掲‘ Fig. 14) 。

次iと卵~斡i手足立虫羽の死亡率，儲体数の減少の問題であるが， Table 20 にみられるように， 他のlÐ::h

業主にくらべ死亡率が小さし、。緩卵数が条件がよくても 10 I邸内外と少ないにもかかわらず， なお高密度を

維持していけるのは， とのï~~Eい生ff.率にあるように，弘われる。

この聞の死亡経治@死亡率l乙関しでは倉野総 38(1)における 4年間の調査資料がある (Table 21)0 越
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Fíι25 イ]"1110\ ()コ fjX; El!, ;g~~ E~rと卵I::J る筏!ぶの
精力11ヰよとの関係(軒綴38(1) ， 39(1)) 
数字はi対子治白次

Relat卲nship bctw巴日n 1:he popuJat�n den日ity
of adult sexuales and the rat巴 o( mu1tiplicaｭ
tion resu1.ted .f:rom tﾌ1e oviposit�n (Nopporo 
38(1) , 39(1)) 。

Numer乱1s indicate y♀a .rs illvestigated. 

Fig. 24 ~k'~ 点二(1'j f1t!1:¥ fiX rlJ, r. 幹i1] JíJUU 1m 
の窃疫の2宇治変動ノ f タ{ン

39(1)) 

Ratios of j上le aphid populat1ons 匤 Noｭ
vember and in l1ext M乱Y to those 仇が
れiber (Nopporo 38 (1), :39(1)) 苛

Numerals indica1:e y記ars ínvestig品ted.

'r三1ble 20. 民g[Sによる ~&t I!tの土誌が:ネと Pß" 、幹!リ i点三tnYí 0,) 5fT~:ヰ叫ケ1ニ ~:!W] O'fl[;¥¥¥3S(1)) 

Rates of mu1tilミlicatl.on r日sultt吋 from the oví.初日itjon and mortaJity 
rates from !:h記 eggs deposited to 証dult f¥lndar兤es (Nopporo 38(1)) 

r
 

年
間J

Y
 

1962.. 63 

1963.~64 

1964~~6:) 

1 ヲ65ハ-，66

1 守66 、~~6?

1967.'"68 90. ::' 9.゚ 3, 8 L:、〉

また生;fQ ((j，機械的な:~~~'~E~ としたりは， 3[1校が，~冬 1.;:1 の死亡Fのつ -6 ， 消火:立大~~5分rilí，落によるものであり，

京おして}ilS ~ht '"l:' (j 残っているものそさ L おそらく未公将~ ~~B?t乾燥などd~fE (:y;]~1悶:どとる兆亡が主とみら

その伯i主将i{HMlの7J[よりノ七、なちがいがないとJjえら :fT 心ので，れる。容5tO) :YE に l 土台

亡取によ勺て変動してMるとみてよい。

ス与の，令ジJJIJのこれらの綴拝読;泉なもとに，く不完全:であるが，

Fig. 26 のごとくで2 総死亡率の変動はおYしの5"t仏すなわち幹母

よってチ、:きく主ふ~::されていることがわかる。

しヤごみると，
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Table 21. fJ[J~'斡母j災虫n\Jの死亡綴過，死亡率〈野線38(1))

Mortalities � the first (fundatrix) generation (Nopporo 38(1)) 

調3年九三月日
Dat巴

1962 XI-.-20 

1 ヲ63 IV-20 

卵
Egg 

fJ!l 
Egg 

? 

可\11-' τ4 千十Ai3Jふヨj品岨hエ士、 l 124 

i ヲ 63 蕊 -22 I ナlpEgg 

1964 IV-..20 I E9gF g 

VI--3 十l 平字A母du成lt:L 

1965 X[--24 ! fi゚ 
Egg 

1966 IV~26 ! 卵
Egg 

V~26 I 卒卒Afdま1成11t虫

1 ヲ67 XI....17 I 

l ヲ68 IV-lヲ

Vl-.6 

E9g11 g 

1m 
Egg 

675 

(377) 

I (70 , 4) 

(5/ , 2) 

1) 標本鏑笈木 (7 ~lOヰ:)より 3平定
Obtained from 7 to 10 sample trees駒

/司官‘t 、~-.-且:)1 1し地内"'しA山.. .. 中..与A 叫助4・ ~1!ι_.. 

Dísap的p，eatenc巴
171 

とlミ潔 機械的障害
127 

2ヲ8

49 , 0 

122 

177 

65 , 2 

2ï , 4 

ヲ2白 6

30.2 

守

26助 2

'? 

') 
4・

く円。 3>

25 ‘ 4 

18, 8 

44 , 2 

13, 0 

32 , 4 

45 ‘ 4 

ど69唱 5>

38.8 

16 , 3 

55" 1 

勺

ワ

37.0 

く71 ‘ 7>

30, 1 

24.1 

巾

叩

78 , 5 

くヲ0.2>
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Fig. 26 ÿp，寸.:f歩成~ÜIl'rJの総死亡殺と 雪山
}ー円じ

ステージヨ1]死にヰ，:0)主!ミ次雪之助 ヤ隠 'w'.J

(野 1;\\1，:)8 (1)) 
ん二 一 log S寝 51立おごヰi

Annual ゚ uctuatiollS of var�us k 
values (k"司… log S, S; surv咩al 
rate) in th巴五rst gel1日ratiOl1

(No]Jporo 38(1)). 

Tab1e 22. 幹Qj:¥JJ ~1l (j)死亡K関与しといるとみられる袋凶

F乱ctors presumed 1:0 be responsiblε :for tﾍle mortal咜y dur�g 
the larval st乱忽巴 o.f fundatr.ix 

Year 
n-kt!,O:/ F 

(%) く96)

1 ヲ63 11 , 8 ヲ日.2

1964 4, 4 98.4 

i ヲ66 。 ヲ L .3

1968 il , 1 90..3 

く1:1'.> 気象!と ~<;Fま 5 Jj iþ ，下勾の縦測的

卒~'!I]: :{çIJ5;kの死亡要問については} *々に調jまを行っていない。しかしこれに関与する要隠としてはp

'1、able 22 ~と示したどとし大きく 4 つのま?悶が三さえられる。 まず j};討取得~t ノトの枯績は， ふ化幼虫がタiEl!~

ずるのて、影響が大苦心相ímCi)WIJ~今が多い 1963 1，1'， 1968 q'ぺ了死亡E滋もどれ、。気象!!1.肉では， ütctお EC;事

iこ関{ゑするものとして滋;'1;と r;(HK!量点とりあげたがj J~~大!五L速はきわだったえ店がなく， ζζでほえf しろ r本

紙畿の影響カ\pjl (liのようである。わすと 1968 句ri立判。コ H が続き， 1 H 浅沼「必111.111 という "1 もあ円て，強ド1'-;)

による死亡率(i)J羽)<fJ� '.}t;;; られる c 残りの 2 夜悶のうら， ト 1<イロウア ì) との共ヰZLl天敵からのfKil援の

jiEF?を，汗にのノミきさ CW，'i:j)は笥([二%伎の fí)lj~ý;0の彦警警をみるために示した c fiÍJ.fj' はあまり関係がなく，後

者 J土木が大きくなると，特lこ 2 J11f}ííi災以[になると得生出{立が下校に I;R;とおれてくる上，得民の tlItJ'i: tt も

/、きくなる 0)で l ..--~バじ るまでのPじ亡は多くなる，J: /). ;:，れるつ

;;(J , .1 ，lîiIìそのぞくといずれノも H五iWI のJ去をJでない。しかし， v") 、，t Table 22 において，拡張i庁、もなく忍

先の死[しJ卒、 (J)最も小さい 1966 年の泌Lネモ司法添iとすると， (ルUψJ、の主句年lド'1はi， ~Îザ得j仔キ)'fl古i主戸. ，木ト Uの')4桜村!主d議iえi本Uの)j端?科科刊!:!J力加i)

l亡亡:二:、卒ドtが身滋11，JFベに lし♂Jている J したがって>'死ピの:J

1968 干年F のみ是 さらに仙の~Iilj おそらく降下Hiì1: とお75ドの ;1;0約 iともとづく死「づギが1mわっているとみる ζ

とができよウ ο

持J、Jj~)] ~H\の死亡中~t-;t _:}~~;日:\外f( !J\ さし、') .-"::.J，T{，土干多滋 j]1立小さいが;イf主への;心 ðトドj二が jrtl く， しかもこの内 j見

守も 20 :1 i1'iJI1'ï後と縦し必Wi]iと成虫(とな芯とと， そのIilJ叉般も少なく， またふ化すると IMl もなくアリ(特

にトビイロウアリ)がJ活動レて保護いていることなどが関係してし 3 るようにつし日、えるつしたがって~ 1，ç~rd三木
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Table 23. 積雪とと積雪下の越冬ilßの死亡率併L悦〉

Morta1ities 01' eggs k巴pt under or a 10v巴 the 8now during th岳、1VÍnt色r

調査年次 i 区 分
Y記ar:s I Conditions kヒpt

,trl.;_tj ~ユ
川抗~フ

Remarks 

産卵された小校各10ええを人

為的 lと設援して誠一手記
61. 8 フ i

I , ~ 54. 7 ]1:日?

40. 。 21. 0 1 (入。 53: 47 

84.7 14略。 70. 7 17 :戸3

2.0 

irlIrzf::7i三j
z十万/
2i J/M 
主主 I Popυlõ.t iorl 

_" 02ト 。聖子市昆 38 (1う

1') 39(1) 

Fìg曹 27 有性虫成虫(10月) [ζ対する幹!すj成虫 (5 J])の街

EZ比，:;$:数寄生本』との年次変化〈出fr際38(1) ， 39(1)) 
Annual chang忠告 of rati正 S of aphid popul且tìon and 
num1er of trees attacked 絜 May (fund乱trix generaｭ
t卲n) to th08邑 ìnprec邑巴díng October (8告xual g記nera­
tion) respectively (Nopporo 38(1) , 39 (1))ミ0.1 
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の枯損のどとく 9 その樹体l:の it!i]体群が死滅するというような決定的な死亡裂凶以外のものは，よほどき

わだった彩饗を与えない取り，死亡率の増大をもたらさないともいえよう。

越冬r:þの卵の死には 50% 前後で， ]t，絞8-ljÙ%い。 しかし含越冬r:j1の消火と生箆的， .~唱械的陣容による死

亡との聞に相補i1!~tJ: 関係がみられ， そのため年変動は小さい内中Ll!践の材;式構内で行ったi1JtJ資総巣によれ

ば， では少ないがp よる死亡不は3，ft寸J，秘密上でさわ治で21iい('1'a11e 23) 。

このことからも行問、の川本ば脱終，隊容は低J111乾燥による死亡であることがわかる。それとともに，積雪

の少ない'号、あるいはV?fJ支が-JffJ < .J.:t土に核抑される都合が多いときは，卵の死亡率が高まることがす司法:t '� 

れ， このことが滋冬111 û)死亡率の没3よりに関係しているとみられる ο

主主9日数の調査は終雪期 Jとはいるなどさわめて烈滋となるため， '1午限 39(1) においては 1 {ドしか肉ままをし

ていない。 したがって9 劇的lをのぞいて宇jtt;~j\ (10 n) と斡母成虫 (5jj) niJの務度比， 寄生ヰi上むを・求

め， :38(1) との比絞検討を試みた (Fi必 27) 。

くなっていくのは，存法:訟の滋笈の減少iとともない， i!liUîlJによる密度の増加

っていくからで怠，との/'" 39(1) においても Iflj じて、あるむしかしながら， '1記者の最もli'!Ï著な相

違i丸寄金:率比のちがい， すなわち 39(1) (とおいては， 吃irl，とイチの寄生率の低下が大きく現れることであ

る。 1 '2f::だけの説Bぎ結果しかないが， 39(1) の秋~若手間のどJ生率の推移から捻然して， ζ れは卵~幹吟成

するみ、が多い?とめこみられる。*占領の発生も少なく s ま らすべての卵
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が消火するととは考えられないので，車;1':[<とtJ1jj，それもふ[r， i設の%'':ぉ\i }1jj iど 39 (1) iとおいては1:t主{F， 38(1)にく

ろとしか 15 えられない。 7こだ1Jf!t iシ〉消うとする木がyいにもかかわらず，り

伝;OCの{ß:-)、、はそれほど大きくむい、とのととから\:~}:::1-: \ιUI~の iJ\ざい Aょにおいてf'1i}引のいちじるしい援問が

6JJJ一台Jのアヲととはいえないが，f耳元 A されるむ幹ほお総)測の ;~h~i}tëがなされていないのではっきりした

Fig. 20) などから判断し(古íH七~，ヌ弓:::: j :Jl, の )1， 1五十:ゃ (Fig. 28), 

その結果ごvれら夕食て，おそらく 39(1) ばトピイロケ γ リが少ないため，ふ化iiT りとの Jt1:がおく 1l~

t'LNi食訟 lごよ叶てJ1!1.t'土されるネが向か「たのではないかと ;}j えられる。

どれがキ)jNû3ヲ(1)におけるヲfルß)拡ノヤを停滞さ-tI:.~春先におけるザ1:パ〆ネの1& ドは，いずれi亡しても官

38(1)ほど-tJとともひろがら ~~\~f}皮も一 ι せずに終ったもう 1 つの!以留になっているといえよう。

天然~t給対)1誌における{;母体数の変動v) 

39(1) iご隣浮;しておりながら，ごく ^i\J5 の :+it幼t~Hcîチ凡;i:J;認められただけ

Fig.28 前九 lζおけるトピ、イロケアワと
の共生~~;c引1三次変化(野悦:i8 (1)，

39(1)) 
Annual ch且nges of peTcentag巴 ()f

trees attacked by the aphids 可vhich

were attend巴d with Lasi抑制ger in 
June (Nopporo 38(1) , 39(1))‘ 
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aft 日r planting. 

ペI/~-/'-

67 66 65 6L 1963 

旬。 500

3 能
ぎ 1本
32∞ 
数

s じ 100
子7

L 川

E1b 
」旦本 5口

主妻
の M

ち翌日
ﾔ LW 

Zこ

/f/V 口

0
9
5
0
n
u
R
J
0
5

1

0

5

2

1

1

 
-

十
少
数
寄
生
率
五
、
担
保
数r
口
い
マ
ツ
川
本
品
)
車
数
忠
則
片
品
準
仕
向
)
閣
内
陣
駐
ご
い
ト
マ

γ

山
川
市

2
1
U
M
W
I
巧
富
士
←
口
こ

E
B
X
U
3
心
的

E

と

D
W
L忠

ω
E

三
e
g
f

市
中
O
S
E
E
P
S

去
の
ち

d
z

1" ì必 29 k然;立〔新潟;におけるトドマツオオアプラ
のイ間休数の変動， ノド滋寄生学《のj義務 〈聖子線
:39(2) 雪 戸川、秒、46:'\)

Chal1ges � aph� populat卲ns and in peτ“ 

cent乱ges of trees attacked in the natural 
regenerated stands (Noppol"o ~j9(2) ，すoma­
kOl1l乱i 463). 
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で，寄生もひろがられ きわめて低い密度のまま経過した (Fig. 29のめ。本試験地ばトドマツ，広葉樹

のうっ問~(とあり，その影響をうけているとも考えられ， 同じ天然更新地でもと木の全くない苫小牧 463

で;ま， これよりはるかに得度は高い (Fi必 29の上九しかしながら，今Wl誠査を行った各試験地の最高密

!支の推移を比較し、てみれば!おらかなようにp 苫小牧 463 においでさえ造林地にくらべると密度はかなり低

し最高でもトドマツ 10ノl;:èlj りの{溜体数が 200 flíj後で， とれば総裁後10年以上経過し，寄J止も制約されて

くるりiの造材、地の密度iとねぎ当している (Fig‘ 30)。なおこの図 iとは示していないが，同じく:5小牧にある

j立林:地， 99(ろ〉においては，査走路復!支は約 1 ， 100 となっており，

では夜夜がひじように低く抑えられているととがわかろう。

とれと比較しでも，天然E主将t樹の更新地

天然史礁幼悦でト It-::( ツオオアブラの寄生が少ないととは， そのほか各域で広く観察されている。その

1幾WHとっし、では充分検3ずされていないが， これら両試験地も含め共通がHとみられる現象は， アブラムシの

寄生木が一部lこ限定され，寄生のひろがりがあまりみられないことである。すなわち，野幌 39(2) で(;1:，

5 年間を過して得生率~，i 5 96~とも途せず横l土、い状態を続けており，また条件のよい苫小牧 463 でも，造林

地にくらべると寄~to.コ拡大率はiJ、ざい (Fig. 31) 。

とのような寄生の拡大を制約する~閃としては， ヵ・では乞汁 Lの餌としての条件があり，他方アブラム

シ tl 体の分j札:必1~- Ì"こ関渡した問題がある。天然'1':稚幼樹 lま樹rr% 1 m rìíj後のものでも桔j鈴i立 20'，，30 "'1 ‘ 

から時には 50 年ぐらい綴過レているものさえあり， このためアブラムシの寄生郎がふつう校条郎 iこ限定

されていることは徹:かである。しかし，樹齢といわゆる生渡的ノ不齢とは異なりョ三主体木では樹齢20~.30主f.

にも渓すれば， アブラムシ くみられないが，天然1:J控樹では，人為的 t.ct長経すれば絞易に土開店主

を行うことからもわかるように， としては決して好条{牛といえないまでも 1 :f:1f!:tできないとい今

わけではない。とすればp 空ちてまの拡大が制約されている第ーの原問はョ アブラムシの分散，法務がいちじ

るしく

ぜ ω
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LiZ 番号
品市主主
川~
.，.。

~~要 2
ちい斐
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れているためとみるのが妥当のように思われノる。

2 5 40 20 
6 丹の奇主 主主(記，J:)教)

!キrcen匂qe 0千 T

50 

Fig.:n 6 J:1 の寄生~%(と 6 '..8 汚「自のぜ子生のよ，1; /三本と
の路!ぷ 造林地 (-~j;f小牧99( ろ)， mr幌38(1) ，

39(1)) と天然生稚樹EE新地(苫小牧 463) との
比較

ReJationship betwe己n the percentage of trees 
註ttacked in Jun記 and the rate of �crease in 
number of trees a ttack巴d from June to August. 
-Comparison of the rates of increase s己主11 ln 
th巴 n日tural regeneratecl stancl (Tomakomai 463) 
wlth 1:11os日 in plantat�l1s (Others). 

天然史潟rll~fふ ~:5小牧 463 のようなとこ

ろでもアカエゾマツと混生しており p 一般

には聖子般 39(2) のごとしそのW~合はちが

っても 3 うっ悶ド;とおる J誌の、が多

い c したがてて有惣!l\の分散(三際して，得

主lこJE滋できず死亡する割合は当然耳石く，

まだ，たまた玄~iLtlζ7こ芋?できてもそのがl

体数が少ないため，増殖に成功する消 fこ，

クモ緩や柿食ERなどに摂食さ tLてしまうも

úJ も少なく fょいと思われる。乙のことは，

られた稚幼樹の大

部分で，その後間j もなく寄生が出クJ レてし

まっているという観察総長iからも渓づけさ

才どし、る。

とのよう iC 'Wf!í拘の拡大が合Il約され，寄生

バミが 郊に限定されていることとも関よ:f!し
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て，寄 }Jcjりする^赦郊の相対;ι;;交がß1t f*桜にく
.>ザ- ,. 
レ/'，にさ く， るア i) のほ

とんどが，活動が鈍く土3R:'そfすらないクシケア iJ

紛であるととも H~;l交とりのユ抑制する原則にな r 、

つといるんみられる。 Fig.32i土， '1ずも7;39(2) と 39(1)

lζ ま?げる fこもので，

給食京で iまさらにその差がど立教であるが，断片的

しかなし、ので， ここでは -1J'略しである(た

とえ)J'，野焼39(2)では，日6訂正10J] 122. 0, 1964 

i:f 8 月 57~ 1 であるが， 39(1) で lまそれぞj し1. 0, 

0.4 で~ J弘if石の rNýでも 3.1 にす主ない)。

( 3) 袈 車ノヨ

"内
てご> !' 

Aこず
ζ， •• 
の z

z室、長， 20
2 主守
F21 
:g_ Ë 明 1

ドこ 令 J 

ö~ 捨
。し

;宅

tv1nnih A 
v匂ar 十

告白場

。。

Fig. 32 トドマツオオアプラ 100 ïü'i~うりの設立ι干
交 (聖子総39 (1入 39(2)) 

1ミ巴latiI'e abundance of p乱rasÌtes to the 
aphids .Î 口 1:h記 e x:pernr沈下I.t plantation 
(Nopporo ;19(1)) 日nd natur品] r日gel1erated

st乱nd (Nopporo 39(2)) ‘ 

1) íliJ項の調査結ヨミと民民-ì::;:説本lthiこぶし η::土トトマツ総裁後， トドヴツオヰアプラの iおもt数2 本数寄

主と率i主大きな)[j裂の防総をumいて変動し， 10"ドおお後たつとハヰ分条件に弱係なく止もに1n~一日j知る。

2) したがヮて林分間の'ðl'1交じっ+13注;む総裁後 5 ," 6 !,r [1 ~ÚO) !1!;l体数変動の 1]1 にあ允る部分で駁諸にあ

らわれ》そ

みられる。

3) N:，_ 、 日当
主主"<..- ~_/与〈ふ

!とあヮ Mで lふ アブラムシの後入元::_ 1.~:r の主主速に1ど，も!)::むさ;才してい，乙と

5 r ,,_._ 6 fj n,u ()) -tit.~ hJ の士7i九九月j で Jう℃たが，有総虫の

分TlxJ手j そ含む()へ， 8 月間では，を.'[:立に1:f(:{:f.してJ:~1W~{ネは fl);-[て寸る c ただしJ この場合 :if1. ~字の1l~!t~!jt' Nf1:ぶなど

のまi殺で， 7 fj ピーク混在/.J<-_:t ノ~r:: で LL この[iì悦f;;~~l 向性;度関係からのずれが大きく，

:勺p;増加がいろじるしく抑制されている。

4) 1ょ これまた Fiíj Jえの{以遊説i求と 1 ，，] <, +0\ノt~後日)経過勾v主立がたつにつれて

大 ð なる傾向がんなめられるりその J二たる縦凶は， トピイロケアりとの夕、:::L;fiの低ド，ゴ~L/;1S伎のの治!j約，

ええ改~'j'j0.コ相対\'6'1支の士iiliJJI(1J:奇心l} L て， ス紋の ft:Njが Lí とともに強まコていくととにあとるとど，えられる。乙

の場合においても という気象笈laOJJj引先日j功I1 司 J るじ ~&i~皮{民日立__... j設大きくなる。

5) 駄の平{['J:.点。コバ災見ÜYJから主主イの持母 J次点ijjiと去る 1:::]，体紋はやはり JIJli'!の変動そをする。，: V)r%, 

F主リ討にもとづく して低下するかき れは:&'1廷の潟大とともに，必lj!i雌

えの移動分散による死亡率が場加するためとJ11われる。)，lj:tmjj却に民lぺ;低が九日くと， が少なく忽

り守 iもぷ:之の増JJI レ千叫

6) lJl:kjjji争泌氏~Ü.!l日 fか 総タ[1二ヰ〈ジ) 31::史);U: として必うむり死

、_， すなわら斡 nts，;)J去の死亡ヰミの変動によって \\'(\íì2 i~れとし粋i正文JJ~I!の必亡忙しip 二本の村;:iJ;lある

いはぶの!tr'Jにともなう君子生{\T~Lú: のおIj於!など?寄託の台11 としての ;.q走行が訟く段:j Ljーしている ららオL <:J か

k: 前者は， lv討 LU)fllfl fi;，併が夕日減して Lノまうの--(:'}到しご十iそ火活<; iJ~望むさせる涜~ l.長どはる J 気荻長".U却で(::1: !I年

日j、jが続くなときわだった t$~J:tfを Jがまさない限り， 3lELシキくω成六をちたらさ ì:r; いようである なお，泌さ(;.rt'

。コ tl:JU)死亡は 50;;づ ijíH交とJ:c絞灼 f;'iJ いノ(i3: ~ il~:!f.rìl の消火 ::L?E t:l"'] , ド~%;Ij}t(j'j 1;41 :-;}I によるタピ1じJ とじっ i切に約締約

な関係がみられ，そのたψ守三変動は小さいυ

**分条件;乙六きなちがいがなかったこともあって) illf幌 38(1)と 39(1)との n:lで個体数の季節的変
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動，その変動要因 iζ関して， Jljj:\l今な相 j!{f~立認められていない。ただ 39(1) においては， :{f先のど')-1:]三;;flの低

下がJ~~~~ ~と jえきし ζれが寄生の拡大を停潟させ，ひいては筏皮上昇を採liW.J する政凶にもなっている o *試

験地ば A部の繍裁:ヰこが広葉樹のうっ関下にある関係で， トピイロケアリとの共生本が慨ししたが -.J .-c ~ 

ふ it後ア I} とのJLfとがおくれ，点、 it幼虫が多食性捕食者のよ手食などにより死亡する二ちが潟く，その結果，

いオミで 1 J:寄ltが消滅しでしまうのではなし、かと思われる。

8) 天然生1Hiヰ1)樹の箆新:rHJ，で i立，海林地i亡くらべると寄生もひろがらず， 密度もきわめて低いひとれら

の林地において‘は，努主林水がふつうと木のうっ lお下に，も {ι くは他t1t滋と ìl'è (:E して!j:，宵じている L，苦手

主主部伎が校条部iζ限定ぢれるなど食物条件の制約が大きいのそのためアブラムシの分散主主義がいちじるし

く m筈されること， また天敵織の相対i待度が嘉く， 定努後の精液も抑制されているとみられるととなど

がp その主たる民間にあげられる。

2--3. 務度の地域変重力と地域的発生型

(口 調査地と裕資方法

自立記の品IB妥結果からも明らかなように， トドマツァ十オアプ号の個体数はトドマツ総裁後の経過f手数によ

っても大きく変わる F、したがっで密度の地域ÃHをみる場合， ~:1E!'. も 11:がり密度も!i:iJまる総裁後 5~'7 年前

後の状態について， 2, 3 年rm ， I日]尚 lと淵1iそ実施してj尤絞検討する必至Eがあろう。

こうした観点か{与野焼?と新たに 1 か所試験地を迫力o して，あらためで宮小牧，野線j;tj主主の!七絞を行う

とともに， トドマツオオアブラの分布の限界.ìliく iとあると忠われる海抜約 700m の惑茂Jj!J jC ， 2 か所試験

地を設定して， 1967~-1969年に翻援を行った ο

i) 苔小牧的〈ろ) :前述 2-1 の項と同 L試験地 (1962年秋総裁地〉。襟高約 180m"

�) 聖子髄40: 1963年ゐ;総裁の-\キ伐造林地。苫小牧99(ろ〉とは楠裁年波:は l 年ずれるが，秋，務総裁のち

がいだけなので，綴ct&後の経過年数 l立問じとみてよい。、!と滋な北!~で3 主Hl%， +t: I本#室生(];1:ヌド類が主体)，

j本初等も類似、している。標高約 35m 、

iii) 喜茂別 193(N) :主主 l.u渓の奥の楼;高約 700m にある皆伐:@株主血。 19印'f.tkMl裁で， Jニ記の 2 試験地

より 2 年sい。 Jj:斜面の 15" 前後の傾斜地で， 川、jよ総生はササとなっている。本試験地のみ 14F早く望

日66 "t三より調査をねっている。

iv) 毛喜茂別 189(5): r可J::.:1鹿 ~C 近接する南斜 íruo傾斜地。総裁年度も同じく 1960 年秋であるの

な抗議茂5Sl! a)試吉良地周辺(;j:， ìM抜 600m から 800m にかけ， fまば連続(rjiこトドマツの皆伐造手}:が行わ

れており f X手伎が潟くなるほど fìi!(裁{f.j:\tが完きくなっている。[ノかし[í1u:主Iilより機iおのおい位置にある造林地

ではF トド?ツオオアブうの芸'F!t司がほとんど見いだされていない。 また nrü試験地ともに 1969 年になって

トドマツ技枯病 (Scleroderris lagerbergíi) の発生Aによる枯死水が総%した関係で，関与， 6 月でi\f~j査をう

!J ~きっている。

以上の調査に対し，これを fl右足lU:流するためと， これらの潟盗が札幌周辺の遂央地*~計九られているこ

とからp その{也の地方のにおけるアブラムシの分布，発生状態合切らかにする意味も含めて， ::l北じ凶吉海g:;滋箆会域 lにと

わたる広f範祖な

5区z分;に乙レたがし、"遜;京~点i転Zのt根t良t~~室iË~地白ノj57f，オホーツク治岸の泌氏，艇部地;えら滋jヒの椛内， **iri，浜屯J.l IJ 地)5"，

道溺;ょi校内以十jの今金~ )\:~4テ檎d.l~ j>1~! 館ょせ!方会および滋央でも海抜の r:)Gい滋察「政〈主計i;j 700.'"1 , 3収lm)

と 5喜茂別〈襟[fi 600へお00 m) 絶反の各地域で?主iζ機栽f~土 5~'7 {足。〉造林JMl，安対象iζ ， 100-~300 木の調
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1ヲ品4 与2から 1968 fド資本について，アブラムシの寄生皮~ J':i?(~L本のi見交安行っている υ このサーベイはき

にわたり， í:fJ主fÆk9. Jj から 10)'3;とか ，j で〈稚内地虫だけ 7 }j}1と』泌されたわ

給主誌と考察(2) 

T.t;箆:の地域変動n 

議:茂 :;;1]における倒体数変動ど'8';t笠制御i~間(a) 

^Wî して Fig町 :~~1 (，ζ示してあるの百trzë('iの地;と対苫小牧，野拡t，喜茂別の 3 地 16:で行った調査結!i~;ま，

ともに密度はきわめて低い。このうち l宮沢N) では， 1966ぷ誌にも調子fが行われて7レ

とのj自民では設も?げf交がおi8n でわずかlC 1. 6 tごすぎなかコた lっすなわち，さらにイ尽く 3し可るが，

アブラムシはようやく !t 王子会~0tけているか:慾であっまるとみちれる植栽後 6"~ 8 年自の時期においても

fこといえる c

と ζ ろ~êjζ れら(，tTI試験j也の{自体数変動にみられるきわだづ/こ特徴 iふ立にはやや部i体数はか?大ずるも

ののs 秋 10 Ji ;とは急減し守試験地 189( S) の 1967 俸のお11巣与をのぞ、くふ務 6 Jj の，if}l3'tがほとんどむにた:

ってしまっているととである。

本地区におけるトドマツオオアプうの発鼠i:lt1t絡混与をみてみると，道幸先の nttl交が{尽く fi4 i~J丞も多いと

いうとともあっ v乙 i主主冬卵カ)/$，イ七ずるのは 5 月下旬であり?野~!完より約 l か月おくれている。その後は気

9 月はじめの~í:õrt仁 llt代が !HJ混ずるまで 3 ,, 4 !Jt代発育， i去丸をも Iltミ郊に行われるが，話2も比較約くなり p

2t世代前後少ない。さ?ら \.C有性Eku)出現する 9 月くりかえず程皮で， ~際線， iEf 1]"牧などにくら

して，滋卵[JM拾がlOPl ト、きびしく (Fíg. 34)，いちじる

旬以降になるーとま路91J活動も制約さ( il，ほとんど波卵できない状熊となコている。すなわち， iæbJpi後fJzの

この 1I寺はずで {ζ設何気識が 5"C 前うち 9 月下旬 l:!:\n三のものは，尽くても産卵開始が 11 月上旬 iこはいわ，

，魚、

l\\ 、匂

;' / ¥¥ 

:/九
五\

l<~ 

〆/~/Ó. ヤ

野~J日;， ;51叉 ;;IIJ のイ'jJ)JIJ 平均気1A1
(1号66"1968{j 、)

(議:茂見IÍ(立長持'j r:1~己言 i lζで滋AD，
で測定，欠泌総多し〉

M絞an teロlper乱tur巴 for each 10 正lays of 
mont.h in Nopporo and Kimobets1.l. 

Fig. 34 Fig. 33 :0小牧， ~!下線'} :û:+)交J:l IJ の 3 地主主におけるト
ドマツ Jt'Ji アブフの似体数の変動

Comp且rison of th巴 aphid populatlon trend in 
thre巴 differ日nt districts ‘ Ki111obetsu. (lQwer 
五gu.re) is situated at about 700111 of altitude. 
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Table 24. ~士;/%SI1l89( S )における卵~幹8J:成1H!1] の死亡筏過，死亡ヰ:

Mortalities in the first generation of the Todoイir aphid in Kimobetsu 

抗、業試験場研究報告- 44-

死亡王将(形〉
%moγtality 

'fp 
r.li¥ 

i!ilfJ刊しれの死亡および冬期間の消失
Mortality during ovipo百ítion
and ov巴rwintering period 

1この内
Items 

3'E iiJi)]J!I年月 E~
Date 

X-18 19己7

生理的，機械的降客
Physiological 01' mechanic品 i
damag邑

16 , 5(1) YIJ 
Eggs 

XI下旬

3.3 0.54 

57 , 1 0.20 

く仰向 1190">

米ふ f七， 1鈴[\1幼虫の死亡
Failure to hatch and larval 
1110rtal咜y 

J)゚  
Eggs 

卒字母)JX::J~
Adult 
fundatrices 

1) 100 C の平均意表卵数 (6.0) をもとに算定した IlJl i寺政JlI!数 (6.0X 2 均一 16‘ 50)
Estimated from (No. of oviparaexMax. fecund羡y) 

YJIl~幹母成虫Ii自の総死亡率
G巴担巴r在tiOD mortality 

O. 35 
γ-.14 

¥11--� 7 

1968 

この地13ーでは 9 Jj J:" 111合o II\!主の{阪本が， 10月下旬rt1 のどある。 したがゥて，後で，

もi[:.(とよりかなりの低協となるため産卵は制限される。ア

に-くお1い期間 fCjÆ9ß しうるだけで，

~j このJ誌をよ見 ~f かにすべく 1967-~1968 イl':亡， YJrj.-，斡 !{):fJ完封;r!J:]の死亡率を調査そfablε 24i土，

る。乙の江主:tfi立 10月中旬から降、fjがはじまり， 1967&jô も l0n 16 日に初雪があり， 18 i:lの調査 fHこは積宣言主主

5.." ,10 C111 で， Iij'l fJr3はまだ行われていなかったむさらに11月 14 尽にはすでに積雪は 70cm \と i1t し，布立栽木

そのため10月 18 日の産卵雌虫数から期待iìf'JJ!S数(議大となって卵の調授が3t~施できず，

i議卵数〉を算定している c しかし，尖際 i.( f:ì~:P刊したのはごく A郊とJjえてよし表の 1，/，1 で産卵 I[Jの死亡お

よび冬期日flの消火としたもののうち，後者の死亡率は 20% 程度とみられ(自立抱， Tabl色 23 の積雪ドの消

と実際の産卵数のち

すなわちi'iÍJ 'tiの死亡議は 7096 fJ.l二であったと lj{j

したがってlL'安;:.0 府" , fiこ九五議灼ノ'

がし、〉

とあまりち定される。

カ主っていえII 、。

以ヒ必~I定Jj lj地区で 1i ， 容から夏へと j設積率は低いなが

らも個体数は増大するが，秋の手Tf!t!Ü (j)発育，産卵期にお

とんど Oとなって，け

迂えまでに低「ごさせてし h るといえよう。そしてその際，

τ'; 2000r 塑ri "3Sõ;叩'~-仇
11¥ ! Nc早pOfO 可/昔、
出 I /'、

m鐙
さ本 1000f 

g 数

23 下 5∞
ド

註;~ I 野型 40
叫 10 IμνV'V 

e岩本

語長 2∞
ト対
。事官、

主 )10C
Il !ý(と好条件に広まれて産卵数が多心主主務の斡母密皮が

やや ìj}Jj 昔、つでも (18虫(-5)の 1967 年はこの例とも J;. られ

純白きわめて低資とうした条件は 2 'f と鋭かれる)，

度 lζ抑Jえられたまま経過しているものと忠われる。

お小牧とlli:flil丈のt密度変身j、
，
ノ

τ防
/
t
l
¥
 

riIij þilil玄における澗体数の季節変動，年変動のしかたに

こまかくみればいくつかのちが勺た点がみられる。

たとえば， J;tþ.域変動(7) 1 つのE重要な ~tf擦ともなるピーク

?ート
~<;ム p

Fig, 35 苫小牧と _1}y憾におけるトドマツ

オオアブラのJÆ走路指 I"tのt昔、移(梢
栽後 5 ", 8 こ汁自防j〉

P巴ak population trend of the 設phids

in 邑ach experiment plot 匤 two di話相
tricts, Tomako111呂i and Nopporo duト
ing the p邑riod fγ0111 5 to 8 years after 
planting, 

6 7 8 
槍ね伎の段通年寄主
No. ()f years a什E'r pianti 什ヨ



- 45-キ心 LjJ :LJ~機約 (;1111)トドマツオオアブラの iliiír;j;îIHiÍ;悠

If年 (8)]) の絞!約九H'H絞で i土 P、;-'J\';HOC ぐらべて Lt じめ{込心?去にl~aj くなヮてし、之 (.Fì広 3:3) , しかし守

そのど:もそれほど大会 1.1 t) のとはいえアブラふ>'の絞A滋rKのち .:Ö~ いや:L1\IYi!I:t };卒c の大きさなどとりも一えるとヲ

(f)立!っちカ丸、カtなしにJ いまこの7Ji/j\牧 910 で，す二 しかも 3 ドí!日のネY~Jii自手'Aくめると ， }\H\i;( 主[0:30 ，

ふZIとついて，野l践におけるその仙の試験地も合めてJtA唆してみ、ると p 絞殺後 5 '-8 ド!を jむしてや守二シヲ最

里子校では500"J2， 000の 1:tJで変動しどおりやj、牧はほぼその rjl 引JO)耐をとっている (Fig.35) 。

コlTえ))ら友ま ~CJJ夕、主!t i 立 ~~:f" J 、牧でやや{~五い。野線と日小牧の!iij(ふ丸VJH\灼には 50km Iまど高計れており

しかし両日 fJiïでも主主べっと tちるように，似体数cっさ芝吋j-\") ~ll~i-ゴj要閣に fkl しでは同支社でかなり共j毘している ο どれ

らの ζ 止からも iîlJ二留の!]討には， ~r;伎の地域1{~ijJ として f出向台、包切るほどのiiJ11皆なJにはないといっ℃よいであ

数
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ろう。
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したがってぷj主主主F佼も B~.lX変動が jtき心

弘治'<1至宝時期もずれている今 lil同ト-- "-.，，イの

そのままのかか F;でlL\i:Zずるわけに結巣を，

はいかないっ

ところで，

また守号、)'j(のおい'i.t;:/J\牧，型ftて芯な fまH~哨tあり，

際などì]11;]L~試験的について 3 秋 9 月ないし10

Fi必 36 ト F'~-7 "，'/繍)完投のトドマツオオアブラのヰ;

数寄(iミネ!の jít移(五* 9 , 10月の資料より〉
Percentag:e f)f trees attacked 匤 駘lltumIl plotted 
a.gai:nst ye乱rs after planting , 

n の訴をfょにおける寄生本の年次捻，停をみる

と hlU&後 4 、 .9 年間はそのほとんどがs 的、

にサ…ベイの対象 lこ選んだ、 5 "',.-' 7 !!:f の;別立?

25 

絞ヨ ~ :; 
~ s 旬2.0

鵜織;ぃ

議
央

てl'^~てカ~ 2096 Et.L (-ご Y主し，てし、るとと j.)ムオコ/):\

$ 
V子

D 9

門
川
川
川
一
一
J
い
川

8
1
1
川
d
J
I
(
T
(川

ミ

Fiぼg. 3幻7 詩却地↑日!レ/みうfT万;Jの!う〉卜j-"~-.?'ツオオアフブ台ラの J三J

Suユrv母YS on 仁hεyτr‘odo-匂4五r ilp汁hid iτnf巴statîOl口lS 匤 various di日tricts

of I況t口kk王偽昌 i<1 o.
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るGζれに対し 5 ?6以下lま，アブラムシの佼入初販の段階か10年以上経過した時点iとみられ，密度の低い

ミ喜茂別 iま ζ の範砲にはいる (Fig. 36)。なおs す"でに報告しであるのでくわしいととは省略するが，本総

(枯街宣量》生長室置， 被安ヌての分布)は， その林地の総ji~l体数ないし生怠そを皮より， 寄生2弘 幸与

ll~件ll支，が1答錦部Jζ特iζ~題{系があり?おおまかにみれば機栽後の寄己主率の推移によって決定される。そし

てその際， Jt，:数寄生率 20% I立，;汚徐主主夜中Ùjぷの 1 つのÆ;準にもなっているくLl! l:::l, 196862); 197366))。し

たがって，ここではトドマツオオアプラの被答よりみた危険池帯の地域区分という意↓!ぷも含めて，;;js:数寄

生本をもとに地域的発生型の比較検討を試みたc

F竑. 37 (ま， このような級l;í， ÌJ三ら各地域の翻査結泉を整ま翌したものである。 これから次のような ζ とが

指摘できる。

く 1) 道夫:の札幌地方〈野札民ソJ\牧， .窓庭，厚真3 潟変造林地数26. 以下向じ〉では，翻変地の85%

がみ;数~t生率 20巧以ととなっており， 会く寄生のみられない主主は 1 か所ちみつかっていない。 ζの地方

は全般に務皮がおく，激寒地といわれてきたことが，この総菜にもよえあらわれ、ている。

(2) これに対し， j長室地方〈虫〉では窓生ヰが 1 本も発見されておらず9 また稚内地方〈縫凡夫梅，

浜市ふ別， 8) では含アブラムシの分布は認められたが，調査地の 75% が寄住本 5% 以下で， 20% をとえ

る地はみられていない。

(8) オホ，ツク沿JtÆOJ雄武p 興部地方(9)になるんがJ半数は 5%以下む寄生率であるが，主主部地じま

にやや容さと2容の高い造林地が散イi二ずるようになり， 2096以上の地が 1 か所みられている。

(4) j泣F誌の黒松内以南地方(今会~ )\，.雰， i曾仏1，磁鈴， 10) ではp 寄生をうけていない造林地はない

が9 同じく壬i生数が 596P)'Fで， 20タぷを ζ える地がやはり l かjifrjぅ弘主主武，興部地方と類似した結果主が得

られている。しかし後iζ述べるように，その発生経過2 原因は念く奨なったものと:与えられる。

(5) 激怒地帯とみられる道夫地)iでも，海放のi弱いj欝雲核地区(12)1となると，襟i高約 800m 以上(l詩

雲l淡(1)) 1こは寄生が発見されず， 700~~800m の地域()選雲峡(2 ))では約 30% が寄生 0，間じく 30;討が

5%以下で，寄生率2096以上の地はないむ:姦茂日目地区(8) も向様 l乙，襟;お 600~800m の地では約即応が

5%以下で， 205ちをとえる地はみられていない。

ではなぜ，とのような発生機相のちがいがみられるのか，その原因として大きくみで温度など気象条件

ム構î&J;tllなど林分条件の 2 つの望書闘の影響がヨ5Aえられる。

Eまず極度の影響として，之訪〉ら今下F白j

くれる上，その後の日台生tttt11.の予告 jtfも遅延い経i設世代数が少なくなる。たとえば， ïìlJi己主tr支別と 5.~8

月 rlnの温度条件が同じ滋内地方などでは，月配|三虫の世代数はせいぜい 3 ~-4 世代とみられ， 札幌73辺地に

くらべ少なくとも 2 11十代 iliJ後少なし個体数の増大はいちじるしく:fJ1líliiJされる。さらに低混の根袋地方で

は3 今回は分布がl恋認されていなし、が，たとえ生息しているとしても p ほとんど個体数の婚がJは期待でき

fよし、 c

とのようなことから， 4 凡ないし 5 月から 8 なまでむゲC 以と〈発7考零 1，';\1ま 3 0 C 前後〉の月、iλ均気設誌

の穣算成 ('';f重の泌最術数〉をと「て、みると， 今回の謂f工主IQ中， t.良窓， 1'j1\内.)Cぷu.~浜I立Y1IJ，雄武， m哲

郎~ }ID~峡， 喜:茂別の君主Jtjlはすべて 400 C 以ドで(ただし~1-P引の寸知立 40~~450 じの問)， 特i乙窓口i:ø全

くみいだされなかった絞室で lま :WC 以下であり，その他は 45"C 以上となっている (Fig. 38)。とのこ

とから，こ 400 C 以下の地域は湿度の i主iからみて発育繁殖に不通な総議 450 C 以 iニ{J:好条
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の これに対し，苫小牧，聖子幌jlftî地区では，最も街j皮がおまる植栽後 5 C'~ 7 

は1， 000 内外(トドマツ lo;;t;~り 1r占l体数) lCì之 L" ま

でいて， rrJu省の間 lご)11;本的な奈はみられていない。

に|渇しでもかなり共通し

3) トドマツオオアブラのえj2i~~ l1l発生設として会発7f，繁鐙s 分散が好条件lこ行われ?大部分の造林地が

植え去後 5 ~，~ 6 年前後には本数寄生L~主 2096 をこえ吃皮がおまる地fiも これに反し京 協;誌のため:かから安;

への俗体Iff増殖がいちじるしく抑制され，あるいは存性51の産卵がほとんど不可能であるなど2 きわめて

低密度の状態に保持されている地籍，およびその中間ないし移行上自衛s の 3 つに区長ドできる。

4) これらは， 4n ないし 5 月から 8 月までの 5C C 以上の J'J 平均気込の積算皮〈…穫の議最指数)によ

って，おおよそ地;i;，区分を1I うととができる。すなわち， ζ の積算滋度が 450 C J夕、_Lの地が第 1 の Hlr胤

40QC 以下が策 2 のjむ!?であり p また後援はiめ除要否の~'U)と基準となる本数寄生率 20%の線をこえるおそ

れがないことから2 被害よりみた安全地帯，これに対し i前者は危険地位;，といえる。

5) 危険地帯lζj認する地域においても，孤立状の造体地など林分条件のいÌ!'んによっては，アブラムシの

佼入定着がおくれ，寄生がひろがらないまま2 低空i';反の状態で経i換している地もみられる。

3. 1蕗{本数変動の特徴と変動薬関

3--1噌 密度を規制している要閣

トドマツオオアブラは， トドマツの iili材;と密接な関連をもって住ìiliHIl域与を拡大， 'ílÆ体数を増大してきた

害虫とみられ， しかも被害のまんえんした地慌では，ほほ怪常的な発生を続けている。 ζ の点pi左折兵'ffi

発生をするような他の多くの森林昆虫とは矛その発悠のしかたが大きく災なっているといえる。

これらの造林地におりる本径の俗体童文の変動は，挙節的には，毛主の幹母Jぷ虫溺から秋の有性虫の成51.期

までのrs~ と，それ以降PIl取を総て翠呑の斡母成zki正月に至る間と，それぞれ向裂の曲線を泌さ p 長期作N変動

も，総裁後 6 .'~ 7 年前後をどーク iこlOif 自 E誌には低下するという，とれまた山訟の曲線与を函i く。このよう

なきわだった特徴をもっトドマツオオアブラの，ある**地における個体群密良止を決定いその変動を大き

く規制しているものとして，次の 3 つの主主閣をあげる乙とができる。

まず第 11と，食物となる!守主林木の条件である。本滋の安三とはB 主として機栽後10年ぐらいまで伊樹高

にして 2m古íJ後までのトドマツ幼歯吉本に絞ら才L，それf)、との林コ十こにはほとんど寄生しなくなる。これはす

でに述べたように(I， 3-1 の袋入物潔的な政汁摂食隠安ん ヰこの~+.予言にともなう樹体成分， (栄幾分)

び)変化にもとづくものとみられ9 したがって本が大きくなるふ寄生の制約にぶって密j交が低下するとと

もに， j 責主主後 H'~.15 年ぐらいで，その林地のアブラムシ個体若手はほとんど消滅する。

第 2t乙地境灼にみた気象条件の影響で，右、から叉までの気温の低い地域予すなわち 4 凡ないし 5 }j か

ら 8 }jま?の 5"C 以上の/j 平均気品の穏や浪ρ~ 400 C 以 F のととろでは歩 齢、とt;:uø 走塁滋世代数が少なく

なる関係で，↑弱体数の域大がいちじるしく抑制される。さらに秋，有性虫の発予言， iilißll Jt!Jが低誌の地お，

たとえば様可 700m �Jf5': fLl:.のあ海抜地などでは，ほとんどift"$iJ長行うことができず3P3f皮が O 近くまで

低下する。これらの地域ではきわめて低い僚j支のまま経過し9 またこのような気象条件は，地域によって

は発京f，繁?;!li ø継続手不 -iiJ1iをとして，分布そ制限する要因ともなるの

1$ 31ま，機栽j也の林分条件の影響である。 校皮が]lrよJ く激25地帯といわれる地域においても p 周辺が (t弘樹

穏の森林iととりかとまれているような地ではp アブラムシの佼入定着がおくれ，そのため寄生とがひろがら

ず筏皮もあまり r@J まらないうちに， うけて主主皮が低下する。
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f劉{本数の象車lfi変動とまド変動との関係3.-2. 

うけながらも，それではなせさアブフムシの侵入定着後ーある時期までは{肉体数がこのよう

増加を続t/1 以後減少するようになるのであろうか。

ずi/J\牧99(ろ)宇野1!1ji!，38( 1), 39( 1 )の 3 試験j告についてp あらためで15--祭賞pjJ1JV:街fi[の年変動をみてみ

ると (Fig. 39, 40)，いずれの時点の筏皮もはりめは急激に橋大しているが(野様はこの時期の調査長欠

減少レてもまた i 界するなど密度の下降が他のザー宣iìlζ\1~ 6 月()コ筏Lítはその後検ばい状態を)1\ずか，く)，

くらべてゆるい。しかるに玄 8 月，特iζ秋10月は俊彦:がどーク iζ浅 Lてからの減少が大きい。いいかえる

8JL 10月と急iとなるのとのととは，春から夏への涜j交

々の後小さくなり (Fíg. 41)，とれに)z'H乏から秋までの筏皮

と 9 ヰf.E正ili!Jの IÍl Irlのかょこちが 6 月でよ止もゆるく

アブラムシrの後入初期で大きし!二年十点ら

後 fJJTいちじるしく大きくなるためであるさわめてパ、ちく pりJjlJlではほとんどみら才しないか，減少 iお

(F�. 4沿っその結泉，手手r~."T*羽の密I皇，が， rTJ訟ではみ~:，~>>~i弘中加では秋遂容，後期では忠lょく春となる c

中ンU? ~)(から翌春までの i邸主33〔の変動(;J:， F竑. 39, 40 のそれぞれの備を l 年ずらして比絞してみれば

わかるように，春/秋の驚度 iむの11ûHま次第にンえさくなっていく傾向が認められる (Fi♂ 43)。このため伏

のi的安減少率のJ13大7)'捕われるようなかたちとなり p ギ千の託支変動をゆるやかにしている。

結局， j図体お(0)季節変動が，アブラムシの佼入初期では，森くJ'ff.， M ・9 秋，秋〉翌春というかたちをと

たどり， rjJ>>Jjにおいては) :{fくJ夏，りながらも，務~主主閣の密1!lE:1t:1 JJiI jJわにき

なってF 様;まいから減少に転L そし，:::後期で~;;t， {i:く友， }芝〉秋s 車iく〈務となるが，

秋の減少iふがいるじるしく火きくなる関係で，f2}皮lがf.々下降てをたどる。
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Fig.40 よみ挙郊5J1jにみた密度:の年変動
(君子l限38(1) ， 89(1)) 

i¥nnual changes of the aphid populat�n 
densities in each seasou (Nopporo 38(1) , 
3ヲ (1)) ‘

051.品開四み田}田由占叫品同町」一品
Ye� }:手皮 1ヨ63 64 65 66 67 68 69 均 71 '72 

也被仏経2柄数 (1) (2: (J) 叫)印刷 (7) (自訪れ〔り
Yeas aft~r p閥、ting

Fìg‘ 39 名ト季節男iHとみた密度の年変動
(苫小牧99(ろ))

Annual chang白S of the aphid population 
densities in 開ch season ; spring, summer 
and 旦utumn (Tomakorn品i 99(b)). 



@首ji\~問

@軒幌
。寸 39~ 1) 。

務 283 号

2.0 

0

5

2

1

 

1

h

n

u

n

u

a

n

U

 

8

開
門
口
苅
寸
吾
川
門
的
結
度
比
〈
封
敏
)

宮
司
封
明0
2
2
3
a
H
aち
0
4混
血

林業試験場研究報告

ハ
\;ψJIll 

- 50-

ハ
U

ハ
U

ハ
υ

ハ
υ

ハU

ハυ

ハ
υ
"
h
d

今
4
T
e

2
6
け
8
R
胤
の
窃
農
の
増
加
率
(
対
独
)

(
ω市
岡
山
町U}
ω山
崎
。
」
U
C一
C
O
辺
市
一
コ
ι
0品
中
。
。
←
の
ぼ 3 4 5 6 7 8 9 10 

植戦後経過年叡
Nu of years alter pl制tlng
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Fig. 41 春 (6m~夏(8 月〉間の;増殖率の

年次変化(苫小牧99(ろL 野総38(1) ‘
39(1)) 

( ) t立兵常高温の年 (1967， 1972年)
Rat忠告 of population increase of the 
aphid from June to August in rel仕

tion to the number of y巴ars 乱fter

planting. 
( ) ﾌndicates year with unusual. high 
temp邑ratures in summer, 
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5 1000 

Fig. 44 6 月の密度と 6n から 8 月へのi詰:殖率との関
係〈苫小牧的(ろ)，野校38(1) ， 39(1)) 
数字iま呉常高協の年

RelatioIlship between tﾌle population density in 
June and the rate of population increa,se from 
JUlle to August (Tomakomaì 的(b) 含 Nopporo

38(1), 39(1)). 
Numerals indicate years with unusual high 
temperatures in surnmer. 
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Fig. 43 産卵による綴皮の増加率と秋(千j悩
目玉成虫〉~j容(幹母成虫) flflの密度比
の年次変化〈野総38 (1))

Annual changes 匤 r品tios of 日ggsJ

adult sexuales and adult fundatricesl 
品dult s思xuales popul且tíons (Nopporo 
38(1)) 。

4 

67 

イ国体数の変動望書関3叩-3.

(1 ) 

6 )'3の按皮が高くなると若手 6 月から夏 8 月にかけて(JI;ìi*数は増大するが，このi習の個体鮮の増殖率は予

小さくなり，両者の問には rYl らかに逆比例的関係》すなわら密度に依存した増殖ヰ去の低下という現象がみ

られている。興味のあるとと lじ地域の異なる苫ノト牧，野1誌においても，また林分の異なる野線38( 1 ), 
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39( 1)においても，向者の間iC Ii1J…のi支線?な係が iU られており C.O)関係がこれらのttt~，ご共渡したかなり

普遜的滋象ヴある lことがわかる(日蕊. 44) 。

容から史;まで、(i)j諮剤、滋校を'みると， 幹 HJ:Jj立 ~t~による!主 T-主:が(むの t副知)2 倍以 jこと大きい潟係もきうっ

て， 6 えから 7 )1にかけて慨体数が;アルtに i湾大し， ，t しそのまま玄立で胎生虫の繁殖が継続されれば~ +t、

Aくと;土いえまだ 1封 116 も IJ 、さ すぐにその収容力 (carryìng c乱開city) を必える密度;.r.:速し

てしまうことが予滋され記。し，かるに;t乙筏では第 21立 ft8f: 立す i ド約に有怨裂を出現之させ，その分散によっ

て寄生木における街皮の自己規~f.t!J jj1rj'われる ο と二れはその時点-C(D~&;E交には ψ与銀関係で，むしろそれ以

降に予想される寄生密度のいちじるしい増大をあら iハじめ緩和するための密皮t川怖とみることができる。

し、三t 6 へ"8 ;g ITGO)i生，立総J!J~(0 J%i jJ日系を Dr，

Dr江 4γxPγ

dr， 芸子生;ヰ;の拡大〉れを fヤとすると，

F有弘!O)対数をとると，

log Dr目 10.[( dr 十 10.[( P ,. 

と log Dr と ]ogPγ との i1自にはU主総長i係が成りたち， 止jてIl夜!交に々訪日本i土記El二の拡大卒lζ 比例

してifi，にしていることがわかる (Fig. 45) 。 ζ のことは log dr がほぼーだというととでもあり，事実 dr

。C)~l与も!ま I~t'[司じ filí となっている。

は苫;j\牧，草子院とを:dι2 üiJ訟のイルずはわち議イ(01] ~ごみた君子it密

Fig. 45 6 .,. 8 月間の窓生の拡大率
との関係
数学は異常iLI慌の年
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このようにおから変への個体若手密度の増大lむ寄生密度を高めるというかたちでなし -[413#詩文~iE\~の移

動も合め， ::tとして ζ れら有域型の分散による寄生0)1広大によって行われているといえよう。

一方p 寄生擦の治大は苦手生 7王寺自瓦;視の，および何掛か存在しているとみられる抵抗性のある林水への移

動，分散E与を高め，死亡磁をf駄目合せる関係、で，需主主の拡大卒の低下，ひいては増%1率の低下をまねく。

つまり Fig. 46 iこ示されているように，寄生の拡大E容が苦手生率に依存して低下していることが，結果的i乙

i議議率のそを皮依存的低下という現象をひきおこしているものと之飢えられる。

ただここで見逃してはならないもう 1 つ重姿な現象は，夏季の奥常高温o)f6毛筆で，似体数の季節変動が

7 月ピーク型を示す年では，乙れら J諮硲率一読皮，寄生の拡大卒一容5t:!界関係からのずれが大きし密皮

の場加がいちじるしく抑制されていることである(苫/ト牧の 1972年?野l慢の 1967年の例〉。との場合3 植

主~後の年1iíえが着くノドが小さいHiHま，地際のI足元部分あるいは共生しているトピイロケアりの作った土災内

に移動してf\%~Aの影響を緩和しうるのであるが， JKが;三きくなると，寄生315位が柱&斡の..L ßlíや校i乙限定さ

れてくるので含こうした高視を回避する行動がとれない。

異常高泊の勾:は例年かおきにあらわれるのがふつうであり，このため仁記の例のごとく，容去とが拡大さ

れ，土器摘率が低下しはじめる後半期の段階で，一度:は乙うしたrW6ifu1の影響による j昌獄率の抑制長うける可

能性があり，これが密度の減少与を一筋促進させる療関にもなる。

なお，允iこ土色ベた増強2容の;;~皮依存性という点からみて，アブラムシの侵入初期では密度が低いのでi襲

五ili取は;えきし密度がjY'l]ま寸た中期では増殖三容が低 iごするとしても s その後漢皮がfj五くなれば滋殖~tl.ふ

たたび増大するはずである。実際に Fígω41 (前掲) (とみられるように，後期で犠狐率は上昇の傾向を示

すが，ここで奥常尚iH!lのff饗をうけて大:ý，仰と低下してしまっている。したがって，もしとのような気象重要

閣の関与のtなければ，ぜt::1:***が食物条件として不適当になるという決定的な制約をうけるまでは， *問Ê[

ヰ;qj:波JESの変動をし，密度の低下をお!復するような動きがみられるものと滋われる。

(2) 夏~秋開の変動婆図

亙 8 月から秋10)] までの íHJ;とは， /j台生虫の lltf\;; と長終の有性虫の!JJ 代が含まれ， ζ のうち後者の Ut代i主

的生がなく死亡… a方の経過をたどるため，個体数は減少するのがふつうである。しかるに，アブラムシの

佼入初版ではその減少がほとんどみられず，以後次第に減少のE芝公が大きくなっていっている。このこと

から，初期には小さく，寄生の進展あるいは林木の生長とともに作用の強まる夜間が，との闘の密p}t変動

iと Ðl く関与していることがわかる Q

その死亡要因の，t体をなすとみられるのはヌ紋であるが，託子会終予 JTlì.. 食虫ともに秋における 1'Í'iI支はそれ

ほど大きくない。 lノかし需主lと対する椙対街皮(天敵/袋三との街度Jりを求めると，他の季節にくらべて

潟ししかも年とともに漸次あまってしぺ傾向が認められる(苫小牧 Fig. 12，野幌町ι21 参照)。さ

らに野授の例でiふ容とí=.蜂/寄主の密度上七と夏~秋関心(悶体数の減少療との閣には，ぶj者の備がI高まれば

後授は大きくなるといった相対応する関係さえみられている(前掲， Fig. 22) 。

乙のように， 31i:放がかなり重要な役割を演じているとみてよいがp その作用もしくは活動を助長促滋し

ているものとしてョ然木の生長lこともなうアリとの共生関係の変化， おいびw;主主A11位の制約の問題があ

る。すなわち》水が大きくなると土爽を作るトビイロケアリとの共生率が低下すると，アブラムシの寄生

部が放に移ってくるので，一uだによる保護も局限され，天放の攻撃もうけやすくなる。とのJL 侵入初期

の木iJl小さいr!司は，アブラムシの寄生部がほとんどすこ爽iとおおわれる関係でp たんに天散の攻撃だけでな
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<. ，年;符や嵐などの気象長!閣の告訴緩も絞平n され，そのι!::{T2ドノ主?認める!京間になっているように思われる。

(3) 

こ σ)fl別立年十[世代(J)11 ，:tz と lNHあ fi，卵によぺて\{イ);@J主主A力L1 L~ その後の主主冬，ふイヒ，幼:Í!，""!&::.1(へと

綴;&1するにじだがし入死亡が絞ら1 され，手;皮 ~i{)tま少していく。このうち産卵にもとづく徒，'!交の増加本は，

してZ{_1fv; し~ ~&\皮が%まる f 上自加率は低下する(前総， Fiι25)。政卵Rr1g~i~ ~立本主!と {ih

{国体会ぢけ，校先lζ波紋しで産卵 ;j る首位があり) 1Wli;j( il!i]の干渉が大きいのしたがって， \~勺芝が.!~~1 j し 1 と他

の木ヘ移動分散するfEû体の '~tt!J'i~が多くなるが， i*対立ではその|燦の死!こマネはかなりおいとみられ，とれが~J.{~~

もたらしているものに〆与えられる。

ζ のような R!iWI1 W!伎にもとづく )!f)i [J Alltd(の校W;，.(J)級官kは， KENNEDY and CLAWLilY (1967)28¥ DlXON 

(1970)') などのいう f/;n おき集合(己paced吋mt aggregation) 主主主:似した凶↓;象といえ， 1ヰ;肢の [1 ê;~/jJ古rJ 0) 

1 つのあらわれとみるととができょう。しかし， (，j鈎の分散と iむ様， ζ のととによヮですfJ二林水 iニでの

されるが， JÛlJ支 n，';l休訴としてみた滋合， ft'， ji半数の増大Lt)<:ð く抑制さ

をまねく jjx{閃;ζ もなっている G

なお，乙のfjJjJtJJi C Jt ~;i';低拐のËf.弊が加わると関泌~t\はいちじるしく低 Fl，渋皮依存吹からのずれを大

きく Tるという現象がみられている。その l~tR~手Tttrl~の ft~pí )tJj における災汀\;泌正 lliねると，お1"f[低下は

…;民大きくなる。

;火 lじ 3lj'v付" J手r&:EüfUjの夜L'iE.の減少ヰらすなわら死亡~tくは，中'Í'fU幼虫の9El~?~i~(応じて変動レており，

これに最も日浅く関与している怒阪として，託子::t~+~の tfi3員があげられる。これはふr にの fl;j! 料、:HYがタヒ滅してし

まうからでもあるが，乙 割合は，アブラムシの侵入わJJþJ の;本:が小さいときに多く， rjl 

iVJから後J羽 iこかけて次第に少なくなる。

給対~ g主l]jJ による 侵入初期はおi盗色火、くが~ -)むJ皇;が低いので多分 I~，'J く， る

r-tJ ;tþJ で低T し，後期でふたたび"{'Ú くなる。 ζれに対し，卵~斡fす成虫!mの死亡率は， fJJ Jt'j で大きく， r!lj羽

から後期にかけて漸次IJ\ さくなぷ。 しかしながら，初期においては特 iCi;f/[:7!との tH日午がいので，約者

にくらべ後者の憶がiよる;〉iζ/にさく，そのitlj耳J:~ とともに :Wí:.たしていっているものと

忍われる。

3-4. 要約と結論

\}L1:., ~食料;Jむにおけるトドマツオオずプうのííl!l体数変動と変動袈国を総出してみるム， Table 2fi のど

ふく袈民1できる n それぞれの手当J~あるいは寄生のfV次滋移の名段階で， îl'Ijj;、変動会支配する姿iえ]にちが

いがあっても p とれら任過して f正してillTIfμ の行為.\i， ;;6熊毛t: ;JJ~ j~fii 1 しているのは食物条刊とみられ.ζれに

対する手1? として 0)対応、のしかたいかんが， ~J~突の m\i休数の変動 ~L 大きく民放されているように応われる。

/};:1盛(::l:il<.ノマ作物である林水 iこゾEl'. しながら， (1 :m'.[tJ条{'Hとよって，食物が Ií1:(兵j

lこ 'ffiUt~J (C 0~\ くおljiíえされている。すなわち，造林泡において寄生， ;3i食〈7 きるのは槌裁後10イドくらいまでの

林本であり，そのl誌においても木の;1 ム;立にユもなう i抗f郎伎の限定歩 ~1~:!二でさない抵抗tJ:.似体の存ずr:，守子

と[ニ午、の杭:慣と，たえず食物条約二の影1やむう{づる。若手から夏への有刻刻?あるいは波lJ[JIPJ iこ〆ぷける段Jìi':f!f'iz

などによる 42 こうし士'食物条約A と [\g;主したうぷ!交の U c'jI{rli!Jもしくは n !~前均ムいえるが， fこだ

このようなかたちで寄史rÆ;}'U二でのイ[/;1休t!?fの序給与t:{'tl紅しながらも‘ うりん守口1:の拡大!とともなう寄生木の

制約， 7 

C , とれまた食物条件の影務で，似体:Hlの 1寺山主j省大をい 13 じるしく低下



~ 54- 林業試験場研究報告祭 283 号

Tabl日 25. トいずツオオアブラの倒体数の変動経過と変動N!悶の作潟機構

Population change:唱 of the T、odo剛fir aphid 乱nd factors responsible 
for th巴m ln young Todoイir p.1札口t乳tions

年変動
Annual change 

1) 姿悶の作用による f図体数の檎〈ート)，減(ー)，その数i立1'1淡を表わす。
2) アブラムシ侵入後の窃，;"，捻移り区分〈トドマツ総裁後が]10'平日まで〉。
3) (1){まず了性rtUíX;IÙ~ 1�P (liﾌ'l Jji[:j WD 0 

(2)は jJ)l~斡母成虫J説。

主要因の作用告助長，
もしくは阻害する主要因
F.札ctor・s associat把d
with actions of main 
factors 

食物〈寄生木)の制約
RestrictJon of fo仁 d

supply 
く Lt-"1'-"_'後期〈一 r>

アリとの共生関係，食物
〈寄生節(立)の制約

Effect ()f attendant 
ants, r巴strktion o:f 
f官官dìng part on a tree 
く初]Jお(十)，

r:þr~後期〈“)>

食物(寄生木〕の制約
Restriction of food 
supply 

く〈一)>

食物〈容j千部位〉の制約
良一己striction of fe巴仁1ing
p乱rt on a tre{三

く後Äìj( 一)>

特殊主要因
Special 

factors 

autuぼm

く(一)>

降雨
Heavy 

r註infall
くぐう>

1) Increase (一1--) or decrease (ー) of population and compariso且 of pop111ation densit冾s between the two 
succeSS1Ve seasons. 

2) Aphid population trend during ahut 10 yeam after planting (;an be div禔ed into tbree phases. 
Early per卲d : t110 first 2~3 years after aph1d invasion; Middle poriod : the next 3~4 years : Late 

per10品: the 'ast 3~4 years. 
3) (1) Ovipos咜ion per卲d (21 Period from eggs deposlted to 品dult funda trices 

させる給泉をまねいている。したがってp 林水の生長lとともなってやがては訪れる決だがJな食物の制約も

考えると芳本務 l土増殖可能な )ìfi Lノい生怠地を求めて移住しないl浪り?稔の~t存，発授は緩めない。オト1援の

有麹裂が*皮iとは無関係に》 しかも産手数:の最も多い i持母の子l1t代(第 2 IJti七回) iと築 rtl的に発'=t するの

も，たんに寄主材:;t:jこの{til定規制というよりも p こうした種の存続という内在的な華客求にもとづいた説家

とみるべきであろう。

WAY や DlXON らは，その jQの iiJf1ピかられi体問の F-j!ji や競争など滋内関係が， アブラムシ溺斜:'11干の

密ri1.調節iζ基本的な役割与是非していると主張 (WAY ， 19685引 ; 'lhy 乱nd BANKS , 19675�1 ; 196855); ¥VAY 

and CAMMEL1-, 197057); 197}581; DIXON , 1970-1); DJXON 乱nd ょVfACKEY， 1合7051 ; DIXON and LOGAN, 19727)) , 

久野 (1ヲ72)31九伊濃く1973)釦〉らも，との説を支持している。
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υかし， WAY らけをに VYAY and CAMMELL, 1971加)のいう設";I~~の変動にともなっ J!jI子数， 司l 惣lliIの

三ν

寸，

には ~[(IDiな窓1;:長をもっているが，これを，

ょこ変動機燃をa允どる場合が

{こそ1のどとく活i!Jì吉本の叡13:依 f{十七irf.淑められ，そのJ:\\lt1i1 の )êÎ';Mが'ff:-t林水にお[ブ I:J 己規制:ご

あったとしても， よってもたらされた現象である。しかもこの

ような ÊI i::J};1初ないし (1 �3 M,iFrl'í ;(Jl !l!j 材、 11::rι CD.?ヌにつながるのは， されゾどし、る m

だけであって， までに主主る。その意味でも，

本的{とレている姿凶 l立食物主主併であるョとみてよいであろう。

天然!j:稔幼紛のI!i新地で iふ天然ï~DfJíが総く!浪り， 才しており p iZ林地，のど

とく 1m体i-}ì~O) *f~1減，をまねくようなととはない。しかし9 手j主林水グ)/]二主主守j，総主主橋治的:511J民主主やイthi討1認の

混交による移動分!設の!主笠?など，やはり食物慾得ぞめぐった死亡率が)('~3 い。したが{て， ζ れら天然史

~WJむでは，さらに天散の fpt号も}][Iわって，きわめて低い筏l交のま し，いわばようやく:なiIを続けて

いる tX~怒となっている。

その他の変動禁隠のうら気象条件，特にfÌlii皮条件 {i ，者E~互のれ.hJ識変動という紙切よからみればp その泌の

レベルぞとたたし， 1f.. j三分イfjを制限する裂回ともなって蕊婆な主主球をもっている心しか[ノながら~ ~Jt\ 

発育，滋煎iと漆 いては，その影響は子;尽されるほどーベきくない。それは，世代が

~Î く繁j夜カも大きくて， しやすいというアブラムシ類の一孔l主的な *:j悦Aのほか;こ9 ヌド

認可7lまト t'-'イロケアリと じようにfG <., ζ れらがれムるニ:Lヨむとよって{糸lti.# <.~れながら !U;g して

いるためと考えられる。 したがって友 ;"1i; 0)~常高羽0)影響さえも，木が大きく

され，:L爽のや立後与をあまりうけなくなが3 たときにのみ強くあらわれ，オてが小さい!閣はその影響を脳波して

いる。 ιれに対しs 有Hゴ点の発fT， E長卵J留における気象条件の影畿は，好投市〈が校Yê~こ移行している関係

で，子十三の大きさやγ リ 0)保援との関連はうすし、。しかも)Vb'j反応、 lとより有W 去の tH~0!月ij，産卵期がi見定さ

オLているとともあっザC ， とのI上告別の異常:if'id!ifdふ波紋密!i\l~与を低 r させる JJ子rぱ!になる。 として{間体

数の変動J:!Iれと問題iこなるのは， ζ の 2li，だけといえる。

次lζ天般の子IHJ;ま，務か ほとんど問題とならないが，秋口コ減

少ん!Jiとは， ;ff主にす干するね対滋1.ミもおまり， をしているとみられる。この桜台においても，努

主記者!l {![Qコ制約と共生しているトピイロケアリの保護の間j誌が関連しヲ太が火きくなると，これらにもとづ

く くなるのマ，その作用は -'H奇抜まるの

いダ才t~としても，気象， .ベ散といったーがy~アプラムシd;J食物条約三とは花関係lこf'tiiTl じているとみられる

張図が3 寄生郊の限定，それにともなう行動の制約あるいは共生しているアリの仮設効果の減殺という間

綴~o)Iì}して，食物条干i と密接に結びついて作用しており 3 こ CDl:'~ '� といえる o ，本躍の

似体;数が檎î&i交 6 .~'-~ 7 午前後をピーク iこ下降をたどるのも含実はこうした食物条約二の底技庁j J 間接的影響

にもとづいているとみることが守きょう。

結局， トドマツ 1 オアブラが食物条i'r: 0) î'制約をあまりうけずに， H ;J.JJW;ljないしr.J 己総凶そ通し

て'fWl体群~&?l交の安定，[l::/di5Q 11.るのは， 協議後 6 ,,_ 7 年前後までマ ct) る。 したがって， このようなよ:い迭

j休 :l1llが穏 f1j続して次々に:長11えされていけば芦三M設は気25ミ，天敵といっ を回避



- 56 … 林業試験場研究報告第 28345

もしくは軽減しながら， 滋内関係にもとづいた密度調節により安定した偲{本群を永線的に保持していけ

る。

トドマツオオアブラは，かつては天然林内に散在した稚幼械のみを鮮とし，きわめて制限されだ食物条

件下でかろうじて生存を総持してきたものと忍われる。そしてたまたま定住できた数少ない好適な地〈だ

とえばi容体i也〉においても，一時の繁栄をうるだけで絶滅するという燈史をくりかえし，そとでは，ただ

毎年定期的(c新たな移住泌を求めて飛びたつ:釘趨虫によって，稜としての存続が保証されていたともいえ

る。

しかし近年の造林地の増大は，その援交をーやえさせた。毎年数万 ha iとおよ必トドマツの新総造林;とよ

り，オ'(種はたやすく好適な移住地が得られ，つぎつぎに{遺体数を土器大させていくことができた。北海道に

おいて，本穏がトド?ツ幼齢造林地の最大の害虫!となるに:Eった務自も，ことにあるといえるであろう〉

lli. 多型の出現機構

ト F7 ツオオアブラを含め，一般にアブラムシ類にみられる多却のうち， f同体i洋動態と関連して特lと議

妥な:意味をもっているのは，有魁裂の胎生雌虫と有tl，虫(i1flßP1在虫と雄氏〉の出現の問題である。 ζれら

のき1の出現機構は!1:ô.J弘主主態的 lご，あるいは種の適応，進化といっためiからも多大の関心がもたれ，これ

まぜに多くの穏について実験検討が加えられてきた (LEES， 196683) ; HrLLJl Rrs LAMBE叫 196691 ほか)Q

これらの災験は，ほとんどすべて農作物など:察本に寄生するアブラムシを対象としたものであるが，その

結果をみると，それぞれの裂の!日現!こ関与する要因は必ずしも…必定なものではなく，また共通したE要因が

あってもその反応のしかたが異なるなど，穏によってかなりのちがいがみられている。

この点トドマツオオアブラは，材;*の， しかも斡校iζ幸寄生するという特異iねな生活様式42 もったアブラ

ムシであり， したがって多1訟の出現!と関しても，当然ζ れまでの実験ー例とは異なっ

れた。そのため野外観察と予備実験をもと lじます必要因の袈箆を行う一方，実験過程で認められた次のよ

うな問綴点，すなわち供試材料や飼11:)条件によって反応に相違が生ずることがある ζ と，いくつかの芸空間

が複雑に関迷し合っている場合があること，などの点を考慮にいれ，これらの条件，主要悶をひとつひとつ

士見定しなが るよう努めた。

とのぷうにして1967年から 1973"トにわた円て行われた一連の研究の実験条件に関しては，それぞれの攻

で述べるとして，はじめに各実忠実に共;惑した飼育， ~Jif験JI訟p 供試材料の Ib~~護だけについてふれておく。

1. 3定験材料と方法

供;えJ訟の餌としては，庁ßií G C!11 iìíj後のトドマツ 1 年生1'\'1 ;jミを管ビン iご7]<.さししたものと，宿高 12~13

cm 前後の 2 年生白'ボそ鉢杉[えしたものを使用した。これらの筒/いますべて事業的に育成されたものをそ

のまま用い，また鉢t:ill:えの際;立堆胞を混入しただけてfイL"ÿ:肥料はN~ っていない。このうち前者は幼虫の飯

資のみでp 足立!ちになってからは後者で総脊した。

水さし簡では，幼虫は 4 --5 TIJíまで飼育でき，それ以上になると 3 齢lと透した1酒若手 1二から移動する個

体がでてくる。これらのf汚水で少tJ くとももう 1 üt代創立できることから，これは必ずしも餌不足にもと

づくものでなく p 生息空間が小さい関係で，夜皮が高いとイ国{本郊の十渉をうけ，別なコロニ←与をつくるた

めの老齢幼虫の内的な移動が助長されるためではないかと考えられた。いずれにしても有遡裂の判定が可

能になる 3 齢までであれば， 10頭前後まで飼育できたが，しかしi程度を問題lとする実験そをのぞいては，す



ドマツオオアブラの!fI;j体野五J)~ と t;~~リ 0) rb#iな:湾(!ll L.1) 巧
，e

p口

ベて l::{: (J) wノドに4iiJi前後とし含特に席、予すよ':11 jlJN，卵紋の羽交が必援な場合 iふ 1 j必ずつの分出it飼育そ{J- つ

ている ο 入、 .f;.， l.'~ 
/)-'し。、ッ たる あったが， あ

るいはほ代間にわたる妥協の累積効果などや検討する湯合にのみU'jHLt: o íJt ，iil: r[l のぷヨレ17ip 鉢植え筒

ともに，実験的体の移動告さげるため，すべて }jヘゼのおおいそしたプラスチックの円筒で隔月!t し穴"

;定数にあたヮては，供試.'1\の前舷条件を ;りとする J在、i弘、もあって，原則として斡m より y1fL必: 15" C , 15 

時間日誌で *íî告がふrWf した似体酬をJH い，必裂によおじト 1 然日長，その他の1]長l1)f il"iJで飼育した俗体も加えて比

絞検討を行っている。その際，イJt試-'-Üば必ずらがてたかl資系統の個体を組み合わψt-t , 

を使用することはさげたο

SJ)~@定びJ大部分;ま3 た:010m 2 の恒淑ガラス議で*施したハfJ H処滋は 7Wの

た45X45X5:S cm3 の f情緒売を用いて行い， とのj会合羽二十、 v) :1i: ~rJやふせくG ため， 日 rwばとびらそ l対汝じてい

る ο とのほか~ wtr幕のおおいそをつけ士ガラスのおUE品構色一引;1MH した。

號 ';'3il, fuKl休;の1Vの判定は，有主JU誌については 3 齢になると内:民ご主lHf がよ説話 11でき安易であっ土が， )迄卵

雌i廷は幼虫H討はもちろん，成.rtになっても 2 外部形擦で iまfJtì生雌3( と完全lとほ加しえないことが安心そ

のためすべて休P'lを解約してずf ったcζの方法によれば，ふつう 3 齢ないし成虫になると両者がはっきり

12:;'31] しうる。しか Lノ s たよえば沼;良処到の;t_èi!j会民間 4緩から tJf~予された子主の l~{5 (, 1 M:� d:. L[;し…部はf'n

Yß.4(となるような場合，その境自の(同体はしばしば災~ìj~ t:.;発育Jをし，成~Iょになってからかなり廷し、日数釘

予言しないと， きないととがあ勺た。 さらに平日台半卵!tの個体は~Iili手羽問の*iJ)Hとならな

いと日台生虫と区別しえないなど，時には成虫になってから 1 か月以 J::~fl]資 C， .c判だしたものもあるのした

がって，とのよろな例のみられた実験は，たいてい 2 窃， :) n] と何Ihjかくりかえし実験不，行って，はじめ

て信頼しうる資料が符られている。

2、 荷主費総主主雌虫の出現機構

2 1. 野外における有飽き訟の出現縫過

ヌ!(:f，'fi())有明飴d:'. iU{ 'j\ Oiたtu (;t ，札限付近では 6 j'lト̂ 'ti]から 7 月 ぞれ以降

はほとん Yみろわなくなる。 1、ab1e 26 ~ま，担y授においマほほ 20 8 おきに寄t;寸こから魚、に絞袋 L たアブ

ラム:'/について，そ した結果で lちるリとのよj奈においては‘そのH寺l;i，では玄だ有切羽 fと

なるかどうか判定できない多数のし 2 鈴~tが省かれでおり，まだ成虫になった手段月~Þ， tJ寄生木にとどま

っているものが少ないなど，そのiI\現〆容を iE彼 lこ表わし犬ものでぱなし、。しかしいずれにしても 1 fJ台 !-j_:~ 点

TabJe 26, 野外iとおけるわのí@B合裂しれ1\ ~\;，絞 iめと 11'，涜滋(好般， 196211) 

Appearance of alate v叝giuoparae 111 the fi巴ld

日U@ J笠月 11 No調.査of個a体ph数id13s 告RA131fTat fb 
らみ d人~Ê }1I (予告)

ミcmarks

ょ〆とJど

Date Alatac alatae 

vl… 20 140 1.10 30 21.4 

も官 -.-13 76 73 .3、 J. ヲ

Y盟~._. 7 115 115 

�'lf[--30 ヲ6 96 。

1) 3 織J.J J-_についての

Exc1uding 1 st and 2 nd inst呂fS and adu1t alatae wh兤h had already departed. 
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の合、勉忍uま，その大部分がi'fS 2 没代日 IC ，そして--..lW)第 3 世代民 IC発生するだけでヲその後の世代ではみ

8 J1 にもまれ!と干引遡虫が発生している乙とが磯かめられられていない。 fこ fごしこれまでの主f外続療で~1: ~ 

ている。

オ::;f.重の有遡給金:Ji.:iÉ虫のとj 現l主役代によってきまっていζ のような野外における発生経過をみる限り，

る，すなわち内患j的な要因にもとづくものと考えられる。しかしながら，他方たとえば室内鈎湾では第 3

世代以降でも有滋裂がかなり出現するなど，その他必ずしもそうとはいいきれない事例も多今観察されて

いる。以下， ζ のJ立を fjJï らかにすべく行われた一途の実験結果について， 1，民次述べてし、くことにしたい。

日:畏の影響2-2. 

Ù:1 J}~t土日長時間と筏綾な関係があり?日台~l二雌虫を短目処l:-1ll.すると，次 f世代

ず担ble 27. 日長時間と有鎚目台生、総虫のお現率の推移(卒半焼 1 器官11 よりEl長処斑， 150C) 

Proportion of a1at乱e among the offspring produc己 d by the 1 st, 2 nd and 
3 rd generations 色xposed cont�uously toγarious day-lengt.hs at 150C 
(Investigated by rε乱ri開 nlぱhers in isol抗ion and the叝 offspri時 i口 groups

of 3 to 5 from hirth) 

後で述べるように，
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トドマ、ノオオアブラの 1111\本政劾銭と多加の dl羽泌総 (LL! LJ) �9 

.'J:H立ヂn生虫となる Q Lかし柄、応はし哨~ {ζ fii ヨ処治安けってふク次 Eよイ>t.:民(究 2 W:代目〉は)j{i与.J誌なたとなる

力むこれ，ム l " 0 沼らに自然条件下ごは， u l~Jt 郊のぷ:も災い災

五前後l<~常総裂が多く 11\ 3)討hるむこれらのぎとから tjj~~mにも 131ミH在日 nが関 ij. I ノているのではな

いかと怒\)1':: され5- (火の c)"，~古本 1t った υ

すなわち， 日 lil: 11 fi!V!tL 1:i1!: 時間， lS 昨日-u ヲ 18 時間 CD 4 処翌TI V~ ， :.{'j" ，~n {~.しで自然:lもミ主力uえ， 1計JtHt

lS 0 C で幹ßJ: U虻L~Üより 4 Ut 代にわた r ノて総 Ì:ik; ~7~ 7#J ~ 11\司法〉十号~:品 ζ した o

そのも~!Rはすable 27 にぶしてめるように， 11 日1fm].. 131/4!'j;}ff郊の1"1 糸!!j:Tでしし後J5 でごく、わ言:か潟

恕ささの H\取がみられただけ '1: ðうる ωに/沿い 15if)f !Hj， 18待問の5;， 11 f長では多 'NE 乙 3 jJ!:ff~f"けでな

く 3 第 4[jt代自にもほぼIHJ じようにおい五;、:?~(~、千I怒j裂が LL~:g:~ レ亡いるロまた対日むのほ i~t~ H jミの ~.-{!:î二仰とおい

ても~ tf!r 2~ 第 3 込U'\ でギj;湿:J11三すはほとんどさ芝らヂ，お 4 こ rJ つでも，かなり夜ÿjE訟のと1授がみら

れている。

と乙ろでいま~ � :~g: 下iJiCト耐における じれ 5 ttt代 Ei も加える〉についてp それぞれの江主体

カヨ .ffi子容れたCib :'lヒした) ;J E!をもとにして 9 千J溺IT~~ili ~5ß ->i~(のミ手術社'jlílÝ多令みでみるふ， Fiι47 のどと

く，臼;告の iヨ長時間〈日 iij から日入去でのl待問〉が151時間以下になる 7 JJ rt' {I]仁、、り 、〆 F

8 Jj ，:IJ ，下街にはほとパノど出現 lパよくなっ亡し、引ととがわかる。

次!こ， ζ の実験そもと!として行われたもう]つの;I;f験結果が， F�. 48 ~こぶしてあるつ 心れは告ら試条約

74はまったく Iffjlン172 た .".:'.'~i呼応 H~\からでな U 第 2 -ill代および第 4 iJJ代の l 除虫からト\ J~~~j 1mぞ変え

〈ぞれまでは自然!ヨ長λ 次段代、の有羽 :~i_~_;;ネを:ìi~1量ましたものである。供試36:は名処:Eij)とも 4 似体で，その

勺戸均{古て:;'.:;j; し fこっ

このi)'gJから切らかなように， I~l 然の ll{之忠告知が設も長く，わ%p:fncD cl~! ~Qヰ1の i{{1い 6 fj ~c$ :952 

1 約三日より 14日前払 131九時閣の綬 t:1処主主ぞずると， 1ミヨ処1若手あるいは (1 然 u 災 F とくら

s 

ト 2 …イ
"“ 3 ----j 

ト市町 i， ω…ベ

》子 tョ

Fig, 47 ã 然 lヨよz 戸の渓代飼育におけるず[認裂の11\
さíJ経滋と 11'吸不 (15 0C，お長ft寺f/Jj tま口出から
n;ヘ2勺でのH'jli\1)

1ミ邑lationship b日tween day-length and the apｭ
pearance of al品tae under n乱tura! ìJlumln品tion

at 150C. Th記 day-length denotes from sunｭ
r﨎e to sunset. 

。

J事

-♂ 

::-U 

lC、

Fig. 48 tfs 2 tlt代1 ii-f~4tH代 Q) 1 11ヶ;虫 gよりIl

:立処J::T:!じたときの次日i‘代以〈第:3， 5 上
{(~11) のお溺
ijh試lil;l始弓 H ~J%(~: 2 げずには V1~4"'._~.6o ?n 
'*点はVIT 22 、 "'24) お，Jft' 15 0 Cつ

上'roportion of alatae <iHloIlg the off 
spring produced by the 2 nd and 4 th 
g日neratioτ13 exposed to varﾍous d註y­
l日ngths 呂 t 15"C. 
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史認型不ははるかに減少し"また送iこ，自然日長が短くなり，有認U51の!l1現2容が低くなる 7Wt、句から 8 月

にかけてs 第 4t世代虫を fpj G く l 齢5はより 1611与閣の:ß'i: 8処』宣告行うと，次 i世代虫の:布刻型率はかなり I荷く

なゥている。なお，前者の第 2i長代Jなを 131/4H寺初の匁日処躍した場合，一部(約205'-6)窓卵雌虫も出現し

た7')らとれははぶいてある。

以上のi給架から，有刻翠!の d'l現は世代によって決っているわけではなく，少なくとも日長の影響をうけ

ている，ないしは短日下ではその発生が抑制されるとみてよいであろう c ただし，この場合の生主主の抑制

作用は3 綴子閥にわたる累積効果とみられ，単白色tft内では発現しない。

とれらの実験でp そのほか見逃してならない現象が 2 つある。その 1 つは> ri'íjl二 [':1 然日長ド、の条件、で

も，室内飼育の実験{Líj休群では野外の自然個体鮮にくらべ有主主主2の出現率がかなり高し野外では発生の

少なくなる第 3 i段代，あるいはほとんどみられない第 4 !ll、代目においても p 多くの有趨~I;~が t!'，現している

ととである。 ζれらの実験TIま，似として銭高 6 cm j'jíï後 0)/ふさな 1 年生前、/にを水さししてHlい，とれに

4 頭前後のアブラムシ会 1 齢虫より主主化させている c したがって， ζ のような簡の条件あるいは苦手住吉野皮

も，有惣裂の 1+\現 lと関係があるように思える。

もう 1 つは， Table 27 の日長15時間の実験結果lζ駁著:な例が示されているが， 似体によってその i子虫

のずj慾型のHl浅率 lご 3 時 iζ大きなちがいがみられることである。これは供試条件陀気がつかない相違があ

ったというより，ある主~flç 1と立すする反応;と 1tì!]体設があるためと考えられる。このような生渡的もしくは遺

伝的!と1l%J!rな飽体の存在は，偲体'fr.r変動iこも霊安な意味合もっていると忠われるが，それとともに乙うし

た実験に際して，この);~~!.ζ特に注意深い況慾が必要である ζ とぞ示している。

2-3. こみあい (crowding) の影響

アブラムシの密j支が高くなると脊麹迎がlij現3 増加するという報告が多い。 LEES (1966)83) はこのよう

な現象を，有魁0Wl視に関する crowding r巴sponse (こみあい反応〉と称しているが， 允~C t是起された

設E!ミ密度の問題も含め， ζ の点を検討するため以下の'}iJ殺を行った 3

実験 1 : 1t治虫より注予底部まで単独分離飼育した 1~1体と) 4 1iJ~ の群飼育した ff/ìl体の，次世代!RiJ)有麹

裂の/!:lJ;見ネ〔綴のこみあいの影響、) c 

実験 II : J授は}弘治分離飼育した個体会j丹い e 了子J主 ii" 1 隊より単独分離， 1f:f.餓湾 C 4!t目前後の集合飼育〉

したときの干'JY:EZí'Hとなる 4~ (子のとみあいの影響〕。

fた絞III : *1波立 において，子虫の飼育iヰiP!1: 与を l'í'í アド 1 本当り1， 2 , 4 , 8 l:1flとした場合の有題担になる

燕〔宮子生密度との関係〕。

ゴミ験IV: 1 鈴虫を出生:後 2 ii , 3 U , 4 11, 5 1] (1 齢余溺問)の沼，単独飼育した後，若手 (4 ï決〉飼

育へ，これとは逆IC ， ;t;z::: îH!ôJ育した後，単独与J苦手 iと移行させたときの有滋梨になる率[齢期との関係〕。

J与した，すべて日長 15 時間，も号、度15 0 C ア飼育rjJ の綴{本(第 6 r"第 8 tltft) を供試 L，同条件 i、で実験し

た。まに反応の偲体涯をのぞくため，実験 I をのぞ、くと，たとえば間一線の子虫を一部は単独へ叫部は

若手へと分けたように(実験 ll)，それぞれ 4 休の綴の子~l(を各処理に配分していさ。

実験 1 r~恋 一括しですable 28 Iご示し与てある。的認のE:I えの影響に関する実験結果

1ii分離鈎育〉からも推察できたように，滋!!lt代が単Jl主か， 1洋れないし集合してfi 円?こかによって， 子ill:代

のずj麹型7千三 iC ß'ーがなく， ùíJ議のお;休からもお!じように多数の有麹裂が出現している(実験日。

とれに対し，子虫を i 歯'~!i1_から単独分離飼育すると歩:ff:Stl裂になる率はいちじるしく低ドする
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Tahlc 28. 手j 泡立!Iの ilEEíと士、iするとみあい (crowding) (i)影務(日 JJ.: 15 h , 15"(;) 

.Eff色ct of rcaring either th巴lIloth巴rs 01" offspring � cr口、vds on th日 proportìon

(Jf alata己 developing 乱mong the offsprir尽く品t 150C and 15 h day) 

ト F-7 ツえオアブラの 1[(;1 !本R:f. HUl怨ぐ亡率5:1の !:U羽機構 (\Li 口)
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，0~t~:~:JJ.の個体2去を考滋して，供試fò!i本(親) )3lj ~ぶ子j， O)記長選l_li;;むを lq~~6~ した。
飼育i:í:J 1ζ~îf37ET~、した似体がdちる。

‘-てiì二〉

どの~Jù台 1 I~Qずつ単独分河刊W~l支そかヌナょ実験では(災被1lI)歩H)υ さらに主i{jTq:

8 百点のチnJt lii'j で U.授がみられず，いずれも多〈の1"nnnwがしで4 , 2 1 く有麹I~~ とならなかコたがョ

いる。

とれらのブミ号完結架から，本経:の有巡裂の a~!3îはおJの，ないしは成~Iúþj の v みあい反応にもとづくもので

しかも校総溺における反応とみられ，その際1!1([:~ ~~; ß交の主IJìさというより，当iはなく，様子された子点の，

3，!l:Ú'群れぞなしJているか，いいかえると他の備体力~;{:J犯するかl?かとい弓間体11'11 の Hl :LJ:関与ミ(j昔、!~~i反応〕

が，ギf)ólj~;りの，b3'売に関与しているように必、われるの

守守刻t~目立 3 齢;となると?形成された鎚芥え6肉阪でも議)J1jできる ο したがって抱?の決定ば，ぞれ以前の

2 齢1tJH乙行われるわけであるが，実験IVの結集から，その時期が 1 齢認可の後半;とあるこがわかる (Fig

3 f1, !t守;之 4 l'!H. LiとでよU:~生後 2 EJ 関税鈎手ぎしただけマ;土有湖沼ほほとんど出王将lせず，すなわち，49) 。

1, 
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l:t:生後の目線
トlo. of d ヨys after birih 

Fig_ 4.9 出生後の単独および群 CH兵H'll
f)J'日数と右下』主主のi:!:l現存〈との関係
〔各氏供試数 4 事iÚQコ平均儀， 自主Z15
h, 150C) 

Relat綷nship betwe巴n p邑rcent註ge of 
alata巴 developÍl1g and th記 number of 
days rearεd i.n CTowds (in groups of 
four) or s絜gly after th色 birth (at 
150C and 1511 day) 号

ると多数の有郊訟が生ずる (Fig. 49, J:.図〉。とれとは

逆iじ 最初J 2 Hlmだけ単独分数飼育しでも有・趨Il'H土多

く混濁するが， 3 E1続けると 3 齢まで単独飼育を継続し

たものと問機，ほとんど有慾裂は出現しなくなる (Fig.

49，下図)。つまり主主麹の臨界期は 150 む においては

出生後 3 U 自頃にあるとみられsζ の時点マ他の{間体が

ff:(:tすれば，おそらくその接触刺激により協の形成が促

進されるが， j単独であれば生態が抑制されるものと添わ

~ハマ
-41.1"",;:.,) Q 

2...4. 食物の影響

食物〈栄之も)条件の影響をみるための実験としては，

寄生*1'交を:!\)î大させる，意識的にM~~食させる p 人仁i飼料

をIiJ いる 9 などいくつかの方法がある。 しかしことで

は， 7Jくさし諸に約 1 か月聞にわたりアブラムシを寄去さ

せた古い表弱磁と， IT:Î~JIlから掘りとったばかりの新鮮な

健全商とを餌とした飼育実験iとよりョ荷者の政:絞検討を

行った (Table 29) 。

実験 uま予備的lζ実施したものであるが，自然防長の

条件下でほとんど者怨型の l:l:\ :st しなくなる 8 月 i二，'-.r[1勾 IC 出生した 1 主主弱j'í'jを用いて群飼育した

と ζ ろヲギ'fJtil~の W:tJiU-転がさわめて!?i治、、った。との場合，対照として縫会街での っていな

常iζ高いことがわかろう。

い。しかし Fig. 4� (!Ì切のより， 8 月 f主れの有主Nj'f~l}，~{立多くて 10~6絞皮とみれるととから， ζ の絡が呉

Table 29. 前週更さの 11\混IC対する食物条件の影響 (150 C) 

Effect of deterﾎoration in the quality of aphids' food on th記
proportion of alata記 developing (at 150C) 

災験
忍xperimen i:

No. 

衰弱街
P日teríorating
S己ed1íngs

II 

健全 1~
Fresh 
S記edlillgs

手~.期主1率〈タt5)
96 alatae 

'一，.-， ，、
Jοe 。

j
 

l
 

(
 

11 35.5 

( 3 ~.. 4 ) 41 80.4 

( 1 ) 

(3 へ 4 ) 

8.3 

7 ヲ 62 , 5 

く主主〉 笑l淡工は自然自殺 (8 月上~中古]!.:[:れの i 齢Et; ヰイエ試)， IU立 s 長15h 0 

Exper匇ent No. :1. was conductとd under natural illumination in Allgust when 司uite a few a]呂tae
d.eveloped on fresh seedlings (See Fig. 55). In e苫periment No. 1I aphids were reared under a long 
day (15 h) condit卲n. 



命的一

単独分隊 úm 'f'守と抑制 iノ?とぞ行っている

.f;l:t~，虫飼育去しでも 3696 のものが脊盟

、 i、~マツ f オアブラジ木許可怒と多Z訟の !~H~:YJ:機構〈山 [1)

波紋 11 はこのl0 をよりくわしく検討するため， 河者の iyt 本で，

( CI J乏 151町k9 ，主lJ\S 15"C)o その患者*j 衰弱総長餓とした滋 i~{ま，

/に htt-cとの ζ とから，裂となり，さらにJキーかj I守では 80;士J と )(.ms分がイj 述mとなっている。

惑化すると有泌f訟の出現が促ì:i1 されるといってよいであろコ α

内的察関2~5. 

I'~J じ胎生[者1"'1であっても，定書冬卵からふ化した幹母iふ議ü3Ø したl清水でいかに j!'f悶下手を行って

とならない。とれに対しUl 2 tlt 代~I~(ふ健全i討を汁~::J:1J. j315.F j; を飼育において色符総771 グ) t1:1~ :~T~1わが ;.\.15 し

けるギj主N.'3上務自j]'f.fとあまり 2たらないとし'う給51:!:がぬられでいる Cl'able 30) 。 すなわオ，)，よr; 2 

とみあいの影響ないしは密皮とは紋関係とみられs と 0))ヘ:; iぷh代以降の)j{J)~ぶ虫とは質的にかのお:!St~ふ

なり lrjl-なっ"ているといえよう Q

う記lζ手1・i滋~~~r:1j ~im~と関する翁i{ヰ;廷の i潟認にふれたが，これも内的立た凶l-Cr*1 ;m した 1 ':)，))現象とみられる。

ただしこの滋合，同ーの緩から有刻裂を35 くどld\ ずる fl主体と 9 ほとんど産 l:l:\ しない(副主とがじているこ

また :_9 くのアブラムシt:l:l ~ζ くいといコた系紙!のf:j:;(しはなし 3 ょう iと辺、えるつとから E イj 史oタjの i れやすい，

11\ 院しにくいといわれているが (NODA， 19604心 LEE8， 196(33)) , で?イi燭主1('xl況から

おいてはそのようた現象ば五乱められす 1 1~:ft)沼郡の j丸と[8l織に多数の符ふI]~'fが ili f!~ L ている (Table 31) 。

Table 30働 務 232有 3 "Ìせ代~t( を単独，群(:3 1"  5 ilJ!)飼 [5J. したと;号の有迎型

のぷ1]~，ヰ! (下l ÿJ\f:lIÆ， 15"C) 
Effect of isolatio混 乱nd crowding on th日 proportìOl1 of 品lat品位 developìng

in th巴 2 nd and :3 rd (at 150C) 
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Table 31. 組が有怨型， ln~主Hlfiのときの子虫の有惣~の出現率

Rel乱tion of for.m of th日 parent to the proportion of alatae 

dev色loping among the offspring 

6. 7 

49. 7 

第 3 (毅)
よ‘J .37 , 5 22 

3rd 2 26 3 23 , 5 24 
(P品r.ent) 3 18 る.3 24 
一節 4 (子〉 J 24 4, () 21 
4th 
(Offspring) i i[L 吋 i 17‘ 6 

(�) 自然およむ 150 C 。子!Í(は 4ï員約後の宮干鈎資。
Reared in groups of 3 to 4 百nder natural illuminat�n al 150C. 

2-6. 善悪約と考察

~ 

惣
alatae 

42.9 

30.0 

66. 7 

46首 5

3 12, 0 

3 11 副 I

10 2ヲ.4

12, 5 

16, 3 

以 iての結果を総指してみると，斡ド]、すなわち第 l lli:tt!誌は F いかなる条件でも必ず無惣裂でp 有遡型と

はならないが，第 2 世代虫以降は，親ttt代から長 IJ処理をうけていることが有麹製の発生を促がす前提条

件となる。しかし次に，これらの子虫が 1 鈴虫時代， 'Il下れもしくは集合しているかどうか2 また食物，栄

いか惑いかによって，有感裂になる率l土大きく変り，条件のよい鎮で単独，孤立的に生活して

いるときはほとんど有趨忍とならず， じて寄生しているときは大部分が有姻裂と

なる。ただし第 2 �!: fï;虫だけは~ ~1:字母より短日下におかれない限りヲこうした条件に無関係に多数の有麹

裂が出現ずる。したがって，幹九lならびに第 21世代EÈzt立，その後のI:lt代の胎 !::t虫とは生渡的!C泉質な特性

を有していると考えられ，またとれら有趨裂の iU現!こ関与するいずれの繋臨も絶対的条件，すなわちただ

i つの妥協によってその!日現の有無は決定されず9 たがいに総j!ßしあっているといえよう。

ととろで，聖子タトの自然条件下ではp ぷ種の干抗議日台生雌虫は，大部分が第 2t投1ft ， --)拡が.?l} 3 tltft: lC発注

するだけで，その後の世代ではほとんど出現していない。iJ然日 l;'f-Fでの家内鏡予言においてはp 日長時間

が15時~1'より次第に先立くなるにつれ了T趨裂の lJl:及本 l立後かに低 F してはいくカら しかしとのような日 jえの

影響も， までには3':勺ていない。また*1室lふふつう親を中心lと J-;ゑ，特

に::rj~鋭幼虫l土jお絞的密lζ集合して，いわゆるコロニーを形成しており，孤立的 iこ単独で生活していること

はまれである。それにもかかわられ野外~-では三室内剣脊の場合と災なり， :!1，E4 !it代以降に有主i1li'1の出現が

ほとんどみられなくなるのは3 両者のi誌のj食物条件の柏途 iともとづいているように}rJ、える。

すなわち~ :.&1内飼育JU の ;1えさし的は，たとえ新鮮な縫合lげを使}刊しでも 9 食物条件としては必ずしも好

越とはいえず，そのため有感~~_l~ の日m\\il l促進されやすい。これに対レ野外の林斗こは，アブラムジ自体の生

怠空間も大きしその寄生によってかんたんに栄養条件が慈{じしな t. ì とみられ，乙うした好適な食物条約二



トドマ Y オオ「ブラのfTIl0:ll't.[i)J怒と多裂の三~!Jßi築構 (Ll-l [j) 向 65 ~-

下lζ;るってはョ日 という条件づけとあいまって， ffJ;lli~I;). UlJI'!.t c隠するとみあい、の発現が抑制

~:~れるのマはないか}_..:ユ与えられる。

アブラムンミ:Dの1j0m裂の ìbおlど関与する袈刻としては，こみあい (crowding入食物(寄主泌物ω栄

成分，水分合 t&) ，共!t ア1)との関係> ÆU主 ~I ふおよび内的要因(滋特異性，系統， ffi1~ のtt1)などが

釘l られている (LEI:s ， 196 f:ì 'l3勺小)1じ 1972似〉。 このうち， 多くのか立寸了認められ，殺も基本的な袈[2，1 とみ

店ノ*"Lているのが予 こみあいの影裂である (NODA , 1958岳部 JOHNSON， 19(522); 196(23); LEES , 19(683) ; 

CLARK 巴t 呂1.， 19(73); TOBA et 8 1., 1(6750); WAY, 19(854); WA Y  and CAMMELL, 1(7057); j可Ill， 196(26); 

SUAW , 1970姉)47); DIXON 品nd GLEN. 1971fJ) iま泊，)。と :ナる有 0imμコ l.b :Ji~機構は，とみ;むし、そ通

じた儲{本将:!i i'Mjo.刈.jQp[!k刺激 :ζ止了 i滋レているとみられs したがって矧休日Zの談触が詰うれば，最小限度 2 俗体

の存在で応分すj‘滋裂は u吟:するといわれる (LEES ， 19663;1) )ο しかし_...-般には討j交がおまるとがj体lîti の

fi~ÆJ:k線路:が携が1するためか，有郊211の:J:'，坂本が高まる初jが多く，しかもそのl払穫によっては21宅街!交の

級からうされた子Ellではさらに有郊説本がおまるというき l世代間にわたる累積効良さえみられている

(SHAW, 197(46); 主主総. Wtl手~， 19'1138); D!X(m and GLF. N, 19'?l 6)) 。

しかしながら， LEES (1ヲ66戸別ち mfl必してい 6 ように，こうしたとみあい反応iふ滋のiLii!i ，1~2~主Lによっ

ι ， しているものとち-.!\_)やi尉却して住民しているよ3 のと守は当然Ittl:なってくるものと

fLlわれる。 ζ の);~: r ドマツオオアブラは， 1 J!~心木全体とレぐみれば必ずしもこみおいの程皮は渇くな

く，全1M体会おおいつくすような符!tはみられないがs 幹枝 /'C>I'玖ィ下しながら，部分，部分ではかなり療に

祭台したコ D ごいソ去作ってfトJ舌している。 l~.. 'たがってp 埼斗illi立本来，ぞ了ft2ii 勾~. !:U取に関するとみあい反応、は

Q~~J し j彩 2 次的な夜間 iこすぎないように思えn る o 交が増大しても有支@f'l3ドが変らす q また単独飼育

司会行っても然 2 ttJ:代~~l(~~ふまたそれ以降の仕上代でも餌の条件が怒けれJまかなりの有郊犯のW，現ぞみるの

l土 j (.OJ た bうとし、えよう。

ふれに対し:食物条件lむたとえば給食させると，あるいはど子主の水分合最が低下すると， Tï滋訟の 11\説

itl j)lí湾、まるなどのいj もあるが (NODA， 1956w ; 野別， 1959.18 ) ほか〉，このような場合は歩行による泌総娘

皮の増加の可能性もあり， また否定的な例もあって U.J:1:k8!jな影響と?るのは疑問視されている (LEES，

1966呂田;小)11 ， 1972姑〉 )p しかしトドマツオオアブラにおいては， lJ.i_Jdè鈍湾をしても， 条干の怒いlÌ!j: ?~C!n 

いると下1;1jj製本がし 113 じるしく高まるととから，その影響は底抜(/Jないし第 l 次的なものと考えてよいc

とれと GJ.k例はいくつか幸町号されている(JORNSON， 196(23); Su叩ERLANll ， 1969却)) 0 

22:iζ [:1 1ミn寺 Ii\JU:，有性虫の出現にとっては汲も?支援な安広i とみちれているが，有J務担出現にはほとんど

苦手勢がないとちれてし、忍。どれは怒 11 処主Eを行うとギ1';~:，点力i t~h現してしまうため~民iU 条件下の実験給与ミ

が符られなし川引とも関係しているようである。ぷ穏の湯fr，本í' flJ; 1 [tl偆 _S:;から 91J. [1 Vl1H立を;fj' うと，潟F:l T>ご

も 1合 qニ与をお.'c v-j る系統治q与られ， ζ 才しから iま とんど Ll:l :gî しないこと， ;J t，こ自然日」ミ?ごで i立予 7 

月， 8)'lとロ長!I"frmが漉くなるにで?才L有窓PtJの 1[':1完本が低下いその係ふた?とぴ長 ilFにもどすと次 Utfl~:

.11. 0):有地ヰリネがなjまるここなごからやH~f t ノで HJえもかなりヰ:ー援な役割石~~ :l殺しているといえる。ただしこ

日;廷の影響ば~該uト代から次!JJ 代へ，つまり総子~t~:ìm した一科3 の探Trt効*とみられ，綴lIt代から

の日長時閣の短jヤカら了>jIHt:の有!iil I(} (1) 予告現在抑制j しているものと考えられる n このほ長時間のたi将iがさ

らにすすむと， ;fTi'1去が出現するようになるが， ζ うじて出現する必YlJI[惟虫がすべてÍ!!t組であることから

みてい 7j王将[Cつ総裁の分化が， 2:1;平:~Y'] ~乙 H 長fl!n認ないし)\';)バ性によってjてきく規定されているといってよ
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いであろう。

たに内的疑問としてH，手];11訟の出現 (MAcGILJ.fVRAY and ANDERSON, 1(5834)) , 

ギj泡裂からは釘郊て立が tB にくい (NODA， 1960叫))，あるいは務， r.þ鈴のま見の摩子しfこ子 ~t~-c

くなる〔松ふ樹t; ， 197037))，といった問題が提起されている。先iζ部べたこみあいの影響の累積効果

も，この 1 つにあげ。られよう。しかしながら p 本磁の第 2 世代虫にみられるような有刻裂のIiJ I.ßIご巴号する

奥1{{'~t) 言なわち他のIlt代虫との反応の湘議はb 他にほとんど例がなく，稜持災iI'Jな現象といえる。

LEES (1966)83) は，幹部からつまれた胎生続虫が〆白1少Et~を産子しうるようになるのに lむその後の経過

;世代数とは終J(l係に一‘定期間〈日数〉の経滋が必裂であり?これを ínterval timer と称した〈後述のど

とく， トドマツァ「オアブラでも会く!G:l じ現象がみられている〉。そして有沼郡の w日ょにも似たような現象

のみられる滋があり， ζみあい lにど文夫対tす;する J感j怠E受i性:

立冴裂の;出i巳:羽羽vネ+恭〈が 1.尚1υ吟lil)-i玄E る乙とを?報設紅イ子;;iiノている O トドマツオオアブラではp 幹母をjム点にその後のヨ数の経過と

ともに有怒!型の ijj羽ヰが低下していくととからp-J?Aこのi込の現象の存在があるようにもとれる c しかし

長目下におけばl諾い出現率を紋持!ノ続けるので，これが inte:rval t匇er によるとは考えられず，やはり

日長の影響とみた7すが妥当であろう。 LEES の災殺では日主義Jこ関しでは会くふれてないので， この点問題

がある。

いずれにしても，

させること lま 9

したい。

2i主代虫においてg こみあい，ないしは密度に無関係に多くのtX惣型を出現

わめて援姿な:意義を有しており，とのととについては没後でふれることに

なお， ζ のほかの姿[バとしてg 共生アりの影響は本君主ではあまり隠係がないようであり 9 また嵐広の影

響も p 少なくとも 15 時間日長， 200 C Q)長 11 高温下で多数のイう楚:j豆~の tB:3ょをみることから，

0.) と l 寸綴向 (LJlES ， 196633)) は認められていない。

アブラムシ郊の泌J引の分ィUC:関して JOHNSON 乱nd B1RKS (1臼60)部) 1ふ木米ブブラムシは;自F怒it~ とし

て発生の主主ずじ宅とたどるが， とすしが有;1l~の形成を抑えるような主主因の診饗をうけると似 ì~U道主主へときり

かえられると考えた。とれにおdノ， LEES (196の88) ~む アブラムシにはいくつかに分岐じていく発生の進

言じがあり p それが滋々な姿5誌の影響によるスイッずのきりかえによ vって一一者選一的な-jJ~の選択をたど

札 P10'J (mo:rph) が決さされるとした。その法本fl'Jな:与え方の栴迭はjPl ~ しでも，少なくとも鎚裂の分

化が，ある裂い!の影響、で何時約Jこ決定されているのではないという A( では共通約である。トドマツオオア

ブヲ;とおいても，ド1:EL こみあいといった ~î~O)袈阪に対、ずる反応を終ながら，高飽般のう)

化，形成がよ悠んでいるものと忠われる ο ただしこの場合予 ij:J予約な少:良一H会にもとづく個体殺があるだけで

なく 3 幹母からうまれたな}2 Uí: f\;!U とそれ以降の世代との問。ご，イ1母体 il'fとしてもとうした反応に大きなち

がいがみられるととが，きわめて特徴的な現象ともいえるであろう。

3, 帯住虫 (ff卵雌f丸縫虫) (j) 出玉売機構

3- 1, 野外ならびに自然防援下における出現経過

札燥においては，漆~j'ljt:m点がはじめてぬ羽〈出nつするのは百九 5~6 日 i九雄虫は 9A 1O~11 Ugl 

でp これらの d:\:i見守取は俗芸手ほほ一定しているのその l 例として2 有住l'.i}"l，の出現経過手::~野外の自然条約三

ドF飼育iとよりよ点j査した給J長会， Table 32 fとえ:_:レておいた c この査例にみられるように， 8}]Jニ~中

L-，了.，誌がすべてtI性虫となるのは， 8 rJ 20 日前後以降lζ
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'J、ah10 82‘ 野外の 13 然条11! トにおける手J"tt!むもの縫iD:Q (将校1 1973iド)
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1) 

その i回 ，t1: l~z "',;t_ H[~'l子数()) 1050 f人jパi あおお"立左京より数 l! おくれて nl 民 i.j~i:U 分::. l../i:{肉体か 1/)

るいはそれJ以下と少な<， !f与に S ノ 1 )，:~^ 9 )Jはじめに;どI とL した f~il体 (rr(~芋開始が 9 月 20 IJJになるもの〉

からは:三止んど益二出火れなくなる。 なお捻火i九五1，子治問の 1 1八J後す ìJ~わち '1 '，出始江);~:Jl からJll!]: i ノ

8.，r:j ーと1:uのものは μ;でくるの良子設は 8 月 jメíJよりも巾勾f 二れのfm;.もで多く，以後ふ允たび減少ずるが》

混むためこしても (20"' じをこ?と段 T-~i{は減少ずる -1'ablo 3 きょ照)， ド tUJコ、停のものは必ずしも低温に

よるみtT'主主の減少とはいいき i LTよいがj〆あるつというのは~ 1Etiliil になる、1. 滋子部1M'.!が{ご"るはずで:15 Z~ 

1)).~ 殺にi欠NJfこ短くなっていくからでおる。

その dl多民主主i誌泊l1該E ミをE去>_.-'バ沿:口í'ζU: ノ 7たニ f七む包ρ磁h凶条込{悦'Lf一二(一下1

);'!Çえ(frせには 31];タ!へと大さ ys. ちがし、がないl土， i1LE~~}とよ vコてやや)!ミなった /~Z~i認められるとしてもp

ぷがurノ治てi:]:i ;.~九γ自殺 11.[:. トーで宮;~:\y} したふ33)今すなわち〉泌)交 20':)) 15(:0 ~ 10οC じっ tfiì!勺

ほど午、よそれより誌は交が 5"(;γiてがるごとにがJ ;j 200 C で 9 月 G H と野外と下:く z:t. ~.つがなく 2るf]~j:，

またとしつI!I;' Jÿ日立 2 ヘ .3 H i!!J, R:'î史る。 ただい[出究開始 13 主主司の JI;立Jj自によって少しダ、つずれており B

itU!1えといりまじってtJ\ ~Y0 ずる ζ とがぬる o コ!l\JJi 1:1 n i)íJ殺のお j支 rーではほとんど II\J じであるが， lOcC 

ではMι]:Lz{，立 1 ぷもよU:~:マしない宝子されたご子会1がすべて有お d止なるのは、お :ÇJ よ、そ 20つ C -C' 8 )j 203 , 

150 C'C 8 ):11511 , 10" C で 7 20:ご~ iC したがH宇からで，主が{~くなるほどfムくなる。またいずれ

と同様，子開始が 9 Jl 20門前後になるものはF 必こ [1\] !J ~j孟くなって是正心コ 1~::'1rx ~とおし、て ι ，

もしく口、それ以 FIζi上\f し℃おり，主主Ell，9 )J JゴèU7~互いしそれS;')自 :Jのものにくら

こ ~it i:二日行トと 1121: く伝説it主L JF も 10もほとんど必J j73 れなくなるつええもおそくまて王子がみられ fてのはp

なよ::3ucつ f百三位までで， そ f川完;は E!1‘，が ff'われていない。

以とのお ~0~からみてp オリコ立の jSi'tt!Jzの !E涜{;~第 1 義l~l'J ';Cjl:，すなわちiJミiI守ぎ裂によるもの?はな

いかとさ~:~tj~，}ζ惣jJéで念る。乙の:具合， H1えはたんに段目 L10.! 包心U:\:.LJ~令決!Lしているだけでなく，栽

ζ れは干jγ;aE誌の il\~交安Yiá技規じ){fI J款にも 0:すらかの1;$容をi:]えているとみられる αZftlLE之も i労連はあるが，
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1、able 3:3. 依i包，自然、日長下における存性虫の出現経過(;jU\\l，)

AppearallC阜のf oviparae and males und己r natural i1lumin乱tion

at 10oC. 150C aれd 200C 
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I1 長と結びついてその出現Il守jザjや出現内務会修正して 1， "る 2 次li!]1~ .'?3!閃 c:考えら定しているのではなし

~l る。

問主主の影響qJ qo 

El 長時間と符位以の出現に隠する εよ:験 v際 LvC) 最も日"1混となった点は供試!I(のがJ1M.条件である。すな

L it. る路';Yf 日長時ITn，あるいは胎生虫 2 手J'rl 'ÍJ、の両者;;;:.隊 TずるFl長条件下]とお

げる r れらのi:I:l 渋ヰ之江どが， :m IJt代行、けでなくミさらにもう! i仕代郊の IH乏!fJnnJ WJj;.どはそのJ壬{~ユ下で主主~~

した lit代数によってもらがいがみられたと主であるcζ の点については後でj主パ、るが，ともかく iJ 長の影

警inCf%1 しでは， fjをお\~hQ') 条約二会一分fにしてまヂ比較検討するよ、裂が認められた。

15"C 0)'街並rlごにおける jit Ji'iJ 反」仏、(1) 

ζ とで l主幹HJ:(あるい l 土 ~W 2 i:tt代511 より 15 é} C~ _J_況のごとく供試~flによる反応の栴j:(( をのぞくため，

4 -~ (j IJtit;:晃代~Tj了pfぞを ii った本安供;えしたο 供tit数は 1 ，'" 6 {i)~件、で ， R'nずされ!~子点;訂以fピ 15f今I'i耳で下

員りとし、て 1 おおきに，必裂に応{ノては 1:~.f: H C. れをとりのぞき，それぞれl分隊飼育して子点のIWのや!?iTを行

現までっている。 H 災処践はすべ、て Jお~l:íi'[後の 1 鈴虫より主主ldz L ているが〉主!kJ去をはじめとか

3 齢なし、し成虫より，あるいば /ii':t前の親の体内にあるから処1裂したの}万一安日数在切らかにするため，

'};Illli告も，あわせて実施したものむある内

Fig, 50 ~乙....--拡張約して示しと設定したお長時間ならびに 1 I治虫より院長処潔した場合の実験結果:ìふ

12 [1.) 1.>引吟 1 __t.. I 
くこ'd-心。 し刀九(ノ，あるcζの図 lとみられるように， 11 長 13114 il寺1i \1J?J， -jごで

n弘 9 時 n\ìの短目下では縦Ijn立 1:11現せず， 0 時Iitì (全日r'f)でふたたびわすよ、かながら生ずる。日長がLj1!2~14

時間の隠では干Hl 'Í(と治生隊点の j'i1üガカ3 {:U]}~ し‘ しかも j~H になるほど役者のぬ〉れがおまる。ただし14時

郊ではLt!i5lzのみで夜J， pilitdo，の出現はみられていな v"o 日;震がJ4l/)1寺 0[，j ，t;}， J ,_ Q)民自になるとイJ位虫は l 滋も

しごく一郎j!J'!$IJI詐虫，(余砂j) では，となるが，出現せず，

町，-'い叩

L 1; l /.;) 0 

11:渓が 13時間以下の短日になると ， f1じ子数が減少 r る

世
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Fig. 50 H 長時間とイニ~I( (J) tI', IJ,ß\*,;, R'0 子主主との 11A 係(15')C)

Effect of day-lel1gth Ol1 the perc巴ntage of vi:rginopara巴，日viparae

and 111呂les produced and the numbeτof offsprin広 produc巴 d (礼t

15 0C) 争 In a11 cases the grand_parents were takel1 f.rom cnltures 
Iflaklt昌 ined in long 15 h days. 



このような日長i守閣の変化lと応じた

:苛性虫の /H:g~経過，民i現;~，産子数等

の変化;ま，允lζj主べたように自然F1 長，

1"'(' も認められ， r，IÕ者招来j"Jt\ずる結采

が得られているといえよう (Table 32, 

Fig. 51)。なお自然、 H fii:の条f4下で

~2::， :'J述、夜，虚子j諮問をi還して臼長時間

(j毎日少しずつ短くなっていくわけで

注うるが， こうした EI Jif:ìilfr滅の影機花関

しては， EHぇ 14 時間および 13 時間か

ら， 5 F:lどと iと 155}ずつ短~1\fJj LTいく

という ;*f設が行われている (Fig向 52) 。

らのものは 9 月 5 D l:i'li乙!日/上した似体o)ff&泡 IHミ

ー 70 ←一 休業試験場研究報告第 283 f'} 

Fig. 51 自然日長Tにおける有性虫の出現経過〈日長時
間は [111\ より日入までの時間〉

lミ邑latiol1ship between day-length and the appeanmce 
of oviparaεancl mal邑s uつder natural i1lumination 
旦t 150C_ Thεd乱y...I巴ngh denotes hours from sunrise 
to snl1set. 

日災14時間から1$T減したものは 8 月 15 日 jjül丸

flji\ lpJがみられたことで》特iこ 12時 i'HI.1，

吉正'flm の短日~^でばられが約半分iζ低

下 Lノており，

る。

も綬くなってい

にほぼ穏当しているといえるが， IJílGの場合は2 わずかに日台北除虫がtI'，現したものの大部分がら下[:!Ì\で，

夜子数も多く，後者では土佐虫が出現せず，浅一j主要文も少ないなど， 自然 Htiとの結果とよく一致していた。

J2.Uニ，ネ;穣の有thEtUi:切らかに H 主主l時間の怒絡にぶってrえ lλ その際温度 15G C においては，呂美131九

となる。しかし131í4~133九時間ではヲはじめに)j2í~;J~L:üがi'll:mい j 会 11";か

間
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F�. 52 日:良瀬減 (5 日どとに15分沼紛〉と有性虫のd:1羽海，

綾子数との関係(150C)

Percentag巳 of th忠告exual. forms produc邑d �l1d the number 
of offspril1g produced when the clay-length vms .r記dllc邑d by 
15 minutes eveτy 5 days 品t 150C_ 



?ト、 r ツオ宇アブラの úれ慾と手;，:~~誌の iJ\ 邸機憐 (11.]L) 71 守一

'rahle :'14. )波E~ [日1 処 F殺R与や引じ引!関j主封4司必:]ý治h :しレノτてL酬 えカかn らP践:下行羽日卵ド似附l段滋tじ挽:注? 仁 Lμペ土乞ï[{汀f

() iJ Íj;(Wtl ヘ

Ní仏l口011;巴佼r 0ωf d註y-日 τf巴七qψJ幻1日ω1βh 台‘ l f“or tぬh巴 fir、'st以ヤ 丘:つ)p抑e手託灯lげfan 仁印('え 。 f ovip品rae in 
the p:roge.lT:'l se汀 uenc(， aJter s�rt day' tr記at 1tlcn十日 star1:ed 111: EjOC 

C ) indicates a range , Theηarerüs were exposed to 13;; and 13 バ h days frorn hjrth on ward品 but

exposed to 骨 to 13X h ぇJ.ays from th記:; rd Înst剖、 or aduJt. 

Tablc 35. H処ならびに恵三[おおうし、てからずるま切の所経 n 奴 (15" C) 

No. ()f days 
品fter

parturition 

Numb巴r of day日 requircd :[01' the first appearancc ()f :rn.aJe::~ 1:0 the 
progeny s記quenc記己fter shorl: day treatments startcd 11t 15"じ

13.1/1 121/2 

3:3.3 
'.'，γ へ 31)

1) 13Xl1与ま U!t.l O::Oíj， 1 ;'， J/仰を江 fj EI 14 き iiiji;( 20 fJ より処HRo

2) () iJfiill 問。

ら 1m I゚1 ttiLk;�' !E(l U: されJ るよう l げなる。ところで日反応辺を!!ll kL;' LT から必 )1:1コヤ ~Üがはじめて Jtt子 3 れる℃主

での所!}E; H 立は， Table 34 iこ示、されているように， 13Ji1fj!j 羽以ードでは16U IWfJ、とあまり夜がはいがp

13JUf寺湖、 138九時間では23 , 30H と約 7 づ~コR:くなっており， とり)(とがとみれば j 交)とのとi 三 1I 当

日日で除去:ûW.!Ì'と]定日 1たの ril[j者がヂされる]芝山ともいえ k うっ「の t号令 15CC T-':では ;'t:il から 子開

始まで21 目的tえかか J毛ので、1:ヂ/'di 年!日J~). 亡のものは 3 齢ないし J.& lJ '.ilふり段目うして?民 j二さす!. /ホ子~l"

が潔Jjlß 出tm.'Íuときりかわる!日j/、い7)出品況を行勺ているっし '\~!r~'-1 もはじめ 2 ヘ .3 H ば，胎伝統 [1; して l:L\:rJ~1

ずる例が芸， ¥ t みその{tJi jfU が iJ[(、;!]:)，った。

丘二uがよii現ずるまで(}) F:J r妥日没(J， 1 りふ手足え した均台;立，悶y-~ Ll之とみら 1 のぞくと

すベナ34H ["']外で t ま i公公ごしているぐfabl日 35) 。レカ〉し 3 より処却するユ， この司が2妥結される o

C:{'l(，主総の γ とは JA:cD(止かに，見のぶ) +_、関係しているためとみられ干 した 7戸つでJρアペ、してか

らのηrHE ト、る，1-: }処去す持 h九がおそいほどい['，:}ょが多少おくれる符î.ihj はよ)ても，いずれも似た似点 Zミ

いあまり設がない。とれκヌJLぷ
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20 10 I 10 20 30 40 切 60 70 
足E霊前日数 I Ji!理後白書記
ぬ明 b肘町e lJays after. short day 

tre長tment

Fig. 53 続日処.f\lí.時間，処期時期と干f'性rR
のi'l'1現経過との淡i係。

Relation of sﾌlort day-l巴ngths and the 
deveJopmental stag日 8 tr回t巴d to the 
time of the switch to ov厓ara and male 
production in th杷 progeny 日記quence at 

150C. 

処理をうけても，それぞれの日長時間lとよって一定し

ている日数を経過した後に出現しており，と

に大きなちがいがあるといえよう。とれらの現象iあ

体内子、虫のある発生段階以前の個体は， すべて媛、臼処

理の影響をうけて産卵雌虫となるが，そのうちの特定

の発生段階にあるわずかな似体だけがiず虫とえZ る乙と

を窓味しているの ζれが，放E訟の lil~克lζlまヨ:長のみで

なく，線の臼齢も関係レてくる恐 IÌlと忠われる。

(2) 供試虫の前日霊条件のJ1~毛筆

Fig. 53 の日長 131九時間の笑!投例において3 出生

態後の 11除虫より fljミ処}!l\をうけたときは，子虫にー

も出現するが， nvt: 5 日前?すなわち裁の

体内にあった時点から処斑されると，すべて有性5訟を

注予い日台!iュ雌tJ:L[ま 1 立買も tir涼しない。この例からも

捻望書できるように [1 長処王忍をうける供試虫の少なく

とももう 1 Itt代ijíJO) S 長時間も有性会の治現の有無2

その l:ì:l~率に関イ]f~ してくる。

この点 l閉店する実験観察結*をiTミす2;:， Tabl巴 36 の

ごとく望書約できる o iìíí記の実験においては，すべて悶

:良 151待問j の主主 SFで継続鈍育の/肉体を供試している

が， ζ の場合処r'J1日長のいかんによって。胎生雌虫と

有{むなの i何者が出現する (Table 36 の(1))。 このよ

うにして生じた総生隊出、をもう 1 tk代間じ臼長処避を

行うと，出現する子ど止の翠lはかなりちがってくる (T油le 36 の (2)) "たとえ fJ， 24 ßifnlJ, 131九時間処泡

を 2t投代総統すると，マ! となる。 しかし 133;4 H者間では， なお一部胎生雌去が tU読し，

14日1]践では，初期ì1\ ，~I~の僧体は rmUtf~ と j司じく胎生Ilt並立、と ftit.r::誌のみであるが， rlJ"~'1&期!t'，~l::のものは産卵

lt量点もRtf、 lli L) なかには半fjt;半5羽生の1国体も ::t じでしもる。

前述したように， !iI1J虫IfHおとよって長級はあっても，処理後一定日数を絞i邑したも

となるという現象からみれば， 131九時間 までのJJi妥日数~ ~/~! 23 日)， 24 

(同じく約 39 臼〉の場合~i，注 r 開始まですで、にこの日数司会経過しているので，会子.JIが産耳目減S1 となる

のは容認にうなづける。 しかし 133九時間 (1ロj じく約 30 H) でなお胎!Uぽ虫が， 主 fこ 14 時間〈産卵雌~t;

は出現しなしウでiIHIH没 ;:üが ru現するようになるのは， 仏うし 臨界 jlf: ~cj:rrい条件下で

は， 日経 lと対するノ叉応がかなり不安定であることを示しているようにJ、える。とのとと

問では雄虫もiJl 琴'~-ttず， IJtì生雌~Uのみを康子するといっ例にもあら t_)れている。とれに対して， 1::$1九時間

のような短目になると， j又)iÍSíÒ~安定しており 3 前世代がいかなる条件g たとえば 16 時間のような民自を

与えても，子虫はすべて'fftt'弘となる (Table 36 の (3)) む

次 lと Table 37 i;し 日長151時間トーで j;;: Jt;j継続飼育した偲体を只j いると， Iオじ日長処理を行っても，有?を
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Table 36. EI 長!llHí!. とずT:九 'Üのとの関係における洪試瓜の
自力感条件 (前tt1t ，)コIi 長条fj:〉 L7〉影響 (15'C) 

Effect of d乱y-kngths given during the prenatal per綷d Of1 
t11e product.ion of sexual :founs (at 15"C) 

。〉"r (.3) 

(子，!I~ (ひと1
Forms ()f 

(2) 保
山対(1) 

h 

15h 

Table 37, 日 R15uttiliJドにおける詩U\:矧予;点の)tJ工 1又;伝の合ゾヒ (15"C) 

Effect 0:[ thεnumber o:r gen.erations reared under a long day (lGh) 
cond咜ion b日fore the shoτt day (131/2 and 133/1h) tr巴乳tme口 t03 on th巴
percentage of sexual form03 produc巴d (,,1: 150C) 

1511 

f、 1 ‘ 8 1 )

(21 ,, 22) 

11 j~之処Jm!'時間
D日ly司len広th

treat記d

1) ;\的より係官1 しで iilid 1=f. しナご結5足。

三もな L 、カ:， 133/*11] c 131!2ii(ír:rtc(まそれ iまhj~:日本.fjJilがさえってくる{了と在ノ L./たものであ点の:.t~ ~~"m~年..，

!場 'Cはいちじる 1-，いちがいがみられる。これは， 151l寺市JRlえに ;:J'.0'るの糸YI: づけがfj: われた犬めとも

の;ífí 製，~'21 rni指針?からゴト出社P'li\ まとのよ必 f?においても 13"九時間の見III 条約で;ぉ:A~~ ，;"t戸られるカ.~ ~ 

日数も 18J じで，全く変イ乙がみられてし叫).. '.f 1 ~~ 

いずれにしても， ~fî3:rr!if.虫と有性dlの n1U:fラ?t ii'ìiヂずる HD七会主件下の反応はp 後一じふれるふ1jえの影湾、も含

めてちいろいろな条例ニに友右されやす U ま f::)Y;潟反応の実験にあたってか;試点の条約《を-<j江 iとする必要
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があったのもこのような三位性。によるといえる U

3... 3. Interval timげと綬銀総主主主訟の出現

絞[]処苅Hとより十虫が 11\1;1，するにはp 卵からふ化してから…定;宇j IUi]の仁i 数の経過 1J5.必J誌である。とう

したイ汁l::l~の {li羽を j:(fl ;liiJずる作用は， i五代数とは無関係に，ただその Iif!の絞滋時間(日数〉のみに支配さ

れているとみ色れることから， L首脳(196032り 196683)) ば ζれそ interval timer と称した。

ところでトドマシ;1" ;!アブラにおいては， 取皮 1;)0 C では i 齢虫より 1:11九時間の短日$l1磁を行うと，

となる。したがって， この[吟nrrそを短日 日 Eえとして~ ~pからふ{じした幹

長;l:l除虫よりこの処現在続けるもの， および向りく斡母 1 鈴虫より 15 時 fi!J日よれ 自然日長下で継続飼育

し各世代その支をもJにうまれてくる悩体(五rst born 系)， 終j犯にうされてくる 1:ii] 14i: (last born 系〉を

とって，次rN4Iq i!DQコ:f~l 臼ド Jこうっすもの，とれら 3 つの処ょ1'.-1:行いながら，次甘士代;11のfj 'tt!tiρ1) 11\説

終過， ，111見主幹をよj資した。

;;.. Fig. 54 Cfの 3 1;Xi) (こぶされているの斡母lま yp か hふ{じしでただちに短 fl 処理しでも，

次[立代EbJどは有'rlj:!l~ ~立 1 頭もl:t1:f立せず，すべてが船主主I喰けどである。第 2 世代!Ü においても，そのf長初!と出

生レてきたものは六郎分胎!U除虫を書道ド L~ 11憶とヒ;ま…郊出現するにす iずないが，その後郊のふ{七日を基

点 l乙それから処}lfliWJfrれまでのロ数が主主くなるにつれ， 有t!:l:!Ü の/lP:fðiやが次第iζ高まり， 約 70 日を経過

したものではじめて，王子された子 !tzのすべてが有似Eh となる。この傾向は処J"t1閲治までの飼育条件 lどは

無関係で， 15日寺I渇店長，自然、日 i乙あるいははじめから短日 F のいずれの場合においても認められp また

ほ代数にも)3~係がない。た?と持母 l 齢!えから短 uM玉虫を続けた実験ではp その rわに:Jl0: /1と有十tE弘の JI\ lJ!7!f\が

F刕. '54 短 11 (1 31九 h) 処理による手'fti去の

IIj JJ;\叡とふ化から処奴!;似合までの経
J!}1 日数との関係(l50C)
※ 131/ 1 h の J!l ll ドで!治生後続ける
系統を lfi h (7):!ミ日 lこ移して飼育。
経過日数はそのH寺点からのお数。

EHect of 'interval t�er' 011 廿le p:roω 

duction of sexual forrns ,-Relat i.onship 
betwe忠n nurnber of days frorn egg 
hatch to sl10rt day (131/411) treatment 
and t11e p巴rcωtagεof sexu品1 forms 
produced at 150C. 
※ T、11ε1 st instar 1乱rvae of t110 7 th 
g巴口日ration () btain巴d f:rれorn a clon巴
\V九vhich had c てつ)1ロ.1tinu巴d to propagat 巴
parthenog記n巴iは:ical口ly uユユ一.nd巴工r short 131ペ
h day cりndtions (sεe F干íg乱晶 E)5) \veげre

t:ransf巴抗，d to l�g 15 h d且ys， and 
thereaft日r the sl1cceeding gen己r旦tions
t主pos巴d aga� to 131)411 days固 A.n

abscissa indlcat.巴 S YJumber of days 
after th巴 aphicls w日re transfered to 
long 15 h c1ays. 

ザ
閉
じ

出 4口b

現 20
0 

11_ tl 
20 白
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 トドマツオオアブァの IW!件、勤務 Jと多:犯の ;i川

この弘文\!) )Jfì!.U抵当i~(.D ，:fj;~売が多くなる i肉体がみられ p

系統のものはやがvごほとんどずベでlJiiiJ.ítií広そか亡す

るよう iζ え~ ,:;j ()とうして符ら才したいわばJti. H JJ台工 E~ ?，jい〉

日 r.:.~ ~ζ苦手し含 ~(' (/~)1;交 lDJ 滋な)I L[えでふ

bi己と会く!日小去のfLiたたび波 H;込;三ぞ吋けていくと，

1J之がo、られp;、fH 1，て移 L/三時点からの;壬i笠 11数じ

出現需主が変り，やはり'70 E] i'ifJ夜、たたえれ ι と

すべてが存性:なとならない (Fig. 54 の滋 h勺)。

どのよう VffZ'Hi !Jの幸子JIiとともに，はじめW1.:~tfrf: g:~の

Fjg ， 5S 斡!守、 i 鈴El~よりにí (j31í4附!!rJ)処

;ネ立与総長だしたお台の忽 LU 代())子 qよしっ

~\'!とその出現/苧 02 司会月l~*:之総の t:U
~J;~~;;J]l主〉

Forms of proc1uce工1 by e乱ch 01 
thむ six success_傔vc g日fJe.rat.ions \vh日n

exposεd contin.uonsly 1.0 short l;.31r~ h 
d乱ÿ S :from the t iI昨日f 日夜，ç ha l:cJ_l ,-/\.. 

pathway observed ìn れèlation to ap柄

peaγance (}.f the c10口β which (二日nthm巴s
t� propag託te paャthenOR尽neticaUv 1J.uder 
short. da v conditions仇

み} ;~/)Z t. '� ""(! nﾚ ~:t Jttíi~ ~:ü ぐいち tL'kの lH~-j;:tﾝ ~ 吃して ω)(/ 刈乙;立

E! J之氏と

f、日長時却を炎 11 主14iJ' ら先日しでい

1~ 十九A 似のみ~>政ずるよへ lとな li 活必!_(:，t，

;M~ 、てヲ

ま1-:従mUlliiftl'ì場合;とみられた告t!1ミと余く ;111 じており?

から，iR: fJß äft. ~ü1 MÞ.~:]:A をj)( Fずるまでの所f支 H 紋iyi次第

っていく以 f よく…設しているのこれらのぷiこ Xtl く

ふ inLeTva .l tÍl官er~ iJ-1乏からみて

処J[)! それぞれの影裂は，刺激と必る安凶ばJjl~なって

ち， r� tユ立:乎11)えよら任び告を j可こしているとし、 J、てよいぷ

う ~LX~lえる。なおp かI]J;むの HE'if IJ寺 rmOJ禁二認する試

したi.ni:eれ'8.1 ti III e1' 0) 行 rn"と行!哀したためでおる。験で~ tlI4--，_'61世代のものぞ供試したのふこ

々の系統のられたをに lγ ってみ

'1、able 38. l] ~['-!txミ主l以子以のFt't半数〈己よ1ら 'C)

Fec�dit.y of aptcrous virginoparae in the clone which contillued 
parth日日ogen忠tic rcproducdon 1.lnder 3hm:t day 仁onditiou3 乱t 15"C 

次:じ短!l :IV)]はきわめミヰ'J;;!n~. ねたリある訟で，

イシ主2

,J h 3
 

1
 

〉
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J.�!1j'j 11 

i.11nmina ti 011 

1) ?f~ 7 t]t{t 1 ボ:より 13Xh→Dh へぅ
Transfered to ヲ 11 days fro!Xl. 13 ,%' b day恥

2) 官事 1m代 l 鈴よりはむ}j 6 11) 13/ h→自然 FHぇヘ。
Tr品nsfered to natura! illumination fr� 13 ,%' h days on October 6, 
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ると， Fig.55 のごとくである。おそらく他の過程もあると沼、われるが，この系統の特徴は， 1) 雄虫が 11\

r;! しなし、， 2)路子溺問の最後にごくわずかi立新31~f虫が生じる 1 , 2f~~ Jlßをもっているものがある入

~i)Jl歪子数が通常の飴f生雌虫 lこくらべかなり多い (Table 38) , 4);行rlì !11がほとんど !lHm しない，というこ

と切であろう。これらの胎生雌虫l2p より短ほの日長 9 時間下にうつしても!日1 じように始去を続け， したが

って冬期間払温良 150 C ，自然!一|

3 ,4. 日長と;温度との間保

うことができ 7こ C

ì~.li疫の影響として会一般に高lilit は有位以の Ib説を抑制するといわれている (LEES ， 195638)) 0 A~~主にお

いても， 250 C では短]. [1 (日長131九待問〕効果が栂殺され》ヂj性1zは全く :ii現しなかった。しかし 2 没代P

3 i:k代と継続すると，産卵雌虫ii 1: じないが，わずか ICUr.':rfJ.が出現する伊lがみられている。

200 C , lO"C では， I! Jえの短縮によって有性虫が出現するという点では 150 C と同じであるが， Râð界日

英日年鴻やそのおj現~~まやや異なってくる (Fig. 56)ο ずなわち 200 C におし「どは， 日長時間にたIする反応

が 150 C にくらべ 15 分ほど短縮される傾向がみられ， 日長 133/4 時間より匂J除虫が出現しはじめ， 13~寺簡

でほとんどのものが有性虫となる。この場公， 133九時間ではtit::訟のみで (1 r~数ïífj，日会 ~tll准虫と Iだ卵à*~h

100十一一一一噌一一仁士打A，-å-A

事を出 8DL mm h Z3;;: 
;主 ð I い ì ひ o 20・

52現 f必I b ~ � 
。伊 40ト， ¥ 

銭空ぉl blitl 

EE54一一一一 一品~ヂ二一七?土ニ二cr . ﾜ 9 12 13 ~{~わ 7iY ,> 15 16 m 24 
問

Fig. 56 []長処J却による有性虫(夜卵雌J九雄~Jl)
の 11:1亮おと混皮との関係

Relationship b己tw日巴n the percentage of ovipｭ
arae and ma!es produc巴d and day町length at 
lOOCヲ 15 0 C 旦11<1 20 oC, 

の r:t'間裂，すなわち半P，ð-'t.'.l)Pétが生ずる)，

150 C, 14 時r，il 日長のf9U と民!じであるが，

13"/2時間では夜子期間を;;ill して両者混在し

て出現し， また 12 U;Iÿ間の短 u '~'-C もどく

わずか 生ずる i隠{;!えがあって，

100%;有性虫となっていない。 これに対し

10QC においては，すでに 141/2 時間ですべ

て有性虫となる"しかし，いかなる日長処

理を行っても雄虫i立公く出現しない。

このように有性生の出現緩過は奥なって

Table 39. [:1 J三処7望を i'Wjj，のしでから滋ilPJtUYEÜ， J;，在去をill1寸亡するまでの

:Ði望号 1] 数と bLl度との関係

Number of d乱ys requ繒ed for the first appea悶nce of oviparae 
and m耳1記S ln the progeny sequence aft巴r short day treatments 
start官d at lO oC, 150C and 20。じ

間長fIC寺 I1\'J
Day-Iength (h) 9 12 

1) ，8台 ~t倣と i主卵止誌の中間裂w現までの日数。
NO， 01 品証ys requ�ed for appearance of intermediate form producing hoth larvae and eggs. 

14 

44.0 
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も，処Jll1を I}自主f? してから箆~!1!iWj~カヤrFFされるまさの

1I 数~j:， 11 lふ 1 

l ま t~f rc している (Tablc 39) コ それにもかかわらず

i比 ~W)キqとらカt し:刀fみ[フ fL， 200 C で 100% 正

なろ 1j; いのは， ~).nj.: Fig_ 57 iこ 1'1'\ してJ3 るように) 匀jjl 

度!とよる してくるからと立1わ才L

る。すなわち， 200C ではおよi: してから足立 T安開始す

るまでの日数が15¥3 úfJ 後 2E11 心 そのため初期lζ躍。子

されたものは， まだ綬 EI の影響Jご支配ふされず飴(1 :li:íí'Ek

として出演してくるからであろうっどれらの現すとから

考えて， iilimHtii，;}~の U:1 JJ(;I}と対ずる波 iヨ処放の効!誌は，

その処理を一定期間以 kうけた体内子去にのみ 'jB T3!

しかもその効議;j:， 10" C ".200 C の純I!f:I内では lHll

j及 lζ Z'ê訴されないといってよいであろう。

すでに)ijγ~ t~: ように， 131!~ I時間以上の日

d，五j

日g. 57 奴fJ (1 ，列会if)j lt{l) 処F十日とよる有'iIt

'llのお説経過と誌は変との関係
Relat�nship betwεen temperatul記 and

the tím記 of the switch to oviparae pro“ 

duction i.n the pτog日ny seqncncc wh巴n

ι況posed to a short day-length(l:V/,h). 

, 200C (j)潟;尽になると♂らにそのわ!ijiU:ù主

5j1 ~とり， ff!ßtJ止ま~hの出現のしかたがおly;、i~ となる。 しかし 100むの1n~Æl" l-で;ムダ)';1ff iVJ 'jiJがひじように尽く

j主J開始まで約40おもかかること》したがって日長処f'Ëぞう る Jl]閉が長いというととも綱渡 L/ ~ど践Jm雌

i長えr> H~ やす'くなる σyヴはなし、かと下十l.も。

短日処)11\革(1ii1~古してから均:虫:Ú~出現するまでのfJ主党も， それぞれの沿!交における臨界 炎(15 0 Cでは

H年!日j ， 20" じで 133九 f)ぶ!日j をのぞぐと…必:しており p また 20 、じでは 15"C よ~) l' -cj' ;YL も 8~1O u:迂どi手

し、 (Table 3骨)。 とれも 2(YC つ了 i :tミ ß f;Jカ)JF く， 沼産子数が多いことが， !:B J~[~W1; Jljj 与を Eヨめているにすぎ

ないようであるつなおおOC の 12~1れ日以 j、、の匁L1ド‘でど t弘が!おおしttX くたるのと同滋， l()v C では全く

が l:U現しない" [Irj {;'の場合， ，'-も;こ r!:fF.子生えがi!fl，O)約刊にýf ~ど減少するとし 1 う共占有JJL刀Lみら才しる (Table 40) 。

総点のよ1 1'1'1，ヰが Hjーのほかに 1M (J) 日紛が関係{ノ T'EQのが]、;て数をした没の 11 1 !11? J:J‘涛巴子されるという

H Jば 11!y
Day仙length

12 

lC� 

131 f妥

131j3 

1131 , 
<-，--.品

14 

141!2 
15 

Table 40‘ Hl1i当りの波手数多双子;WiüHl~ と日長n-:flHJ ~ UA Efr なの関係

Number of offspring pl'Ocluced at 10つC ， 15"C and 200C undεr 

various day-length concliti.ons 

)1)つ C

220 3+ し.34)

:?3.6:土 1 ，，"日

22 , :2 土 3 ， D的

23. t;:七 t.08 )

6 +: 2 , ,"2,;)) 

5 寸 2. :3 (1.人 8)4)

42.5:+:.S 、 2(3‘ 5 ニiO.4) 日

49. 7 土 4(1 ， 2:H). 4)0) 

42 守立: 2~ 7'(口‘ 2 士 O苧 7)$)

，~.9. 6:+'6. 7(3. 8:L 1. 3)5) 

A .:.1 .ß 士 2_ 6'D

46‘ 3 こと 5 0 6 l"D

三υOC

ιl 省 3:1: 6(3.5 ::1二1. 1)4) 

4:).3 ゴニ fん 0(5.2 オ~ 1. 6)6) 

土 4.5(4.2 ::t(人ヲ)6)

/:?士 5 時 6(6‘ G 二1: 0) 4)

48 ゐ 3+1 岨 5(6，。ー o)ü

(筏) ::fï)pIの数é}とは詰Li託制{本数ぉ( ) í以:it~k数。

C ) indicates numher of males produced and Hmnerals with ) denotes number of parents tesied. 
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ととが~ j~霊子数i'Jま減少した場合総虫の tl:ì現がみられなぐなる現象土，滋ti!む:関連があるように思える。

以(二のがiI:~ミからみて，低温(100 C) ， ¥"B:B (日長 121待問以下〉下で雄虫の tiJ現は抑約され高温，仁↓lfJ 下

とれに対 L，注fl~lltl!!Hi7もおl (25 0 C) , Iミ [1 (H"J141/2~寺 i旬以と) Fで出現が抑制され， i立で出やすく，

?ふ忽 11 下で態出されやすいといえる。

産卵i除虫の!ii3の形成，足立熟経過と問主義， "箆皮との関係戸
円v

nvd 

ヰ[悦においては，産卵 útffiEIH.:t雪月 6 r:J前後 lど出現 (lH生〉しはじめ， 10月1O~~13 日!:0:から渓卵が開始さ

日数は。尚邸時期のおれる。 1Mj者のH"j';t\Jj(ま re'fiま;宏一足2 しており， まずこ dl生してから

られているつそいものほど~く沿る

体内における卵の万三ti\生月 H 13リに波)ífJt唆虫の分離飼育を行い，Fig. 58 [ま，野外の自然条件においセp

る。こf~， JV%熟経泌を解剖によって遺跡し!，tがら，あわせてjiliP再開始までの所要Ei l放を秘資

卵細胞透明ないしすなわち，の際，卵の形成過穫は肉般により便宜的に;欠のぷう!と分けた。

lむ成長とともに細胞休がし、らじるしく明大ァ jjf{色化 L，その数が容易に算定できるよう iとなる〈黄色乳

よ毛j合(1]]診そのうちの 1 h J  2 f固に卵殺ができ 31ノその段階)っと才しが 5 C~ 6 i湿ないし 7 ~J 8 1im3手足立されると，

とれらは{木タj..fと歳出される卵と Iみじ;[;をしており~ JiF{次その数がふえ。))îPt\r:tたとなる

ととでは完熟状態とiま A応すベ亡がFiln0:状とな 00 との状態 iと途したものを，ていって，

L t:こ O

ら中旬i)íj 'jえまでの出現時lli卵 fttffi虫の出現しはじめる 9 月上旬のこの認jをから明らかなように，

緩いもので定fi!Jを 1m!!台ずるまで長いものは 38 日 3拐の早いものでは?体内における ßpの形戎がおそく，

:気滋が低下していくにもかかわらず卵の形成が漸次早しかるにその後はsも 3J 日と 1 か月 J2Jとかかる。
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Núof 己layを a.!t'?r bldh 

ドig. 58 立tm~~cffi ，r:kの(!'， mu今期 (1:1:\tf.ミ月日)のち
がいによる体内における郊の浴成緩 :ùl1i，

探知開始までの所要日数の変化(野外，
台然条例命下〉
( )はßßが完熟j犬万三lζ:ーをしたもの

Ch立nges in t上1e nurnber of days tRkcn from 
birth to beginning of oviposition and in the 
progress of egg form乱tíon observ巴d among 
o¥'ﾎ1)ara with different birth date und臼r n9otｭ
ufal conditioぉS ，

与;モ The form9otion of 邑ggs in O¥l"禝y vv"as e x.~ 

amined by diss巴ction and divided into sevｭ
er乱1 stages. 
( ) indicates th90t they reached matuγity九

9 月終り i正l ，~と Ll:l ~t したものではお 1]まっていき，

lまどでf(Î)íßがß司丸r!ì :~5 れている。とれが101:1 と勾 Hj

』生i

ぷす。

このように漆!JP雌虫の H~J蕊時Wlがおくれるほど

郊の3r;JJ~~ 成熟が早まり》政界開始も王手くなる EZ

象 iま， il1U支号2- づ立 iごしても認められる (Fig. fì9) 。

16 すなわち ， 200 C , 150 C , 10内 C のいずれの混l:itIC 

と終期

〈ヲ月末~1O月はじゅ〉との iH1 ~こは i箇l然たる籾迷

があり，終↑犯のものが初期のものにくらべ卵のJi';

9 JJ おいてもがア卵l隊去の

がふ成有名が[甘く ， J:立て lîíllJ1!はうまて、の i!Fí' 援F:i 数もかな

り短くなっている。その主{ilil疫が尚いほどいち

このi詰イJ? ，じるしく， 10"C の 1t(;ìlγげ は小さい。

主主卵i垣氏自体 (1) 完了れま ilVl: il寺j誌に関係なく冬交

20"C で最もよ手く， tl出 A してか

ら 14r~15 日で Jj;;~!Jz {となるが; IJ1j の J[~}l~} )~，乙 i以;士お

とのためj忽9ßI]Îi期 liljが f乏し lli卯開始まで

rl' ~-iJ.::: しており，

く才è，
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F�. 59 宅卵除去の{弘毅時J';iJ (/討とUJ S1)の
ちがいによる休Y1(ζおける )11 (})成

終i弘 jÉL~~開始までの所授 H 殺の変
化〈自然 iゴ j三， ï(G: lgil条件'1'")

ひiff巴rences ,1n the numbeγ0:[ days tak色n
from birth to bむgínning of ()'vìpostîりn

,md � the progress of 0gg ﾍOfmatioIl 
betl九7忠告n the ea.rly北}()rn and 1乱üヶho:rn

oviparae und色r natural JJ.lumination at 
100 C, 150C 丘nd 20oC. 
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No.o千 days a1十E>r birth 

Fig. 61 '1 三 l二設に jふ佼を変えたィ?の!!)':ßPill在取の
体内における卵の31勾児認
(日長時間 131/1 11.)

Effect of temp也r品tur日 givcn dur�g the pr己M
1.1品tal p巴rìod ()l) the for河latio:n o:f eggs i.n the 
ovary Qf Qvipara 1n 1:31/4 h days. 

Fig. 60 ilt: !ljJIINU;，の訴え内にお [17 る ßj!の形成怒iG
と ii ?tJí;[， fl 長時1m ).~の関係

Effect of day-length and tcmpemture (;工1

the format卲n of eggs in the ovary (Jf oviｭ
para. 
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のE昨夏至日数は 15 0 C とほとんど変らなくなっている。

とれらの結果から〉卵の形成，成熟経過lLi昆J交のほか日 j誌の影響省、大きくうけているとみられ，との

点についてEi Jfll寺li\j安変えた飼育実験lとより務査検討そ行った。給来は Fì忠信O のとおりで， 名1弘皮と

も 1;R 日 lとなるほど卵の)t;)J乙:議~lìg司始l立与1 く，こうした日長の12饗はやはり 200 C の高滋下で最も強くあ

らわれ， lOo C では~jSJまっていることがわかる。またいずれの温度においても， 12時間ないし 11 時間の短

1=1 下では卵の形成が比較的せいいつにすすんでいるのに対し，それぞれの温度における態~pt恥[Lili現の臨

界 3 長 (20"C は 131/2h ， 150C は13日 h ， lOoC は141!2 h)，あるいはそれに近い日長時間(胎~U除虫と践

日長時間〉マはきわめて不せいいeつで，奥常におくれる個体，もしくは結局~[ìが

形成されない不安工{副本も出現する。特に 200 C においてそれが顕著であり，また 150 C Iこくらべ高識であ

るにもかかわらずp 約らかに卵の形成はおくれる。との際p 媛 913雌虫自体ふり発育も渓延し 5 鈴経過する

似体がみられている。

ととろで?とのような卵の形成，成熟lζ対する温度の影響はかなり複雑で，たとえば河じ 200 C でも

漆卵除虫が出会する Ijíj，すなわち1誌の飼育温度が 150 C であった場合は3 卵の形成は早く， むしろ 150 C

に近い経過をたどり，奥状年休;もほとんど出現しない。 ζれに対し君主見 200 C，産卵維rt~ 150 C にすると，

150-150C にくらべおくれる傾向を示す (FiJ札伎の下〉。これほどではないが， lOo-15 0 C , 150
--lOoC 

においても n_"k{f[j j"ì:Gj iJiliJ交の Iド!;;!をたどる個体が生じくFíg. 61 (Nþ) , 1りに -15 0 C ， 20o-150 C のîíliì者間

では，その経過にはコきりとしたちがいが認められる (Fig. 61 のJ) ， つまり m'lの形成経過には， 主主~ß

雌 rí.1)'l:l/lj生ずる泌の p 綴の体内にあった日与の{[liU皮も関係してくるわけで， 特lと Ilfjjji く20 0 C) による卵の

いし呉敢なおくれは，親の ut代かち71泌が持続されると顕著となる。

以上A主きするに， jí[:JJPi協虫自体の Jl~1ぞれま恨.[(tがおし、ほど土内、が，{4:内における卵の形成は必ずしもそれに

比例吐ず， 200 C jìíJ後のおi11むこ渓すると迭に滋延 L， ζ とに綴の代からの~l径が続くと 9 そのおくれがはな

はだしくなる。しかしいすaれの温度においても，短日!となると卵の形成が促進され， E滋室卵B部i日J女従始f合7が号早正一玄まる O

したがつ

i温ヰ ι♂こj二二 L長).f: ~βi ♂の〉影華饗幸 lにr乙こ Kよ主つて E即戸のJ形長仰j成ぷがおくれ， おそく Ui現した 11自体は低Wb 主張iJの影響でこれが{ji!;逃され

る。野外の日然条イザJ下において， gJjJ司令i]lζ!日生したちのが下合:J(!'，!tのものにくらべ含産卵t+i"l始までの所

議日数が逆に長く 9 またi~H戸開始 H が毎年ほぼそろっているのも，このためといえよう。ただし 10Jj はじ

めと最もおくれて出現してきたものでは，派手lfJ日がかなり低砲になる関係で，ふたたび主主卵開始がややお

くれるものと思われる。

3--6. 喜妻都j と考察署

/f{.種のギJ 渋J;、 ()i'E 卵出日't~ü，総点) ~ふ ~t.~._...~義的 iご光の影響，すなわち 11 長時間の短縮によって生ずる。

との場合E 有二点が tliJj1\しはじめる践2i'- [i J送時間(;l:， lO o C で 14112 時間， 15 0 C で 14時間， 200 C で 133/.ff寺

問と温度が fi:1J くなるにつれて忽くなり， 250 C の高温 iJでは 131九時間の匁日処3裂を行っても有住!ごとlJ i;ì:全く

出現しないο またどれらの~:f:_:件の純Ullf付でみれば，建卯此f虫;土11ま llfll ，短|ヨ下で，必{止Lli五~~i~ìml ~ 中日〔政界

トでよ1.1現しやすく 3 後者はさらにもlの H 齢も関係し} r[-.l 鈴以上のものから践泌される。

しかしながら， ζ のょっな波 Fi 処法;とよりお性えが 11\-9;\するには}' .ÿr~からふ化してからう巨期間の日数

(1時間〉の経過が必婆であり，本径の場合 150 C では， Jìlîのふ化!]そ法点、 lじ Ilt 代数に;玄関係なく約 70 [1 

経過したもので，はじめてお4民処)'}.[1.こより;欠ill:代虫はすべて有性去となる。
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さらに u 長lh'y illJ tま，たんに;有，訟の出現の有無ìC関係があるだけではく》必殺を行った総生総虫の蕊

子;::，ならびに箆mg 1tii' ~kのÞJiJ OJJ1;; }JJì;, Jixl!Uごち Kf裂をfォえるひ前者の J}j{:?， 150_C は 12 時間以下の媛 u

になると iXLT 数は半減しており，後訟の場(;-[ふ主計;沼になるほど卯の形成，成熟が早く》店主卵開始も月九ま

乙という現象がみられる〈

一般にアブラムシ績の (fH 虫;2p 特殊な!tJjt;会営む種類告のそ、

MS) fとも乙づいて;[j gi!ずる，2: みでよいであろう (LEES ， 196(33)) 。

が，ただこれに混渓:とのf!2lλjが加わり噌しかもこれら

(~ , 議;私的にはEl.尽の影響

トドマツオオアブラもその刊に践する

iU :tl'E特別ぞ決定しているだけ

でなく~ z*と3川滋訟の卵の形成 J pえ~*Y~ 1;と必ず してJlf)J!J吟践をも ;tf!J[ しているJ{-:ì" きわめて特徴的

であるといえる。

:抗議は舎キし限付近においてはきふ..--)つ 4 [1 F勾から 5 }j 上イせにかけて !]pからふ兆 (j .• 5 月下旬にはmt~:u.

となる。 f二の ft~(i)自然 fH'f:f;114í時rWl前後予平:l{氏ty!創立 15 0 C 以下であり， したカ古ってイ'J'IÞ1sの !J\mとほ

ぷ) illiJ!Jt:との関係からみて〉場合によっては次 l立代Eなの一部が系j位以となるおそ才しがある。しかしその後

の:みから]芝への手:節変化を考えると p この時期~C有性:誌が出没することは奴意味であり，これが卵からふ

(i'，視を;初!11t る 2という Ìl1terval timer の ffJf1となってあらわれているように必

三四る。こうした叩制作)jJ の俄らく却JnfiLt ， 150 Cでおおよそ 70 E とかなり長JmmJにわたり，ヰL焼付近では

7 月中旬接1， く王手先(つJ{tlむが低くて 91'1のふ化 1 がら ijòぶiζ延びる取っしI では， 8 ):j Lf1匂にようや

くそ(j)fì'Jtlが停止する。もっともとのE1数ば低混で長く~ j'%'ilill.でみよくなるといわれるので (LEES， 196032り，

実際にはこれより時2努力支多少早まっているとみられるが， このl~{.~t ついては検討手a 行っ玄いないむ -Y'-~ ..!-ョ
rふぷ〉

interval tImぽの現象は，とれまでいくつかの滋で認められているがp fと旦的にどのような機構にもと

づいているのかは，いぜんイベ切である (LEES， 1966即;ひIXON ， 19715)) 。

[~}然日;災 l立夏五 .);t. lj:t~ご i!Ví次短総していき，その臼 HM!il日HζllI:ずるのは，議

皮が 10" じであればだいたい'1 Jl)<鴻)， 150 Cでは 8}j 15 H 前後 (14時限j)， 200 C では 8 Fi 20H 

経i であ会。!jlj'タ;ご はとのよう 才1，るわけでないが，各温度における出生か

らí!i:1子Il~始までの所幾日数が，それぞれ約 40 日， 20 H, 15 EI と，潟Eむとよって大三ぎな相違がある ζ とぞ

~えると p 低i誌になるほど Hlkのまだ長い2 かなりネい時期からそのうじむ仰と反応していないと， 1.']判A とな

の出現時期がはるかにおくれる結果会まねくむ lおW Il長時間がほおで尽くなっているのはこれをさげる允

めであり，またお皮のいかんにかかわ iii現l?g始時期がほぼ…;0~ し，ているJ:fE ÛJ もとこにある。

このようにレごí!i:f!]P"段:訟は 9 }J J二勾にl:B~i しはじめるが，その日言、前のìl!j体 i土日f:ìltj江I:s:z として発育 i_" 9 

Ji ~!て 1ij~~lO 丸子 J:.ii]lcßケJ亡するつこれら 1 分 (11Jif: 12 a寺往時) る依i木 iま歩 fifi 日の影響

によって滋子数がぶしており， にれによりまず有性虫の、1m!'がみえおそくえでに決lぎないように íti引淡され

るとともに，おくれて出生してきた後押織とえは， ζ れまた短Il iζ反応して野心形成》成主主そ促進し ， [ffl卵

開始Ji;ljを J}I (()ている。 **g[Jn~というかたちで びしい冬ぞきiill;すために出現し

てくるのであって， との機M~{t~:fê分に発JJ)，するには出訪日が!駁却に行われる必裂があろう。こうした観点か

らみると， じて， ;.;，廷にたくみにその出現!(;j，鹿野jJ9りをみiiIIi]f.6 してい

るととがわかる c ただし，とのようなる)fj]坊にも限界があり?溢)1之が 100 C 前後のfJ五itnLになると， iWt した

E設卵tt重点自体の3岩手すが大路nとえf廷するだりでなく， 'i;\i日による ほとんど相殺され.iJfff.

pp↓務始:舎で定~101ゴとよと郊の臼数を~する。 したがってと たとえば 2 月下旬!:iV!ュじつもりはÆì1ßß fJS
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始が11月上旬となコて，気鋭的にかなり不利な条件 Fで滋卵がhわれるととになる。

これらの実験を江主して得られたもう 1 つの興味ある事実は，本綾の巡応、性の問題である。先にもふれた

�terval timerーの実験において，幹GJ; 1 齢虫から短日処玉虫を継続し"でいった場合， 仰のふ比日を滋点i乙

約70!\経過すると，その子5Àがすべて有限.'ùになるという現象がみられる一方，逆に大部分胎生雌虫を ff:Ì~

子する 11肉体を生じ，これらの子孫は短日 Fで永続的IC (25m代まで飼育〕総生を続けるようになる。すな

わち，先手目下でも治生を継続しうる条件〈i別支と食物〉が保ITiF.されれば歩いいかえると;越冬を必主主としな

いとなれば，わずか第 4 tl:t代目と比較的短組問に抱月日合~l の系統が a\羽レてし、る。 ζ のととは新しい条件

に対する本磁の通応の尽くさを5~ しているともいえよう。しかもこの系統の個体lむ← fこん滋 H にもどし，

ふたたび続日処閣をしてもすぐには有性虫が出現せずョ すべてが有性虫となるにはやはり約 70 日の経過

を必要としたこと(これは int巴rva] tímer と向じ作用を保持している乙とを示す入また 25 fuイ℃まで飼

育を継続しでも，繁F盗%J起にM らの変化もみられなかったことなどからみてきかなり安定したものである

といってよい。くわしい実践は行っていないが， このような短回目台とと系は必ずしも斡母より綬日処王濯を行

わなくても，その後の llt fZにおいて綬臼よmWJごよりすべてが有住虫とならないとさ，司~:gi31~出)%ずる治生RQt

虫を総統合可I守レていっても得られる口J終性がある。

コfIt士、虫{丸現lと関するうも照反応はもちろんのとと， interval timer も， 卵からふ化した後一定期間は，釘

恒ニ_g~の an丸を必要としpない ζ とにもとづいた，務としての 1 つの適応~lifiJ象とみれる。こうした適応が外股i

条f牛 iご応じてよ七絞約述やかに行われやす、い乙とがき本:tiìttごV;f tζ|攻らずアブラムシの大きな特徴といえるか

もしれない (KENNEDY and STROYAN, 195929)) 。

IV 多恕現象の生態学的意義，に個体群変動との関連一一総合考察

トドマツオオアプラにみられる多l8~とは， と，埼性生泌を行う有性虫(渓pjJ雌

虫，械工的とがあり， fiiJ者はさらに然遡裂とお主il0~とに分けられる。また同じ1m惣日会主i 総点でも，卵から

ふイじした幹母;むその後の枇代のものと賀ftJ Iとかなりちがった点がみられる。とれらは形態のみならずg:

1弘主主主主的特性を、も奥i亡し， 1 ドを通じた iItfZ経過を過して，それぞれたがいに機訟を分担しあったかた

ちで生活している。

斡 kjl:!ま， いかなる条件でも必ず無惣型となり q 定着性が強く， ÍZE子数が 100 前後と位の 2 倍以とある

じ ílf~子速度もネいなど~ 1m池胎~l三雌!l~，のなかて、も特に繁繍混としてのt~[:J廷が問者て?ある。したがって，

ここで大きく似体数そ増大するとともに~ J1Ì~了-ð れた;多くの子山(ダ~ 2 Ut代虫〉のうち，…ITfH土移動lζ滋

した型， ずなわち有麹虫を lfj浅させ，生活領域を拡大する F ゾJ ，外関環境から fi主役の分散， 軽減をはか

る。他方，有泌丘Lの移動は分散総聞は!五いが，話予.::l，.(こ説定着できるのはごくわずかであり p 死亡率のいち

じるしい増大をまねきやすい。このため9 その後の陸子数のあまり多くない tltfèにおいては，むしろ移動

による死亡/事の増大をさげ，寄主に定着していて，その場で鰐{t，;数の階大をはかる。というのは林水自体

生息空間が大で，食物としてそうかんたんに不遜ðにならないからと思われる。

このように本援のJ白期虫は， 主として ;42lf上代目 lと集中的 i乙発生する。その dH見は長.. El条件を前抵条

件としているが， ζ みあい (crowdíng) ないし密度とは直談的;とは無関係でふり， との点他の多くのア

ブラムシとほかなりらがっている。その後のぼ代においては，日 J~の短縮による却型分化の抑制作用をう

け，ただ食物条件が慈いときのみずi趨:えを出現させる ο しかし実際の野外においては，こうした例はほと



。
。トトマツオオアブラの~fW1体y汗駄な需と多2巴C:)r!:1 ~t1~機構 (IJ [ 11) 

と;丸野外、 e~ま得 1;::';]:，:の食物とレてのまた VI がたやすく "!D {七しないととをぷしんどみられていないっこの

ているが，それユともにとれが， -.{イfj:， L ，シ)'，キ:; J1t i'う)iùî まる flíllC， 2 代:訟における有感'1\の主主主主，分散に

よヮて?ドjj交の明大が抑制されているたど， ，ィ子生 HfiiFJグ)~&fE~~の CI i ，'，悦 ílilJ!ζ よってもたらヨオしているとみられ

るととは 2 会わめて特徴的かずコ f!ずべき現象といえようの

1 総長いだ 17 発7守がおそく， j~~~'I :r 数も少ない c のl~でも前者~j:
初、

レコ f''';' .~ イIfI1 .~k ~主主r総長 lfご

足首…%RA万の移動'QL 後者 l士宮 ~f!j 詑!としての科技が践し υかしながら， /判没では (j>"ll;なにおける]l~;J;r~l

まだ刻化〈足立虫fl~刻しなくても ìIt~ ~j を 1m始し，退化…路子という行 JtiJパターン J.r(必ずしも間際でなく，

るまでのんnrJ'b然組t~~-~ と変りがない。他方， Jm:滋iJ;~ふ務総幼虫!\ìHCイヒ) Lノでか

が強く， t却の~わりに僚に'集合してい ;r" ゆZ:l コロユーやー形成

町をつくふ傾向がち，その務1))はかなり必殺である。とれらの点からみコロニーから i治げL ~-C .~0 !J 0) コロ

吐jると〉イÎJ'I!司t 然組裂の分業化はみ;肢においてはそれほど発返しておられ

しあって生活しているように思える U

必υとアブラム、ン￥の (fおR!tlCD ま f千iI交とむ今様な関係があり，情!支がl高まると U:j~r不がおまるという

トヒ、パックと問機な伐杭;変r安"としてとらえたc うした絡会が多い (W!潟)。

トビ./ -.:-ッタもアブラム v告すi も午、!.j_:~，よな涼

!と !t怠しているとの共返点主'お:れとれらの滋ではすt1~;Jfi !YWIru (然協~:~~~短波浪〉と務動31(ヂ;溺~?1~~) fJ. 

矧~~りという 2 つの;t[1対立する ~ti/l:様式守主主若手させるごと 1ß t

伊!ふ (1 973)20) (;]: > KENNEDY (1 961)27) のをき IT!Jしながら s

とJJ:~べでいる iえであった，

230 しかしながら s ととであげられている不安定収ヰ忠深場はp アブラムジ綴においては新_}:~とかLf千百三し

うる立、紛の制約など食物三条併の手ど与をおしており 9 しのととは 1&子生の ~.çf，(太子ま:あるいは落楽性の泌物の

しノメ(;)，3主 lと寄生するアブラムシに:之、i LJごいえる n~e JITI--(とある。ととろがトトマツオオアプラは常わ;長[主主紛の，

もしく lまも以後 10 6] 冷íii叉までの5;ÜW(jjノドどしか怒

生しえ な !J\ あるいはその間にあっても幹から校へと後位向"!'ji._S ，ùi.が限定されるという食約のゑ的，質的な制

約はあっても p いったん?と1.~L 芽生すれば，ちlî:tf1しない!被り F 比較的長い年jj にわたって， "f~;ft j!jが依

も字下校、にミlj'fí命ずるアブ弓ムシであるつ天然伎の絞~f)樹，

通E~(;tl.ている。この点、， {tþ，のアブラムシとは/えさく b~f:なっており，またその;武伎で [J~1:: 3i'Uìふ吹 l立公7どして

ζζiとおると思わ1lいるともい又ょう。本1設の本jよ訟の U:tJg; がi!1ltÉ:的;とは密佼と 1i:f関係であるlm[D も，

る，、

それではいコたい，本主互におけ'る ;1((が!プ.:0， LH~況の水質的な必:議はなに δあり p なぜ持，; 2 tLt 代目 lと !Errl (1引と

発![占さト]-る必!EIilLt:.か.~ js ったのであろうか。そのみH 番目の問題:i ，:たにもあげた;iy十木における密度の白

るが，おから三〔へ[:J見([;1] である。粋符の~t7.~Y[l1力はきわ{，1:)，て火、きく，またその後ωtJ:f'~で

もしそのまま努:1:1ァピ務績が総計られれば9 まちがいのうZ(ii3J 野 iともとづ〈発育交の促;与も加わって，

なく滋;白状主主がおとずれゐ。とればp いかにj本木とはいえ ;;;E]ンドの哀~~J夜、平め，ゴ:祭条 fi'の :~t~~イ(，あるいは

枯死をもたらして，ともだおれになるの役十'1 そ ~tず心。 したがコじその主うな滋読が訪れるì'ntじの':2'11

恨の nnfJ，その分 l!rk~c よって予めマ;皮肉?しにの抑制;i-'わっているものと }Jj，~')れるつしのことが結果ぷ，_nご lむ

もにらし，またその ζ とによっよるさ子生以)拡大lfZ} それにともなう

~rillの自にzえ照宮íJ Io'I'iiJ ともみられるが，イJ 組iW(!) iB t児，分散1'1 1)，(打記て{[司{ねだの叉た;r~が V} られる 7)1/山乙

f交と無関係にねわれでいるので，…般にいわれている self-r忠gulation (たとえば VVAY and CAMMELL, 

19715前;久里f， 197231、など〉とは内容会共にしp むしろ pn>r日gulation とも祢ずべきl3ò.w，であろうの
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.iE�;:: (1974)35) は，コオロギ類の遡裂の変異， Jミ主B.!lさの出現がやはり日長の影響をうけs それが密度が

おまる季節と密接な関連があるとみられることから，ff[;虫の相変異について密度依存'[4:の百五だけが強調さ

れすぎている点を批判して，次のように述べている。 r昆虫の大発生lま，生物流ーの法l1ljiごうた自己されている

はずだがp そのおとりかたは，規則的というよりは，むしろ不磁突である。数世代のうちに， 1 回おこる

ζ ともあるが，おこらないこともあるだろう。そのような場合に，過密によって相変異をおとすような遺

伝子型がっくりあげられていく可能性があるのだろうか。季節とともに潔墳抵抗の斤:;]が変化し，それに

よっ、て生息密度が変動する。その総長~ :ir~，援が季節約におこる危険がある。こうして規則疋しく季節的に

変化する潔境にたいする適応としてF 設l型の 2;1'[:1が実現した，とみるほうがなっとくがいく。つまり，こ

れも Jよい意味での季節iへの適応であるj と。トドマツオオアブラの麹型化隠する:ìlr6t :i1主化も，まさにこ

のような過程を経で，実現したのではなかろうかつ

ところで，本穫の干f魁型の出現議!ci返却Hま 8 月ト、旬から 7)] 上勾の初夏の闘で，日長時nGが最も j乏く，北

海i迭ではいちばん抱援な季節でもある。とれが密i交の最も r九てまる 8 月になると，気温がrmj過ぎ~繍にとっ

ては:有五Ijかもしれないが，怒:í;tiの適滋が 200 C 前後であることからみて，定着後日〉繁.M:!こは不利である。

その上 9 月 lとはいるとすべて有性虫となってしまうので含移住主illであまり個体数の橋大をみないうち

に，きびしい冬を迎えるととになる。有趨型の Ll\~見を光潟反応とレじ 6 月の最も日長時間の;長くなる時

期，すなわち第 2 1ft代自に一致させているもう 1 つの理由は， ζ とにあるように思える。

次i乙第 2 の問題として，平f麹m.のtl:E誌は p たん iと雪子主林/本:Jこでの窮度の自 i主規制という治協約な;意義だ

けでなく，その移動分散によりたえず新しい移住地をさがし求めなければ，積族紘:Nrをはかつていけない

という議磁的なー耐をもっているととである。そしてとの点~(，むし為本来の意義があるものと恩われる。

;本穏は p もともと天然j三の稚幼樹のみを飼とし，きわめて制限された食物条件下で生活してきたものと

考えられる。すなわち， トドマツの天然更新が特殊な条件のと ζ ろをのぞくと必ずしも良好でないという

とともあって，これら手段ýJJ1設は天然林内によ私木自せに，あるいは斑状に散在しているのがふつうであり，ま

たこれらの地においては，つぎつぎに継続的に更新が行われることもまれである。たまたま風倒などによ

り，かなり広い地域にわたっていっせいに更新することはあるが智エゾマツ，アカエゾマツなどと混交して

いる L いコたんf点称すると，ふたたびトドマツの更新はみられなくなる c とのような条件 f!とあっては9

2F;穫の食物は空間約にも，時間的にも大きく制約され，このため，たえず有溜i\;!.の分注文?とよって新しい生

怠泌を求めて移むしなければ，寝室の生存，発援が望めない。その認~~自らの:ll%J'持カの35 ちもあって， 1lliの

昆虫類のごとくある時J舗にすべて羽化して飛ぴたuつ ζ とは9 場合によっては lEおも透当なi，f:tに定着でき

ず，偲体主下の5ìEi滅をまねくおそれがある。したがって，設も多くの子$，が康子された第 2 t世代目 i乙一部

は無趨Eさとしてそのち誌に定住さぜ，…~]Tí を有j\!)m'lとして移住させるというかたちそ乙ったと考えられる。

本穣lま， 3"f, 54ーという期間 iと限ってみれば，一応食物は充分であり， 生j同士安定している。 しか

し， 10年， 20年という長期になると，決して食物は係ilEされておらず，その地か ιnjó /1\ , ;路 f七しない[渡り

絶滅のj百倹性がある ο このような相反する食物条件への適応として~}.Ëイ':t:'Í老年1立!の j民主型ょいと，移住移動授

の有魁丘jが分{じし， しかもその:匂羽虫色()) 11:';現を季郊への適応として，錦体岩手の増織という点からも最もよ

い時期とみられる第 21世代 êiζ_.-3')(させた，とみてよいのではなかろうか。つまり 9 本穫はある地への定

住，繁栄，絶滅という庶支をくりかえしながらも，毎年定期的;と新たな移住地を求めて 71古びたつ有趨虫に

よって，極としての存続が保註されてきたといえる。
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;宵趨虫の !b読がp 食物 季節という二窓の夜間に女付t る趨JXSの*;~!-誌でみるのに対して， 10性 'Ì'， O) !!'，滋

l土， fifj らかに外界条件の季邸主主 f!:'" すなわち冬の到米:と対する斑撲(rJ1;よ主主Pl)(ごみると之ができる。こ

不安定なi組支条件よりも， ?季節変化を確実にムえる 11 長への反応とし》しかもその反応のしかたを:二

次約に温度によって変イt，させながら p 手f住訟のtI.\tWL':i Jm だけでなく路担!JII幻切そも議節している点，フミlとた

くみな適応を行っている。

しかしながら，季節変化が1D，?'吹乙友から秋へと気協が急激に低下する j話会への対応が最も t5J し、むたと

えばおi匂抜仙のごとく p 疫の久L泌が比較 tJ高犯であるにもかかわらず ， ;rkl'ιなってから気dょがいちじるし

く低下するような場合iふ幻自虫の まり絞らず， しかしょ!日廷したí!ìlgí~t~U"のお交は入、申請

iζ遂悠するので， くれ，冬の勾い到来と必いまって予 l侍 lC Ï!Ë卵不1J~~ エいう事践をまねく。こ

のような条例の地域では，滋としての生存維持ち際線でおり，またとのことが分布を1j;l 1 :31はる jふflJ ともな

ろう。

同様のとと lふ北01会~J-*~ 皮却しu ，ζ もいえよう。総j交がí:iiî くなると~~~般に 11: 0) 低詰iL という i影響も加わ

る〉すでに:i!!_ベ:たよろ!と，ヰレ限付近の iヨ長とは lE/lHtが 10Q C であれば 7 n:ふ， 150 C'では 8 月、;ιば， 200C 

では 8 f:J下旬と g イfl:ìi!t il しかしとうした議室r;;/i:・行つでさえ，主g[iUtï!t

のおIfuijlj始11ふ lÆU之が 50 C Tがるととに約 5 H ほど却まる i亡すぎない。 とと

行くにしたがって夏の 8j支持閣は於くなるので，反応開始玲期はそれほど変化しないとみてよい。したが

って，)<î卵 tltill E; C~)11¥ J立開始はいくらかネまっても，限界がある。とうした条件をJうフ:みあわ ~tt るとち秋の{成

7ぷ;ふ ;1ヒへの分布告1!;U 1))えする V!:ft的な繋:おにもなっているものと芯われる。

JLfíii遂では 300m ï!iJ後以 i二(.7) Î日制ぷIfl疫のぞけば .......JL~全域にわたるが， ;ﾌﾌUL:irrl 

jrclまようやく !L:(:{なあそ:ナている状態で，密j支が:をわめて低い。 )!'J: (l 9，Ul3i)目、，採j4~ ~された核不の 1，，1

1立によってサハリン南部 (IPi'ýj ，lI!lj大〉も分113)地乙: (ノ℃名げており，このあたりが北lík とみられる。これに対

し， l~認はノド州 jえら\f ， dl :lfl までは滋:認されているが()!ニ L ・ iYGJL 19G}1õ)) , WATANABE 且nd TAKA))A 

(1965) ，\2)が本穫のとなJ仁惨であるモミオだアブラパチを京都，奈良で採集記録し酬でいるので，これらの地方

までよう市している可治'Jitがあるの f‘ j I症とLl~ま秋 200 じのきJ混で、もぬ LQ，し， 庁f\引が行われる。 L かし郊の形

成，成熟の j'f;予言におとれる悩体や不良Lf飢芋 (J) ti\現，あるいに?なì!l:虫そう ~UJj台ト:iLの )Y:f -J~ l~'K iJ!, )秋分以降

は J] 長短縮の影欝で半減するなど，放のおi!;!~士必ずしも好条件とはし、えなし\ζの問題のほか2 友の)~日7in

が南への分布の制限延凶として関係してこようっ

WAY や DrXON ら(古11HID ~'J:}その w一連の研究か九， 指EZ iyf衣 f長したの出の!必 m.バ心 佳子 3誌の減少

など穏内関係が?アブァムシ CIi1体ii干の復渡部郊に115本IYJな役:lf!Jを*1こ、「主主 ';1えしている。しかし，これは

主号::L ;f泊l彰Jtt:.j二!とおける問題であって， これそ との段J;創立必ずしも I~JIぷでない。

務にとって禁本的 i亡主主要な意味:をもつのは， このような防限さ才L t::1訟における問題より，その~Iミ恩笠間余

波において 1 Tlli としての主主んげと授が保rríE されているかどうかという問題であろう。

すなわち p 食物となる 会めて潔携の災j':ttヰiC X'f L でどのように巡応

いどのような生;ぢをおく〈ているのかが災は続本的な問1m といえる。存主へのi6~M;'j~ 7;. 発注主させ，そ f: 了

どのよう も?そこから脱出移動した{肉体の佐 '々jß保百lE されてい

なければ，似体若手ば i)iX迭の道をたどるであろういまたそのような?仁工が 1 2↑りで l自滅すれば， {間体訴

は絶滅するであろう。穏がもしとのような狭い給開の主主応，進化を深めていけば3 いずれは粧の滅亡に玉三
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る。 KENNEDY and STROYAN (1959)加〕は，多食怯 (polyphagous) のアプラムシでは，始!['.峨.'Ì~!;l:iIEgßàl重

点より得 iニ範聞が広し かっ存主H:訟は奴迎虫より苦手主への結びつきが認し これが脊主植物の拡大?とつ

ながってきていると述べるとともに，他方農作物の総拾により，手J;t:の縞物への結びつきが強まり p 三Lt

諮問をせばめてきていることも指摘している。これらのことから p 等主綴物体とにおける

生存発展にとって有効であるのは，食物の供給が充分に係託されている場合に限られ，もしこの条約がな

んらかの原因でみたされないときは，その生存を危うくする。適応していくとと iコ

め，災f{な環境での止。存jJをぼ下させる原因にもなる。

トドマツオオアブラセは， 1f矧~t! の m羽が守t:LJーの密EZには j照関係であるなど，他のアブラムシ滋より

:ì@í応伎がなしおくれた生活機式をとっているようにもみえる。しかし，その-JJ必然方向とも忍われる有

捌裂の l !l l)誌の cjJ Iとも，宅等主ににおける密度のlJ己競告Ij，地域@]VI，群の詳n;交誠1m ， そしてやがてはおとずれ

る個体詳の絶滅回避という 3 つの役割が言宗公られているのでもある。こればp 食物条件が22閥的， !時間

的に不連続であったととへの対応でおり， 1受の2設が1'3 進化の長いEE史のFfíiltでもあろう ο

本穏lま，このような 1[l:j体訴の允期医者としての機能与をもった有丈1l!:Þ，と，定住315議取の無題点、と，冬をのり

きるため季節変化にたくみに適応した有性虫と，それぞれ特異的な機Tìi告を分化さ奇をながら F 環境の変化，

気象条FI企の変{じに対応して，務独自の生活様式をつくりあげてさたc 本種の野外側体群が，移

i合京区 繁栄，放送ー滅亡という変動パターンをくりかえずのも，こうした生活綴式の I つの反

映であるとともに，これらを過して，一食してその変動を支配している嬰殴は，表k;1~l'i守には食物条件であ

るという ζ とができょう。

t肉 部
官

トドマツオオアブラは3 トドマ るアブラムシで，近年，込i林tllJQコ士道大ととも

l乙北海道のほぼ全域((被安がまんえんし、ドマツ として各地で大き C> 

きおこすに支っている乙のように， ~本;穏はトドマツ造林と:剖安江関連合もって生活急戎任Jムげ，仁司[{本数

を増大してきた常つえである。したがって波l汚の発生しにくい?抵抗自のある森林の造成など根本的な:lJJr治

万法をHíi 立するためには，森林の伐採，よ主体といった自然の変化に応じたアブラムシ儲体詳の動支lf，すな

わちその個体数の変動と変動要国与を i;yj らかにする必姿があろう。本研究;む蕊本的にはこうしたお!"えから

なされたものである。

オ;:穏lがr~乙 6 ~ 7 111: ft�iJ rft絞iヨ lノ〉その fln ~ う有ttrt_~

~it~ 土佐虫〉とが dJ:~ýj ， しかも術者はさらに無摺怒と有思考!とに分れる。これらは形態のみならず，えJ:'l\i牛

態的特性も主主lこし 9 それぞれ機能を分担しあったかたちで生活している。 ζ のため，まずその特異11江な生

活格式，生態Jニの特徴を明らかにグるとともに，… Jiでは野外における自然1tlil 体訴の滋皮変動方他方多TI2

の出411j没格ないしは似体11+変動 lご品おける多裂の果すi交~j;:11 ，とい-"tc. jèIÜ 聞から潟査検討をか!え9 これらを辺

1) :ilàt.t地における本訟のiI~j体数は， ~r節約には，;{:fの幹 iリ(明言 1 世代虫〕 から秋こ心街 11やょt~CD成

:kfJjまでの問と，それ以降 JJ[j .).þJを総て謀容の幹i李成虫J切に至る fm と，それぞれIÜ犯の

る。…方~ -lQ .jþj&ド変動も，総裁後 6 '.-7 (,:f i1u i灸をピークとする大きな 0.1~の f[JI線をlEíさ含 10主f. tJ ~長 Jこは[R\I

{本数は減少する。
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2) 1m体数のよ、から bくまでのや1';[1)夜勤そみると司ア:ノザフ j>， '/の役入初では森 (6 FJ)から )'1 (8Jj) 

きわめてベきく Jl から決(1(})])まヤほとんど批ノjょしていないっけ lWJ ごは友の':?{)Jl J~ 界

が鈍化しでもたの減少が火活くなり 9 後初 lつま引の主主化iと力えて f)えの減少 i)1 、さらにいちじるしく

必る ο その給札i'i:へ秋 iiむの~.~.? tれ'yt ，没入洲町、ではJ火>，札 ti却で汀立秋さ;ふ後初では秋く議となり，こ

れがγ ブラム γ{:W人淡lO;fnuの(以外、数の午変5訟を 1\ j'!~'dこ《よる大きな製設になっているむ

3) 者まから -~iへの泡伎のjk?/iJふ + )}r~ N~ 0H .:1 

矧~hの分散による主主I の)11も大によってもたら芯れる〉しかるに，子:f交の i 封 F

'êj'0: の tQ~ノたが1I;IJキりさわさ 3まう動分散に段しての死亡/与がj将力Il<rるために，

lこともなゥて

;こüfl、する。

たすとし，夏空宇 }%'A~r;5磁のときは，ヰ;が/)、さいむよill Pff の '}H)î~， {~"[.~ ~r} ， あるいは共生 Lているトピイロケア

1) のff: ') t.:: +3);; (与なたの カ I付 (C移動じと rnJ y.NLの;彰甥を緩和しうるが，ホが大きくなると， ~~fr" ::f: .tfI.~ 

f立がおn資自1lや校 iと限定されてくるので， ，今] ìí]i. Z~: @1 i援する行動がとれず，半日~ç~ :l~~~f:}j口がいちじるしく抑制され

る。

4り〕 夏~ 秋i問1官潟3司，1 (のδ 土ι止守~{í皮i交[(.のI乃〕 3狩狩滅1苦設U:少F

れる O そ Gの〕;主iヒニアたこる j潔京悶;は土 9 村、木の!Hミ iとともなう寄注{15般の限がp アブラムシ自体の行員~J 0.) iilJ約，共生

している -r ì) 類の保護効果の減殺を招き p とれらを遇してλ:~t~ のイノ::潟が{f品とともに強まっていくととにあ

ると考えられる。

5) 秋かみ翌手五までは， j}{"mî によって密度が:合力nL，郊の総さち，ふイヒ，斡母立!tへとも平~するにしたが

い減少じでしベ c とのうち ， .ITnm~とも三づく i州立の務;Jllif!.(士有悦~l:t O)~f卒交に依存レ口氏ャドずるが合 ζれは

密度の増大とともに， IfE ~li' Rtt ::h 0，コ務動分散によ忍死亡〉ががi努力nするためと i号、われる。卵 -，，'~i(t.r手足立虫 filJ の死

亡率は斡i:\}Ý)J d~の死亡浮 iと応 1;て変動しており s とれ;己責7ーも強< tカ守、している妥協と L，

ある。侵入初期の水がノj、合い苅lふ冬から務

大会く低下させ~ H:~ t史上昇をおくら分る l良国となる。

る tWÚ 合がおく， ζ の

6) 

というととが，

lともなってγ ブ 7 ムジの寄生部も?が|設7主されてくる 1:-.， しだいに;~-J(l酬できなくなる

友~秋fほの密度の減少}f1の j将大にも関係いとれがまた総

殺後101，ムド J2fJてになると矛守f!\ニが泊減していく決定的な渓E誌になっている。

7) 天然r 令'.Hi 枝Jの更新地で;丸送枠l1J:Hとくろべると寄生もひろがらず，鰐j交もさわめて低く tよだれてい

る。 ζれらの林地においては? いしはIfli犬

iC散在し，す、 t::.他樹滋と沼ìE レているな さらに?にきい丈 L/亡がって~ ~r プラムシのうT

数Yi~l訟がいちじるしく凶 ~trr è~ れることまEλた:二t又:t徹ミ及並 3丸芯初玖:!o.，びの〕パi杭、{札E

みら 1才れ'1， ~る5 ことなどが芦 このよう f刈JiVs:.}lj[!C保持されている際関と将えられど)C!

の それぞれの季節芳あるいは窃伎の年次予t絡の名段隊勺) jj~(!:lと;自体1&の変勤そ 'zW，i:ずる接民にはちが

いがみられるが，これら会通してその変動を大きく税制している'V:悶;主食物条件とみられる c このほかの

弘~t~ と VCiふ 犬ぃ設がある。 iTjfえの JftÚ，i:\え変動という，[\~、Lからみれば，そ Lノ/...:::

Jレそ決定いまた分;(fj をf!ji!!í[!γ る事nn ともな J て û'r袋 (UE、味会もっているくしかしいずれの袋悶も，寄生

部位の設定，それによもなうね♂訟の制約あ心いはγ りの保護効栄の減殺という開銀と関連して，食物条件

と密接~C結びついて{午JfJ している l~ì" ~\ >1，、? l.~" 
)‘- '.，リ

9) 本獲が食物条件の治 ji(，'']そあまりう J〆}"f:二千1腿2J~ 卒、 iiliØiJ itit lJ:ょの惨沿うf!l伎など密皮の臼 c'品!;r.ilj ないし
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自己調節を江主して仮i体詳密度の安定{むをはかれるのは， 造林地においては績裁後 6 '~7 年前後ま寸?であ

る。したがって，とのような若い造林地が秘技A綴して次々に造成されていけばp 本穫は気象，天散といつ

だ外的姿図の僚度部被!の作用を悶j穫もしくは軽減しながら，滋内関係lごもとづいた密度~f;\jí1百 lとより安定し

た僚体苦手を維持していける。近年， }. F7ツ造林地の増大とともに急滋!と偲体、数を場大，幼齢造林地の最

大の客!たになるに支った主主EÈlもと ζ にある。

10) 本穏にみられる多'!f.:Iのうち，有惣胎生峨虫は工、として第 2 世代目にJ4~[Þ的 iζ発生する。この有i);lJI訟

の出現は親の代から長日条件にあるととを前提とし，さらに出生後 1 齢!Ìl.時代 lとこみあい (crowdíng) 会

遜じた江主!休tlEiJ!kîの接触京IJ/般の存どEが必擦である。その際食物条例の良否がLl1現不lζ関係し9 また食物

〈栄漆)の惑イむ自体だけでも史盟主裂の分化を促進する。ただし， ?fS 2 lJHt虫だけは:fO盟理!の出現にとみあい

反応、1i::必要とせず，密度とも無関係でおる。

11) 実際の野外においては，有麹~R~立第 2 世代以外ほとんど発生しなし、。とれはその後の[ti:1tでは， EI 

長の短縮による惣lli分化の抑制作用をうけるほか， 1'#H::上の密度が高まる iìíJ"こ P 第 2 世代虫における有鍛

J長の発生分散によって，日EIニ*の食物としての条件が懇化しないよう予め守野茂の自己規制が行われている

ことも p 大きく影響しているとみられる。

12) 本穏の寄生は，天然itの存í~ Íli]樹か績;長!とriuo年前後までのÝJ)鈴木1こ怒られ) ff寺閥的iとも空践的 iとも:食

物が大きく flj!J約 ð れているく3 したがっ Mじ有迎虫の分散lとよりたえず新しいとt息地長求めて移住しなけれ

ば，穫としての平手続は保託されないG その際，自らの飛刻カの~~さもあって，場合によっては l 環も適当

な害対::3C定着できす\俗体鮮の死滅を飽くおそれがあるのこのため最も多くの子-，uh'虚子された第 2 世代

日 iじ一書51土台1{Æ奇型としてその滋iと主主{主させ9 として移住させるというかたちをとったと考

えられる。

13) 以上のごとく有魁恕の出DTI には~ ~j-主上の密度の自己規制，その林地における1[IH卒者予の密度調節p

そして寄生の制約 iとよりやがてはおとずれるが]体訴の絶滅IíJi壌という 3 つの戸‘嬰な役t1rJが~.'llせられてい

る。

14) 有セ1，とt，は第一義的に光の影響，すなわち日長時閣の短縮によって生ずる。そのlむ界日長時間は，滋

皮 100'~，20Q C の鎖倒内で之はýiffi Il芝が IJ~J くなるほど妓くなり， 250 C の潟I.ffit下では綴日処斑を行ってもHl~克し

なくなる。立た日長時間ば 1釘怯虫安うむ胎岱雌!t;のíill了、数，ならびにE引戸地虫の卵の形成，成熟にも;影饗

を与え， fJÎJ者の場合， 12 時間以ドの短E]， すなわち秋分以降の日長ドでは!広 r数は半減い後者の場合

:まラ);TI fJ &となるほどJjTPの形成，成熟がE手く，産卵|苅始も 2手まるという羽l象がみられる。なお綬日処現によ

り次世代E誌がすべてfI性rt~ となるには， JjTpからふイ七してから一定期間の日数 (150 Cで約 70 ::1) の経過が

必望書である。

15) 有性E誌のIl:l現は，明らかに外界条行、の季節変化多すなわち去、の到米;と対する適応とみるととができ

るοζ の場合，不安定な ì~l~cT支条件よりも，季節変化を確実に伝える日長への反応とし， しかもその反応の

しかたを二次的にi民皮によって変イじさせながら舎

とが，大きな特徴点といえる。

16) 本務は，似体群の先駆者としての機能をもった有姻虫と予定住繁主主主1の主導親点と，冬そのりきるた

けでなく産卵時期も誠節していると

め季節変化にたくみに巡応し tc: ff2�i: 11，と，それぞれ特異的な機絡を分{じさせながら，環境の変化，特?と食

物，気象条件の変化lこ対応して，蕊独自の生活様式をつくりあげてきた。本績の野外個体鮮が，移住一定
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才~， ll'îj;合 繁栄，減jj2~滅亡という変動ノf タ…ンをくりかえずのも，こうした生活議式立はつの:足取れ宗主5

るとともに去 ζ れらぞ濁して -:N1 してその変動を支配している裂凶は ， t志木的に あるという

ことができる。
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Biological Studie語 on the '1'0(10・，晶r Aphid, 
Cinara todQc(){a INOUYE, with Spec�l Reference to 
its Popul畠tion Dynamic昌 and Morph Determ絜at�ll 

Hiroaki. YAMAGTJCllJ(1) 

Summ乱ry

~ヲ3 …協

The Todo-fir 乱phid， Cinara !odocola INOUYfιinfests th巴 br乱nches and stems 01:. young Todoｭ

長r， Abies sachalinensis Fr. SCHMlDT地 Damage caus日d by this aphid w'1s not cons禔ered part祥ularly 

serious llutil a lar広告 scalc、 planting progr乱m started in 1958ず Sil1C巳 then， th巴 aphid popu1atiou 

has il1cre乱$巴d r品pidly with increasi.ng '1τ巴as of plantatîol1s , and now this 絜sect is one of the 

most d日 structive pests ln young Todo-fir pl司nt乱ÜO!lS in Hokkaid合唱

Stud�s d日scribed 絜 th日 present paper were started 絜 1958; however, mo討t 01' the wo1'k 

W乱s don邑 frOlll 1962 to 1973. Natural population changes w記re studied prior to 1972. Polymorｭ

phism and its role il1 t11e popnlat卲n ch乳l1ges were studied from 1967 to 1973ぜ Throngh theso 

stud福s tho writf何 has Lried to darify I:h巴 popul'1t綷n dynamics of t110 Todo白五r aphid. Tho 

ult絈ato a�l11 01: th﨎 continu.ing projoct is to esLab1ish a sI1.vicultu. r乱1. control or 1nt記gr品t己d conｭ

tro] 5ySt記m for this aphld, 

Biology of the aphid 

Life history 

寸ho Todoイir aph1d 18 holocyclic and 品 mOl1uocious spocies. Eggs h'1tch 1n late April or 

early May to gi v巴乳pterous parthellogen巴tically reprodudng fundatrices (1st ge話器ration). れlrl

of th己 offspríng produced devdop lnto alate virginoparae which emerge '1nd dispεrse .from 1a to 

June to míd岬Ju1y. Consequel1tly, the 11umber of troes attackod 1s incrcased remarl、ably during 

th� period, Winged femalcs also appear in thc 3 rd gellcration hut the proport�n is quite 

叫1<111， In subsequel1t parthel10genetic ge，nerations 乱1most no al且tae emcr伊 in the 恥1d. In 

S日ptemher '1pte1'ous Qvip乱rae alld 乱i品t巴 m'1les 品re produced, wh�h mat巴註nd the ov厓arae Iay 

overwínt企dng eggs 011 紅白clles from mid-October to mid-Novemher (F刕s. 1 and 2, 乱nd Plates 

1 and 2) , 

Development and reproduct綷n 

'J、here are 3 1arva1 i社stal"S ln apt色I 乱巴， 111clud匤g fUl1d乱trìces， and 4. in 品l乱t'1e， L乱rv乱1 devel崎

opment of 1110 alatae takes 1 instar, or 礼bout 5 d註ys at 15"C longer than that of the apteτae‘ 

The fecundity of fundatrkes is very large , The 品verage number of oiIsprﾎng produced iG 

approximately 103 cmupared w1th 4.6 in the other 旦ptera杷 and 35 in al丘tae 乱t 15 0C ぐT乱ble 1) 。

Although the nu打lber of larvae prodllccd by apter'1e 﨎 reas口l1ably coustant over the succ記ssive

gener乱tions ， it j 日 recognízed 1:0 h巴 diffεT記ut according to c10nes or 1'ea1'ing condit卲!1S. The 

l乱8t-h01'11 individllals o.r t:hose r白ar日d under h刕h dens咜ies are less fecul1d (Tahle 2) ‘ Temper‘山

atures a1so inflllcl1ce fecundity as well '1s the 1'ate of development cl、able 3). Th日 numb日r of 

offsprIng produccd 﨎 nearly equal 品t 15 0C 註nd 20 0 C, and much less at: lOoC and 25" C, '1 、he

l'1rval period IS lnversely rでlated to temperatu1'e with絜 the range 100 rv20"C, but at 25 0じ ìt

does not shortell further. Ahoye 250C the l'1rv乱巴 would not settle on th巴 host， thus rearing 

R肘eived Augnst 8, 1975 
(11 Hokkaido Branch Stat卲n 
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through the iarv正11 stage was lmpos~1Ïble. Tho thr巴shold t記mper呂i:ure below which no d日velop­

ment occurs is approximate1y 30C. 

Both apterous ovipara邑 and alat巴 males have a t抗告1 of 4 larval instars but somo of tho 

ovip乱ra色 moult 5 timos at a high tomperaturo of 20"C As in virginoparae, the rate of larval 

developmeni: in ovipar説記 is proportional to temp巴rature (Table 4). The preovipos�ion period, 

hOV'lover, is som引vhat complicated because it 1s greatly 匤f�enced by photoper卲d ('1'昌b1e 5) 岨

1t hecomes shortεr with decr悶sing day-lengths at any given temperature, indicating the longest 

dur叫ion in the 開rliest幽born ov厓arae (born in 巴ar1y September) and the shortest in th巴 latest­

born ones (born in early October). 'rhe differences between thom are 1品rger at h刕her tenャ

P邑1'atures (ひetail日d results will be shown 1乱te1'). Preovipos咜綷n lasts long日r at 200C 1.h乱n at 

150 C, 60 that 1.he nurnber of days reqllired frorn b�t.h to beginni.ng of oviposition is the same 

邑t both temperature日.

Eggs ar忠 pl'oduced most 丘bundantly by oviparae r記ar邑d at 15"C and no 己ggs are deposited 

below i)oC (Tables 5 乱nd 6). The overwintering eggs requir巴 a p巴riod of chilling befor邑 the

rising t邑mperatu1'e of spr匤g callses resumption of their emb1'yonic dev記lopm.日nt (Tables 7 and 

8) ー Th巴 threshold t日mperature of tlle development is 品bou1. 30C ('1、ab1e 9 詰 nd Fig. 4). 

Attack and di西p母rsal

The Todo-nr 乱phid attacks on1y saplings below abou1. 2 汀1 in height. Inf記stations， th記refore，

occur m且in1y on plantation trees 1ess than 10 years old. For some 3 01' 4 years after planting, 
t11e aphids feed 011 almost all parts of ste町1 and branches of a tre巴 1、hereafter， their feed匤g 

plac忠告 are g1'adually l'εstricted to the upper pa1't o:f th記号t巴m 01' a part of th巴 branches 呂s a 

tree grows‘ Thus the restriction of the aphids' food will be a fatal factor termbating thei1' 

aUacks, 

The fundat1'兤es ar記 relatively sess匀o whi1e the apterous virginopara日 of th巴 1at巴r gener且w

tions are more agile. Although the 1arvae of immatuTe stage usually gather around their 

moth忠rs and do not 111ove, the 3 rd instar larγae and tener品1 且dults often 1巴ave th自 aggregate

wh兤h the:)ァ hav巴 formed， '1'his rnovem己nt of apter服 se巴rns to be based onλn innate locornoｭ

t咩e beh乱vio1' but appears accelerated by extrinsic factors such as det阜rioration of 110st tr日記$

or 11igh donsities唱 可司lhe11 an inf巴sted tre日 is la1'ge, apt邑1'a巴 remain w�hin a tr忠e. Howeverコ

when a t1'ee is small, some of them 'ivalk awayγfrom the host wh色re t11巴y develop日d. This 

movem巴I1t results 匤 emigration to the surγ口unding trees p1'obably w咜h considerable losses in 

th巴 fìeld圃

Dispersal 匤to uuinfesi:ed trees takes place ll10stly by alatae, l1lost of which em色rge in th日

2nd g己n己ration. The a1乱ta記 in this gel1eration 旦1'e produc♀d density-Í l1dependently, wher日as in 

the sub誨uent gener証tions crowding as well as nutrition has 乱 sì ，gnifìcant effect on the deveI陥i

opment of alatae. 

The apterous oviparae in th巴 rnatured larv註1 and adult stages t位nd 1:0 k也ep a way from each 

othεr and to disp巴r5e to t日1'mÎnal twigs of 乱 tγee where they deposit their eggs (Fiι5). 

'1'h18 disper・810n sometimes extends to t11巴 Sl11'rounding tree8, especially under h1gh populat�n 

d号nsiti巴S.

Ants a路島odated with the aphid 

As 1n many aphid sp氏、i巴s ， the 'I、日do“自r aphid ﾌs attended by various specì出 of ants (T旦ble

11). Lぬ;ius niger L., a domin乱nt species throughout the aphid infest巴d pla l1tations, enclose日
the colonies of aph冝s within shelte1's cormtruct白d of llest rnaterial. The shelters ar日 built

from the base 01' stem up，'ぬ rd and 80m邑tlrnes surround the entire 8t巴rn wl1en the inf日sted
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trees are small. Cam�OflOlus obscuriρes MAYR anc1 1¥1lyrmica spp、 are also comrnon, th(ょぬれe1"

being the lHost prevalent species ín 百haded stand.s , F1'oIll t h巴ir in長uence on 1:he ant aphjd 

populatìon , howeve1', they are not so impo1'tant as L. 持iger sínc記 the numbe1'邑 of at.tendants 

are relatively few <lnd they build quiτ位 small 01' no shdters (3記e Platc 2)~ 

Natural el1e獄ies

Insect natural eneη1ie8， l1umb日rlng 24 spccies り f 8 Úlmilìe8, .have be巴n reco1'ded (γable 12), 

1'111 日記 of these are hymenopt思1'0118 par司乱sites ， of which Paues僘 momicola W，HAN九lJE et TAKADA 1s 

consid日f巴d to have been 匤cidentally lmported to Hokkaido hom IIon8hu , th日 main island of 

Japan. 1'h﨎 species wa8 iirst 綷und 匤 Hokkaido .1n 1961 and thereafte1' it h加わ巴com巴 th日

most COn:J.n1on paras咜e. 

Th巴 other 21 species are prec1ators. .From thと arnount ()f aph�s consumed ﾌll il1secta1'Y 

rearing, they are div�ed into three groups. The impo1'tallt group of pr巴dators that匂 8how a 

hlgh food cOl1sumpt卲n ar必 thc 五1'st 2 SjJεcies of coccil1dlîds , the 五rst 4 species of sy:rphìds, 

chrysopids and forf�uHds. (Sce Tab1e 12) ー

Many preclaciou8 spid日1's were coll己cted on thむ~ ap111d inf信託日1 tre白色 As t11巴ìr populatlon 

densities ar位 generally kept at a level thmugh the se<lsons, predat�l1 by sp�ers seems 

to p1ay an import呂nt rol色合special1y on checking establishment of the aphìds 日migrated on host 

tre，忠告‘

A :fungus dísease , Entomo�hthora aPhidis HOF引に .ls 1'epo1'ted to aiIect the 〆l'odo四五r aphid, 
01.1.t 110 di呂《切

Natnral [JopulatioIl challg-es i肝 the :I�.eld 

Populati骨政側tì :matìnn

l¥. douhle sampling 江tethod was adopted to estimate the 乱phid poPUlatiOll ln the fidd. The 

aph� in.fest乱tions on a trεe wcτe 仁i担問i五ed into 5 classes ('1'a1>le 13). Fivc sample trees of each 

c1ass w記1'e takcn al1d the numbe1' ()f ap11id8 W円偽記 counted 乱t ahout 20 days intervals frorn June 

to October. The re土;ults índìcaτed 口o sígniGc五mt c1凬ferences among the dates sa口lpled ， 80 the 

mean l1umber 01' aphids pe1' c1ass ()f infested t1'e日 was ohtain日d (Table 14) , In 日以:h study plot 

compr﨎�g from 100 to a bout 800 trees acconiing to th巴 conditions ， only th日 infestatìon class巴S

were ex泣mined and poPU1atiOll dCllsityτiVas est�ated the relation mel1tìoll己d ahove. 

The populatiol1 of natural enem�s was measur日d hy cou_nUng d :iτectly 01' by beating an 

ext1'a 10 to 25 t1'巴色S ，

Populatloll change母 in pi託殴tations

Season品1 popul品tion chan.(1;己 of th己'I'od(ト五r 品pJúl throl1gh a y忠告l' was cha1'乱ct忠rized by 孔

mountaìn-shaped 仁nrve with. t官 o peak臼 (Fìg司1)亀 Th臼 population density, which beg;an 1:0 

increase in early June with ﾌnitiating larv厓osit卲n by the adult fundatょrices ‘ re乳ched a peak in 

Augu己t 乱l1d thel1 d巴dined 1:0 low levels In Octob巴r whcn the adu lt seX\1乱 ls appearεd. すhereaf 噌

te1', a sHght lncrease of the densit:y was induced by oviposition but it d記c1'朗自己d 昌広乱i.n as thc 

ov刷、:vintering eggs c1eveloped into adu lt8 , 

After i 口 vasÌO [l of th巴乱phîds into a 11記 wly 日stablished plantatiol1, the 乱nnl1al populatiof) 

changes indkat巴d a large l110untaÎrトshaped cu1've and the aph冝s' ìnfest呂tiOl1S all110st subsld巴ιl

arol1nd 10 ye丘1"8 品fter planting (Fígs, 6 and '1), 1'he popul乱tion，昌吉口、entioned abov巴， fluctuated 

within a yea1', 1'he pattern of 日開sonal populatiol1 ch日mg;es hom June to Octobe1', howeverコ

W乱s recognized to va1'y :i.n a cert<ぇln detiniすem乱口ner in successi.ve yea1'8 (Fig. 8). As the aphid 

匤fe8tat�0l1S progæss日仁1 and the planted trees grew larger, the rate of populat卲n increas日 f1'om 
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June to August t巴nd記d to b巴 COTI1C smaller and at the sam記 time， the ratc of population decr巴ase

from August. to Octob日r becam忠 larg邑r. As a result ‘ the population densities in autllTIln were 

TIlUιh larger than thoち巴 in spring in the ear1y y巴ars， sllghtly 1乱rger or ne呂rly equa1 匤 th巴

middle years, and less in the later year民 This seem吋 to be a main cause that the annual 

population changes indkaied a mountain type durìng 旦bout 10 years of the aphid infestations. 

The popul乱tion lncr開se frol11 spring to summer is dosely re1ated 1.0 匤creasing the ね11mber

of tre日呂 attack巴d which 1110stly r巴sults from d﨎per8a1 by alatae in the 2 nd generation (Table 

16 and see F竑. 45). As 1.he number of trees attacked or the population density incγeases， 

howev日r， the inc冝ence of aphid attacks is held down probably by d巴cr巴aslng the suit乱blo host 

trees，品nd consequentIy tho rate of population ﾎncrease decl匤es dεnsity刊lep巴ndently (Figs. 9 

nnd 10) 同 Un主札usuallむy 111泌gh t匂omp企引ra抗tuωr官e問sd小u汀ring summeぽr ha必1tぬed t白h日 popu]a日aバon grれ()川川wtぬh ()侃nly whelは1 

t佼ぬh巴 tr巴邑s 呂t仕t乱抗ck王巴d gr問忠m、w 1版arge.唱巴 Whe削忠机叩11 t白h巴 trees wer巴 smal1, th色 aphids would be able to avoid 

the temperature's Influe11ce eJ.ther by TI10ving to tho bas日 of tr色es or by concealing themselves 

i11side the shelters constructed by at:tendant allts. 

The rates of popu1ation d巴crease from SUTIlmer to autumn have 品 tendency to become 

larger year after y開r except for t11e f叝st 2 or 3 years 乱fter t11e aphid ínγasion (.Fig. 11). 

T11ese �creasing mortalitles during th﨎 period may be attributed to th告巴ffects of natural 

en日m.íes whos巴乱ctíon was encouraged by the restriction of aphid feedlng places and by the 

subsequent reduction in the protective 品ction of aUendant ム niger constructing she1ters 

(Figs. 12 and 13). 

The rates of population incr日ase J.nduc忠d by ov綠osition d巴crease wlth Încre品、ョìng th己 pop附

ulation denslt1記 s of adu1t sexu乱ls ， and this seems to b巴 caus色d by an increase in disp巴rsal 10s8 

of oviparae seaτching for a 8u羡able oviposition sit思 (Fig. 25) , Froll1 eggs d巴posit町.1 in autun工a

to adll1t fundatrices in the follovving spring, th記 survival rates of 乱p11ids were remarkably 

high so that t11e popul旦tion declines dur匤g this period wer思 not inord�ately sharp (Tahles 20 

and 21). The total g巴neration mortalities are close� correlated with the spring 1110rt呂liti拙

includ絜g failllr巳 to hatch (Fig. 25). These spring l11orta1ities are strongly inilu日nc巴d by death 

of host tr己記s attacked whkh mostly occurred ln early spring (Tab1es 18 and 22). r叫ortality

rates of the infested trees were 日o high in early stag日S of forest dev巴loprrほnt that the populaｭ

t卲n increase of aphids was s10wed down for the nrst 2 or 3 years 昌fter the aph禔 絜vasion 

(Table 18 and see Fi怠 7) ‘

Similar r記sults as described her巴 were 呂180 obtained in some other plantation in differnt 

districts (_Figs. 14へ，19， 22, 24, 33; See espec�l.ly Figs. 41, 42, 44~-46) 。

Population chang哩s i.脱 natural regene:rated stand島

In natural for告呂t8 th肥 aphid poPUlatiOll dens��s were kept at qlll.te low levels (Figs. 29 and 

30) ‘ Y oung natural1y regenerat巴dTodo 司五r t.r告白s were usually 日正 attered or distributed in patches 

and intermixed with other tree specles ev己n 匤 open s1乱nds which w巴rc estabIished after clear 

clltting or wind damagc. しinder thesc conditiollS, thεra!巴s of increas日 in the numb日 r of trees 

attacked was kept. low by t11e high disp巴rs乱1 1088 of aphids (F�. 31). This and t11e high reト

ativ記 densities of natllml enemÌ日s to the 1108tS are cousid日r邑d to be the main causes of th記

aphid poplllations rema�lng at low dcnslties. 

Cha:nge昌 ill pop日lation d嘩n昌lties a部ong different. di呂triets

1、he aphid infestatioll日 or the popu1ation d記118iti邑8 in plantations were rel乱ted to nurnb噌r

of years after planting, so the.ir changes in di在日rent distr�ts sho111d be compared in the same 

aged plantatìons, Of three d�tr祥ts 1nvestigated, one d.istrict w�h a high elevation of about 
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700 rn 8howed qu咜e low population levels dur匤g 3 years when they w巴re supposed to aUain 

the p配乳k (Fig ‘ :33) , The rεason Lor t11i8 are proh乱bly that C�ol spring temperatures delayed 

the pOPll1atiO!l 匀lcrease al1d a1sり that extreme!y low t位111p巴ratures in autumn aff巴ct町1 the oviｭ

p(渇ìtloιactivitíes by oviparae and often made it irnpossibl日 f()r the111 to deposi t their 色ggs

(Table 24) , 

1:'、rom tl1e r巴昂u.lt品 oÍ general surveys throughout H.okk乱ído， the heavi1y infested area詰 wer位

found 工o be associated w�.th cU1TImul乱tive temperatures which were obt対日ed by accumlating 

n止、 !llonthly mean temper以ure 乱bove 5"C from Apri! to 九日記ust (Fi必 38) ， Usually, aphids 

th1'eaten to caUG思 hcavy inü、statÎO [lS 匤 d﨎trids w1th th巴日じcumlated t位mp巴rature above 450
(; 

乱nd li.ght or no inf巴 st乱tions occun:ed 匤 distrkts b巴10'.'J 400C. 

Cfl政cIu曲ifln

In 行lch s店街、ün or eaしh 日t品紅白山f fo1'esL devεlopment of the plantatio11s, th巴 ma匤 fac・10r8

responsible Eor the 乱phid popul呂tíOl1 dymllτκics chang巴 as the plantations m.ature Cl'ablε25) 

However, the ll10st lmpo1'tant :facl:or 1日 cOl1cluded to be thal: of food conditìon, b巴canse the 日f­

fec1.s Ol" actions ()f other fadors ar日 closely ass�cﾌated with the qual�y and quantity of the food 

詰upply. For exampleγhígh t己mperatur記 \11 Sl1l1lmer causes a gr忠at reductloll 匤 the aph1d 

number only when the host tr日es grow larg日誌nd the 品phíd feeding 﨎 liml日d to the upper part 

of stem or branches. Also n詰tural enernies p1ay an 絈portant 1'o1e under the sam巴 situ乱tlon.

Restrict卲n of food supp1y b以:omes a fat乱1 fador t位rmînating the aphid 匤festation 111 a given 

plantation. 

rj、he Todo-fîr 旦phids can increase the叝 populations and keep them to a high level until 6 

OY 7 years after the establishm，ふn1: {)f p.lantatious. Dur�g these per�ds th巴 aphids not only 

keep away fro111 th巴 diyect 思在日cts of climatic faetors 乱ncl natnral 巴nernie詰 by their behav卲ral 

attributes 品目d by the protective actioI! of 乱ttendant ant8 , but a180 st品bìlîze th記ír population on 

a tr巴e through self-limiting 0γsel:f愉r巴gul旦ting mech品nisms resulting froI!l the dispersal of 乱1ata巴

or oviparae. If, therefore, successive planting operations of Toclo-長rwεre carri円1 out extel1叩

siv忠ly in the 自社m己 reglo l1, the aph冝s wouId be 乱ble to maintain the high population J巴vel

pe:rrnanentlyヘ An í即日前iog abundance of young Todo-iir 匤 plantatﾍol1s is the reason why the 

aphld il1festat卲ns have developed into on巴 of Hokkado's most destrllctive p巴sts ，

Morph dete.rminat�n and ecological significance of ]}fllymorphi西部

Th日 development of alate virginop晶rae

くAppearance (Jf 札lahte unde1' natural cond咜卲ns> 

ln the ficld the alate vi1'ginopar乱e appear 1110St abundal1tly �l1 1he 2 nd g也II記 ration and y巴ry

f日w 1n the :3 rd generat綷n. AJmost no 註1at即位merge in th日 subsequent parthe日ogenetic genｭ

巴ratiol1s (γable 26) , 

<PhotopeτÎodic í11註nence>

vγhe日 th巴 apμhid七s号 were rε刊are.伐d conLυinuou日sly un 

1.50C fr口omηι er只耳g hatc苛ゴh ， a high p陀ercer丘üag忠 of <託主iF乱ü日詰 deγ巴]oped in the ~i [(1 ，註王nd 巴ven 1n the 4 th 1 

g巴I怠1記ration. 1n contr呂s1.， none 0γ011]y a few alatae deve10ped through the g日ne:ratiolls tested 

when rea1'ed under short day (11 h and 1311.1 h) condltlo11s (Table 27) , Under naturaJ 匀Iuminaｭ

tiOl1 ìl1乱 plant. growth. :rOO!11, a1at乱e appeared 匤 the 3 rd gene1'at卲n in a proportkm sim�1ar to 

that obserγ配d in the 2 nd gener乱tion， but the perc巴ntages of alat日e d日veloped 記very ten d乱ys

showed a sharp dedin己目白 th(ぅ day-Iength shoτtened below about 15 h (I三lble 27 and F刕. 47). 

Another lnter巴st] ng result indicating the effec1. of day-length on the appearance of alat乱日
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among the offspring produced decreased with short day (1:31/4 h and 14 h) photop思riod tr邑atm巴nt

This occurred in th己 2 nd generat�n in June も;l7lleil the natural day-lel1gth was jonger th且n

15h. Th日 proportion increased under long day (16 h) treatrnent in the 4 th gel1eration from 

late July to August when the natural day-length was around 14 h (Fig. 48). 

From these results, at least the induction of alatae 18 intluenced by photoperiod, ì.己. supｭ

pres3ed by short day-length. T、his inhibitory eff♀ct does not occur in a giv巴n 3ingle ge訂eration

but it does 30 through th巴 e文posure of both mother8 al1d offspring to short day-Iengths. ln al1 

the experiments describ巴d here, the aphids w色re reared in groups of 3 to 5 on a 1“ year old 

seed1ing. 

くCrowdi.ng response> 

When the aphids were reared in isolation from birth, none or few alatae developed, wh邑r巴as
wh杷n reared 絜 crowds, h1gh p記rc巴ntages of aphids became alatae ev杷n in an aphid density of 

2 per l-year 01d seedling (Experlments No. II and 湿 in Tabl邑 28) 。

on the otller hand no differences w巴re observed in thεproportion of alatae d巴veloping

品mong the offspring whose mother h乱て1 be己n reared in crowds and singly (Exper�ent No. 1 

in TabJe 28). Therefor巴， respons咩eness to crowding was postnatal. The development of al乱tae

was determined by whether the 1 5t instar larvae were crowded tog記ther in the time of 3 days 

after birth at 150C and the �tensity of the respODse increased 乱s the duratlon 01' crowding 

was extellded from 3 to 5 days, 1ate ill the 18t 1n8tar (Fig. 49). 

As w匀l be m号沿ti.on忠d 1ater, however, crowding se巴med to be a secondary factor in inducing 

the appearance of 乱latae ， because a high percentage of alatae would dev巴lop in the 2 nd 忠告n­

er丘tion or und巴r the deteriorating nutrition草1 conditions even though the aphids were reared 

in isol証tion

ぐEff巴ct of 立utrition>

Th白 host plant effeds Oll the production of alatae were tested by re乱ring aphids on fresh 

seedlings, or on deter�rating ones which had been subjected to aph冝 infest且t10ns for about 1 

month before the test started. Many more of the aphids feeding on deteriorating se巴dlings

become alatae than of th08邑 kept on fr巴8h 8eedlings. A high percentag巴 of isolated aph�s 

reared on d也terioratìng sεedlings 旦lso developed into alatae (Table 29). Thus nutritional qualｭ

ity of the aph冝s' food supply has 且 marked and d1rect effect on the d巴velopment of alatae. 

<Jntrill一.si

Th日 fundatri犯c阜出s would 正d n巴V邑r b己配ιom巴 alata記 εven lf the，、vw己re r邑伺a抗r巴d 絜 crowds 01口1 d巴t匂己ri­

oratillg s巴edlings. On the contrary, many alata巴 wero produced in the 2 nd generation even 

wh巴n rear思d in isolation on fr 巴sh seedlings CI、able 30). The aphids of th18 gen邑ration， ther色凶

fo悦主問阜e， weぽre m主忽nlι1山1

t110se of the SUb8阜【quent g巴nerations‘

Although alate aphids of other speci開 produce fewer alate daughters than do par色nt

apterao, no differ巴nces w日re observed in the proportion of alatae developing among the offspring 

produced by each parental form (Table 31). 

くConclusion>

The control of wing dimorphism in th巴 Todo-fir aphid i8 cl巴arly postnatal. The induction 

of al品切e， how巴ver， ls inrluenced by d乱3μlength 己xperienced ﾍn the mother g巴neratìon‘ It 﨎 

apparently suppressed when both mothers and offspring are exposed to short d品y-l記ngths‘

Tadile stimulation given through crowding in the 1 5t ﾍnstar larva巴 is noccessary for tho 

aphids to becomo alatae exc巴pt for the 2 nd generations, in which the aph1ds develop into alat呂官
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in high proportﾎons without the crowd�g respons弘 Poor llutr咜伀ll also effects the production 

of alatae 呂nd can c乱use isolatec1 aphids to become alat昌巳@

1n th巴五eld the adult alatae app巴乱1: only from late June to early July; that 18, mostly 1n 

the 2 nd and p乱rtially in the 3 rc1 gene1:at�n. '1'h日1何日乱fter almost no al乱tae 色merge. This may 

be attributed to thεfact that t1le d巴velopment of alatae is suppressed hy decreasing day-length 

1n th巴 subsequent generatíol1s , and also t11at th巴 nutritional conditions of host trees are pr日明

vented fro111 deter�rating by self-restrkt:ion of the aph冝 population on a tr巴e fro111 thεpro­

c1uction and departure of alatae in the 2 nd g巴neration‘

'l.'he production of oviparae und males 

<Appearancεof oviparae and males undと r na tural conditions 01' at const乱nt I:emperatur巴S〉

Ünder 五日ld cond�ions the date of the 仇st 乱ppearance ()f 対xuaI forms was near1y constanl: 

ev記τy y巴ar~ 品rounc1 S巴 pternber 6 for oviparae and S巴ptember 11 Eor mal，う 8. 13y the tìm也 the

五r8t ovipar且e appeared only virginop乱r呂志 wer日 produced ﾌn t11e prog巴ny scquence, 80 the aph冝s 

extending the� parturit�n over th.is per綷d gav記 bîrth to both 阿rthenogenetic and gamic 

offsçげing くTable 32). 'J、11巴 proportÍon of 111品les was less 1:han about 10 perι日nt of the offspring. 

Th日y were produced only during ~~ or 3 days in t11色 middle or latter part of th日 mothenぷ

reproductive ]He (See Fig. 51) , Thc number of offspring Coviparae 乱lld rnales) pr口duced d日嗣

creased in the aphid呂、Nhich began to larv�os� 1乱tεin September. 

Th巴 similar resu]ts were obta�ed under n乱turaI il1 uminatìon 乱t 乱 constant temp巴τatm:e of 

10 0 C, 15"C and 200C, although th巴 first appearance of ovipararae becam忠 early by about 5 d乱ys

fo1' eぉ:h 50C decrease of temp記rature and no males were produced 乱t 10"C (Table 33). Fro111 

the昌e observatjons, day-lel1gth was considered 1:0 be 品 main factor in inducing the procluction 

of sexual foτ111S ， the eHect of wh兤h was somewhat !l1odí五日d by tempera l:ure, and photoperﾎod 

.influellced the number of ovipara己乱nd males proclucecl by parents. 

イく Pho l:opel'Îodic influence> 

すhe aphids wh�h w巴re taken fro111 culturcs lllaiγltained 匤 ]ong 15 h くlays were exposed 

to d凬ferent day-lengths fro汀1 bìrth 乳t 15"C. The results indicat:ed thal:乱II the off日prìllg produced 

dev日loped into sexual form5 , oviparae or males � day-lengt:hs shorter t11an 131/4 11 , and on1y 

vlrglllOp註rae ¥vere produced in day寸日ngths longer than 14"!2 h excluding 2,1 h days. ¥Vith dayｭ

lengths ranging 131/2 h 1:0 H h , rnixed famH�s were obtainecl, but at 14 h days no ovipa1'ae 

appeared (Fig. 50). Another nobble result recognized in this experﾌrnent was that the number 

of offspring produced d巴creased as day-lengt:h shortened le呂田 than 13 h. Cnder short 9 h and 

12 h day condìtions, offspri口g pτoductíon reduced to om九half and no males were pJ:oduced. 

1n day-lengths shorter t11an 131/, h at 15"C the sw�c11 f1'om virginopara to ovipara producｭ

t卲n occurred on some 16 days 乱fter short day treatments started. However, the number of 

days required beca111c longer by a.bo1.lt 7 to 14 days in 131/Z h 品nd 1::3":,111 days respectív日1y ， and 

this seemecl to be 、.\Ihy virginoparae w巴re produced flrst � the progellY sequence whcn the 

parents were expos日d to such critical d乱y-lengths from birth (Table :H and Fig. 53) 。 τhe firsl 

rnales \vεre produced approximately 34 days 乱fter the treatment w.hen exposed to short dayω 

lengths from birth and in fewer days when 巴xposed Erom the 3 rd instar. The d曻ference was 

b巴C乳use the onset {)f male production was 1'elated to the <Jge of the 111other, so t11日 number of 

d乱ys taken from the beginning of partm:itiol1 were nearly 臼:jllal except i{)r those in 14 h days 

〈イfable 35 alld Fig. 53). 

Photoperiodic response is recogn�ed to b巴 slìghtly cli紅白ren1: d巴pending on day-lengths given 

during the pr記natal period (Table 36). For 巴xamphぅ， in 1311z h days paγthenogenetic and gamic 
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of[spring were produced by the apbids 'w11ose 111むτhers w己re kept in long 1511 days but these 

vi1'glnopar註C! 品till unde1' the sam日 conditions， p1'oduced ovipa1'ae and m乱1e日 on1)1.

<lnterval t�er and app記旦rallce of the done which contin脱会.) parthenogenetic reproductioll 

under short da予 conditioIlS>

All fundatr�e:;; developod as virginopara叩producer 巴 vell � thoち! wo1'eωcposed to 札口y :;;hort 

d日 y-lengths fr0l11 birth. '1'11記長1'81: viviparous oHsp1'îng , which wer記 born about 20 days after 1:he 

fundatrkos hal:ch七d ， ga.ve bi1'th to some ovipa1'ae when 巴xposed to 在日hort day凶length (131/. h)φ 

Th巴 pe1'centage of 8exual fo1'rns pr口ducod increa80d w.ith rhe 乱ge of the linoage of aphids ‘ 

'1γr‘hu日18民， 11むndε r 8ho1't 13占戸1鳥!九l

巴gg hatch, be:for巴 a11 the fernal巴 o:ffspring pァoduced were ov厓arae (Fig、 54).

Th18 timing mechanism (匤te1'val timer) which inhibit百 the product�n of se又ual forms for 

乱 certaín per卲d after 己gg hatch operated not only wh巴n the aphids were reared cont�uou81y 

under short day conditions, but also when they were kept in l.ong 15 h days 01' unde1' natural 

illumination. 1n the fonner case, ho\'"ever、 some individu乱.l s sti11 pr吋llccd many v叝gﾍnoparae 

巴ven in 3 rd generatiorl after abnut 60 days froll1己gg hatch. The�1' d巴scendants contiull巴d to 

give birth to both virginoparae and ovipa1'ae, more than 95 per ceut of which were virgill回

oparae (Fig. 55 and Table 38)，てfhe operatio立。干 the sam記 interval tÍm巴r ;，.}(/且s observed when 

t:he γirginoparae in this clone "1有rore t1'ansf巴rred to long 15 h days. A11 of the female offspring 

produs吋 did not become oviparae by 8110rt day tl 拍trnent until some 70 days e1且sped from 

1:he tr且nsfεrence (3記e uppermost f刕ure in Fig. 54) 

くInteraction of photoperiod with temperature> 

A h�h temp巴rature of 250C c乱ncoled th巴 eifect of a short day-length so that neithe1' ov1-

par昌記 no1' males were formed , In temperatur色s be10w 20'oC the sexual forms were differentiated 

and th日日ffect of day-l丘ngth was found to b白 modi五巴d by t己mperature (Fig. 56) , At 20"C th巴

cr.iti.cal day-l日ngth fo1' the appearance 01 se.xu旦1 fo1'ms shortened by abol1t 15 mln compar邑d

with th品t at 150C. Males began to appear i.n 133九 h day告 and both oviparae 乱nd males in 131/2 h 

days. Ev記n in sho1't 12 h days, hoviever, th己 aphids stm produced 80111e virginopar品e. At lOoC 

a11 th日 of{spring produc記d became ovipm:a巴 already in 141/2 h d丘y8 but no 泊a1e8 were produc記d

111 any cases. 

Although the cr羡祥al day寸ength was diff日rent arnong temperatur巴8 tested, the tim日 of tho 

s¥vitch fr0111 virg�opara to ovipara pJ:od.uction was ne品r1y constanτindep忠ndently of tempera帥

tur忠 ín clay-length shorter t11an 1:;)1/. h (Table 39). However, as mentioned before, tho. rate of 

aphid developm己nt is propoγtiollal to t11e temporatuye (See Table 3). 1-¥t 200C it takes only 14 

days from birth to parturition, and th﨎 rapid d邑velopment �8 conside1'ed to bo. an irnportant 

E邑aso口、vhy a11 of the fem旦le offspr�g did not dいvelop 匤to ovípar乱e ev巴n when their par日nt8

¥vere exposぽ1 to short 12 h days hom birth, and appear乱nce of ovipar社e were p1'ec巴ded bya 

very short sequence of virgil10para production (Fíι57) 噌 Th己~，e re8n1ts a1so sugg巴st th旦t the 

t釘1bryos need a co.rtain period of shor レ d乱y treatmεnt to differentiate as ovìp呂rae，乱nd t11o. 

photoperiodic re話pOIlso. 1$ Il、ot inftu色nced by ternperat�o. with匤 th巴 rangE、]\}"〆 200C

As 匤 very short clay-lengths (9 h and 12 h) 乱t 15"C, the product�n of malo.s ¥"la8 entir巴ly

ﾌnhibito.cl at lOoC. 1'hi8 may be assodal冶d with the pho.norn巴n旦 that th記 numbers of offspring 

produc色d were reduced to one倫haIf under thes巴 conditions and the males were prcduced on1y 

1n the 1attεr haH of the mothe1's' rep工、oductive life (1'able 10). 

くEffecis 0:[ photop巴ríod and ternper旦tur己 on formatﾌon of eggs in oviparae> 

1n the íi巴ld) oviparae beg乱n to appear around Septernber 6 and started ovipositing on 
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October lo,,, n ち口th dat日s -¥vere relativ(:1y C�stan.t cver:-/ ye品工品nd t11e numbはγof days from 

birth ~.o beginning of o¥Tipos��n ¥vas observed 1:0 b巴 shorter b Iat日r-born ov厓arae íれ spite o:fぜ

dee:re乱sing temper丘tu_:res (S日e Table 5 社孔d Fig. 58) , Th� wa討 ap口説rent1y basec] 011 the fact 

that tho format�n 01' egp; i.n t.he ()v 乱ry pwgrcssed m0re 山wIy �.n c呂 lち-born oviparae (born 

in early September) tha.H in late-bo1'n onεs (born in late Septernbor 01'也arly October) (Fig. 

58), 1'h日 difierences betw色巴n them were large1' at higher tcrnpexaturc、s ¥vithi.n the range 10') 

.~20"C (F刕. 5ヲ〉‘

1'11e interactlor: of w�h tempe1'a工1.1-'1'e ¥vas 3sccria.ined by the experinl.CTlt ¥vhich 

ind兤ated thai: the f心γmation of cggs ])1'0怠re~沿ed rnu仁h faster as day-Iength shoてte.ned 乱t any 

t巴n1pピf五ture and Tnore slowl:i at 20つC than B t lS'~C especiall~y tJl1der IOD_g:er d.ay cond�ions 

(Fig'. (0) , ]_'hi:; e_ffect (if tcxnpcrature "vvas son1c\.\/h<lI 仁ornplk:at仁ι?γvîthτcaring conditio!l出 grvピn

d日.ring t.he p:rena.tal perio� (F1必 (1) ‘ F、or eX;:.JJupi七、\-，，，，'.1") 記 11 th巴 ovip幻官官三 had been kept ，ü 乳

h�h t日nlp~げatüre (rf 20 つ C before the叝 birth屯 thc. foれl1atlon (rf eg心、 \'V~..J.S f u.rther deh1Y以L

ぐ:Conc \usíon:γ 

1'hに produ正t.J.on of sexual furmG , 0"vip2xae an_d , rn註ks， 﨎 índuc台d by 上 or r. "1、11日

c:nnc品1 day~Iength shorkns with mcrとélS.l ng ü 、rnperatures vlithin the r札口ge HY).....~20(:'C a.nd. a1: 

註 +日 nlpcr;::d:ure 01: neither ovipa.rf.パコ nor τna.1c8 ar日 prむd.nced.

Day-lengths inllucnce 1101: ody け\C n.uml 托~r iJ_r î)γiparae and .tηaIe日 procll1 ccc[ Ltlて also the 

1'0マロlatlO口 o土台g:g~; 111 oV'1_para.e-. 1n thry-I日九gths 京horter th~U.1 12 h~ D(;. :rn,e1y uflcler :catural da_y-~ 

len.gth c(Jnd.itions 乱fter I:he autumn日1 equ inox, th記n.lunbers 心f oHspring produccd a.re reduced 

tn one-halL On the other hand the format綷ll of eggs lrJ. ov1;;己γae p.ro,p;rcsses rnore :cap.id 吋 y as 

day-length shortens and t.h.b enabks the later.boγn oVlp~;. :rae tc nぅduceτhsir :p rco\ripo;:.;lt i<l口

p巴riods. Tlws the oviparae regul旦tc thcir ovipo偀ion j)éうl' iüd~; as vvelL 

Even ullder 泡.h.ort day cond� tíOllS、Î1owever， th色 production 01' sexual forrns 﨎 i.nh�.bited for 

お certaÍ11 period froTH cgg hatch‘ A.t lS'jC �t: takes S0111C '70 days befoJ:e aU b巴C01110

ovîpara位。r ma.1e�). This timing mechm.bτr1 (:� ntE'，τval t�ner) serves 1.0 prevent the appむa:ranc長，

of 己巴xua1 :forms in "]JYing 、

Ecobg兤al signÍ長canC0 of po.lymorph.ism 

The Todo 寸ìr aphid call feed on1y 011 young t 1'日c-s‘ Foo(i aud c;pac己主主巴 ther日fore scv-e.rc.l y~ 

restr祥ted ln natuτaJ 'fonでlÜl and in matur�l1g pl呂.n 1 礼tiOHS， Und記 such conditi.ons òsp記rsal bjア

alatac 1おとS託、τltial (01' the emigratíoロ乱nd snrvi_.val 0:[ t.he. '-rodoイir aphid, Basf.'d on c.haTacteγw 

ist:ics of their ß.iεht， howevcr , the pγobabi1ity that the.y wiU settle on suit.abk hmJ. t詁s is 80 

l� thal 日 i了nost '111 of t11e indivJdua1s w�l dle, For t11﨎 τ日ason it :l告 considered that ¥1"; this 

anhid SDむcîc，s D8.rt of the ロroducecl by fundatric巴S ¥Vltb. t.hc fec しlndî T:y de:velop 

as apterae "vhich 1'e1τuún 0れ the host trces‘乱れd part 01' the orfsprinιιlc:velop ini:o :n1ôta巴 wbk:h 

d ispersc, J3esidεsptf1G PIoductiozl and departurtof fliEliat iIi 工n日 2 nd gcner乱じりn s(;rves not 

only to hmit t1l必 pop u.l乱t î.on s坥e 011 a tree at an ea:rly sLlge of popul乳tion 芯 ro\vrh ， but n180 to 

regulah:"> t1-1をさ local population dens咜卲s in 乱立1'\九九日日 rea， 1t c試n b己 said， LhercfoT'七、 that the ap~ 

p位arance o:f alatac has three i τnportant role�; (1) seLf..restr兤' j 口n 0; tb: popul品1ion 011 a trec, 
(2) self..regulatioι o:f !:h記 lc，eal popub, tion , and (3) to p己rpetuate thc spe仁 1在日 dispenミa.L

Th巴 appearancεof scxual f()rm~; is apparcntly an adaplatìon 工o 日eaS011al changes in Lh~三

extern乱}. enV.lronluen仁 Short in i:he aui:unm �duc:e thε prodttctJむな of ovipatae 

ar}.d rnales 品nd， at th凸 S乳mc tW1巴、 T巴gulate tb.日 ovipoおit l<)Ii E)己主 iodô; by hasteロing the egg fO:r1TI，乱

i:�.on íτl lr:üer~born í)"y""îparae- , '1'h15 e_nables th日誌がLkL、可 ery dRciently to ふ~~posít theiτcggs bdore 

any adve.:rse clüT~atic cひね ditio日日 fH'cva:i l ‘ Th﨎 﨎 an、)ther importa口t funcljoll � p作lymorphism

in tho Todo~fìτaphíd‘ 
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fxl 奴説明

Explanat卲n of plates 

Plate 1 

Photo. 1 トドマツオオアブラの幹母〈第 1 i佳代~!:I.) とその子.'Í1. (窃::tトドマツ〉

Adult flludatr兤es o:f Cinara todoco!a and their offspring 0江 a young Todo-i繒 tr記号￠

Photo. 2 1ll%郊lfj合会主雌とU 2: tJ麹m~!::I::、成H1.O)ニンブ(第 2 tltfì;生、〕

Apterous and alate virginopara巴 (nymphs) ln the 2nd g己neration.

Photo. 3 ~Þî遡YJti!.主峰J誌の成i\ (政子底前)------.--..titr 0J -----A郎氏滋影

Adult alate virgiuoparae. 

Photo‘ 4. ït三卵日I:ffi虫

Adult ovìpara, 

Photo. 5 tit虫(イH塑〕

Ad111t m且旬、

Plat忠 2

Photo嗣 8 針葉 fJこ百12 1':された卵

Eggs on n巴edles.

Photo. 7 トドマツオオアブ?と共生レているムネアカオオアリ(jぷEそ形成しない〉

Th記 aphids attended by Campo持utus o!;scuríρes which constructs 110 she!t白rs.

Photo. S トドマツガオアブラと共生しているトピイ r:.lケアリのご上災 CHH寺会表面に形成)

A shelter constructed by attendant Lasius niger. It surrollnded t11思 entire stem and 

enclosed the colonies of aphids within it。

Photo. 9 アブラムシの寄生部のみに五日分的にf乍られたトヒ J ロケアりの←L爽

A shelter of Lasius niger COllstτucted part僘lly on the aph冝s' fe色ding plaじes唱



ト ド7 ツオオアブラの個体R'f.WJ態と多型の出現機椛 (山口) -Plat冶 1ー

Photo. 2 

Photo. 1 

Photo. 3 

Photo. 4 Photo. 5 
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Photo. 6 Photo. 7 

Photo. 8 Photo. 9 




